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は
じ
め
に

王
朝
に
よ
っ
て
断
代
さ
れ
た
「
清
代
絵
画
史
」
は
、
そ
の
多
く
が
王
時
敏
（
一
五

九
二
〜
一
六
八
〇
）
を
端
緒
と
し
て
説
き
起
こ
す
。
彼
を
筆
頭
と
す
る
「
四
王
呉
惲

（
王
時
敏
・
王
鑑
・
王
翬
・
王
原
祁
・
呉
歴
・
惲
寿
平
）」
の
正
統
派
文
人
画
が
画
壇

の
主
流
を
占
め
、
こ
れ
に
「
四
僧
（
漸
江
・
石
溪
・
八
大
山
人
・
石
濤
）」
や
各
都
市

画
派
が
対
抗
す
る
と
い
う
構
図
は
、
正
統
と
非
正
統
の
関
係
性
を
自
明
視
す
る
点
、

四
十
歳
も
離
れ
た
王
時
敏
と
王
翬
（
一
六
三
二
～
一
七
一
七
）
の
世
代
の
位
置
づ
け

を
混
同
す
る
点
な
ど
多
々
問
題
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
代
絵
画
史
の
定
型
的

な
語
り
口
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
王
朝
断
代
で
は
な
く
「
明
末
清
初
」
と
い
う
区

分
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
董
其
昌
（
一
五
五
五
～
一
六
三
六
）
の
画
論
や
収
蔵
品
を

王
時
敏
が
継
承
し
、
門
下
の
王
翬
と
孫
の
王
原
祁
（
一
六
四
二
～
一
七
一
五
）
が
清

朝
画
壇
の
指
導
者
と
な
る
流
れ
が
生
じ
る
。
こ
の
場
合
、
王
時
敏
自
身
は
多
様
な
画

派
が
割
拠
し
た
清
初
画
壇
の
一
隅
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、王
時
敏
は
「
四
王
呉
惲
」
の
最
年
長
、あ
る
い
は
董
其
昌
と
王
翬
・

王
原
祁
を
繋
ぐ
「
承
前
啓
後
」
の
人
物
と
し
て
、
美
術
史
に
お
い
て
は
と
か
く
通
史

的
な
役
割
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
近
年
は
伝
記
研
究
も
充
実
し
、
彼

が
大
量
に
書
き
残
し
た
尺
牘
か
ら
生
活
状
況
や
率
直
な
心
情
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ

あ
る（

（
（

。
収
蔵
家
と
し
て
の
側
面
も
注
目
さ
れ
続
け
、
旧
蔵
品
リ
ス
ト
も
作
成
さ
れ
て

い
る（

（
（

。
し
か
し
、
画
家
と
し
て
の
王
時
敏
の
業
績
に
焦
点
を
当
て
た
言
及
は
、
個
別

の
真
贋
論
を
除
い
て（

（
（

、
非
常
に
少
な
い
。
端
的
に
言
え
ば
、
絵
画
史
上
の
名
声
に
実

作
品
の
評
価
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
四
王
」
は
清
代
、
多
く
の
士
大
夫
層
に
支
持
さ
れ
た
が
、
近
代
に
は
旧
態
画
学
の

象
徴
と
し
て
厳
し
い
批
判
に
晒
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
双
方
向
の
極
端
な
言
説
が
、
現
在

も
彼
ら
の
評
価
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
四
王
」
の
画
を
高
く
評
価
す
る
者

は
清
人
の
礼
賛
の
言
葉
（
董
其
昌
の
画
学
を
継
い
で
古
典
の
真
髄
を
極
め
、
そ
の
山
水

は
筆
墨
が
美
し
く
︙
…
）
を
、
低
く
評
価
す
る
者
は
近
代
の
批
判
的
言
説
（
そ
の
画
は

古
画
に
学
ぶ
ば
か
り
の
形
式
主
義
で
、
自
然
の
実
感
や
創
造
性
に
乏
し
く
……

）
を
引

用
す
れ
ば
よ
く
、
現
在
目
に
す
る
ほ
と
ん
ど
の
王
時
敏
評
は
上
記
い
ず
れ
か
の
文
脈
に

属
し
、
作
品
へ
の
言
及
は
こ
れ
ら
を
補
強
す
る
材
料
と
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
近
年
は

「
四
王
」
の
研
究
も
大
き
く
進
展
し
て
い
る
が
、
作
品
研
究
は
王
翬
・
王
原
祁
が
中
心

で
、
王
時
敏
に
関
し
て
は
重
要
な
成
果
の
多
く
が
文
献
研
究
で
あ
る
。

筆
者
自
身
も
こ
れ
ま
で
王
時
敏
に
つ
い
て
は
上
述
の
認
識
に
留
ま
り
、
昨
秋
、
黒

川
古
文
化
研
究
所
の
展
観
に
国
（
文
化
庁
保
管
）
よ
り
王
時
敏
「
江
山
蕭
寺
図
巻
」

（
図
１
）
を
拝
借
し
た
際
も
、図
録
等
の
解
説
で
そ
の
枠
組
み
を
超
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た（

（
（

。
し
か
し
、
展
観
期
間
中
に
時
間
を
か
け
て
観
察
し
、
本
作
を
通
し
て
王

時
敏
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
に
気
づ
い
た
。
本
作
は
管
見
の
限

り
日
本
所
蔵
の
「
四
王
」
画
の
最
優
品
で
あ
り
、
三
メ
ー
ト
ル
の
長
巻
と
い
う
性
質

上
、
画
面
の
情
報
量
が
突
出
し
て
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
作
の
画
面
分
析
を
中
心
と

し
、
制
作
時
前
後
の
王
時
敏
の
事
蹟
を
あ
わ
せ
て
参
照
す
る
こ
と
で
、
王
時
敏
が
一

王
時
敏
の
初
期
画
業
に
お
け
る
達
成
―
「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
を
め
ぐ
っ
て
―

飛
田
　
優
樹
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人
の
画
家
と
し
て
何
を
達
成
し
た
の
か
、
具
体
的
に

探
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
本
作
に
は
清
の

秦
祖
永
（
一
八
二
五
～
八
四
）
ら
の
鑑
蔵
印
と
陳
観

酉
・
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
～
一
九
四
二
）・
内
藤
湖

南
（
一
八
六
六
～
一
九
三
四
）
の
跋
が
あ
り
、
正
統

派
文
人
画
の
言
説
を
広
め
た
日
中
の
代
表
的
人
物
が

揃
っ
て
過
眼
し
て
い
る
こ
と
か
ら
評
価
史
の
一
端
も

窺
え
る
。

本
作
は
崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）、
ま
だ
明
末
の

う
ち
の
初
期
作
品
で
あ
る
。
こ
の
年
代
は
董
其
昌
の

没
す
る
前
年
、
王
時
敏
の
名
声
が
確
立
す
る
よ
り
も

は
る
か
前
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
彼
を
「
四

王
」
の
筆
頭
で
な
く
明
末
の
董
其
昌
周
辺
の
画
家
と

し
て
捉
え
、
そ
の
初
期
画
業
に
お
け
る
達
成
を
検
討

す
る
。
ま
ず
文
献
か
ら
崇
禎
八
年
前
後
の
王
時
敏
の

生
活
の
実
態
を
探
り
、
あ
わ
せ
て
董
其
昌
に
よ
る
画

学
の
指
導
や
周
囲
の
画
家
と
の
関
係
を
整
理
す
る
。

加
え
て
、
論
の
前
提
と
し
て
、
王
時
敏
の
在
世
中
に

書
か
れ
た
文
献
と
後
世
の
評
価
の
乖
離
を
確
認
し
て

お
く
。
次
に
、「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
の
概
要
を
紹
介

し
、
画
面
を
六
場
面
に
分
け
て
詳
し
く
観
察
し
、
関

連
作
品
と
比
較
し
つ
つ
所
見
を
述
べ
る
。
細
や
か
な

配
慮
の
行
き
届
い
た
本
作
の
表
現
意
図
を
汲
み
と
っ

た
上
で
、
そ
の
倣
古
意
識
や
表
現
の
特
質
を
考
察

し
、
董
其
昌
を
と
り
ま
く
画
壇
の
中
に
王
時
敏
を
位

置
づ
け
る
。
最
後
に
、
跋
文
の
読
解
を
通
し
て
王
時
敏
の
評
価
史
の
一
端
を
明
ら
か

に
す
る
。
以
上
よ
り
、
本
作
の
美
術
的
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
文
献
の
情
報
と
合

わ
せ
、
通
史
上
の
観
念
的
存
在
で
な
い
具
体
的
な
王
時
敏
像
を
描
き
出
し
、
後
世
の

評
価
と
の
照
合
を
試
み
る
。

一
　
明
末
に
お
け
る
王
時
敏

（
一
）
崇
禎
八
年
前
後
の
事
跡

王
時
敏
（
一
五
九
二
〜
一
六
八
〇
）、
字
は
遜
之
、
号
は
煙
客
・
西
廬
主
人
。
蘇

州
府
太
倉
（
江
蘇
省
太
倉
市
）
の
人
。
祖
父
は
万
暦
年
間
首
輔
の
王
錫
爵
（
一
五
三

四
～
一
六
一
一
）、
父
は
翰
林
院
編
修
を
つ
と
め
た
王
衡
（
一
五
六
二
～
一
六
〇
九
）

で
、
祖
父
・
父
と
も
に
傍
眼
で
進
士
及
第
し
た
赫
々
た
る
名
門
の
出
で
あ
る（

（
（

。
彼
自

身
は
科
挙
を
経
ず
恩
蔭
に
よ
っ
て
仕
官
し
、
万
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
に
尚
宝

司
丞
、
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
に
尚
宝
卿
と
な
っ
た
の
ち
、
各
地
へ
の
出
張
と
一

時
的
退
隠
を
経
て
、
崇
禎
九
年
（
一
六
三
六
）、
太
常
寺
少
卿
に
至
る
。
書
画
は
父
祖

と
交
友
の
あ
っ
た
董
其
昌
に
師
事
し
た
。
清
軍
の
侵
攻
に
は
抵
抗
せ
ず
、
郷
里
の
名

士
た
ち
と
開
城
し
て
城
内
の
安
全
を
図
り（

（
（

、
清
朝
に
は
出
仕
せ
ず
太
倉
西
田
に
隠
居

し
た
。
清
初
、
諸
子
か
ら
再
び
高
官
を
輩
出
し
、
第
二
子
王
揆
（
一
六
一
九
～
一
六

九
六
）
は
順
治
十
二
年
（
一
六
五
五
）
の
進
士
、
第
八
子
王
掞
（
一
六
四
五
～
一
七

二
八
）
は
康
熙
九
年
（
一
六
七
〇
）
の
進
士
で
刑
部
尚
書
・
礼
部
尚
書
兼
文
淵
閣
大

学
士
に
至
っ
た
。
孫
（
王
揆
の
子
）
の
王
原
祁
も
康
熙
九
年
の
進
士
で
戸
部
左
侍
郎

に
至
り
、
画
家
と
し
て
王
時
敏
の
門
人
で
あ
る
王
翬
と
と
も
に
正
統
派
文
人
画
を
確

立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
父
祖
・
子
孫
と
も
に
栄
達
し
た
一
族
に
お
い
て
、
王
時
敏

は
自
身
の
官
位
こ
そ
高
く
な
い
も
の
の
、
王
朝
交
替
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る（

（
（

。「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
に
付
さ
れ
た
内
藤
湖
南
の
跋
に
も
、

図１　王時敏「江山蕭寺図巻」全図（1635 年、国・文化庁保管）
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「
王
時
敏
は
宰
相
の
家
に
生
ま
れ
、
恩
蔭
に
よ
っ
て

仕
官
し
、
人
と
争
わ
ず
、
明
清
交
替
に
も
動
じ
ず
、

郷
里
で
画
芸
に
専
念
し
た
」（

（
（

と
い
う
彼
の
経
歴
へ
の

基
本
的
認
識
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
詳
し
く
調
べ
る
と
、
彼
の
二
十
～
四
十

代
に
は
そ
の
出
自
か
ら
は
想
像
し
難
い
よ
う
な
苦
境

に
陥
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
王
錫
爵

は
男
子
を
王
衡
一
人
し
か
残
さ
ず
、
王
衡
の
子
は
王

時
敏
以
外
み
な
夭
折
し
て
い
た
。
そ
の
状
況
で
、
万

暦
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
）
に
王
衡
、
翌
年
に
王
錫

爵
が
没
し
、
万
暦
四
十
三
年
に
は
妻
と
三
人
の
子
ま

で
も
相
次
い
で
亡
く
し
た
。
つ
ま
り
、
二
十
歳
前
後

に
し
て
王
時
敏
は
名
家
の
全
て
を
単
身
に
背
負
う
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
祖
父
と
父
の
喪
が
明
け
て

す
ぐ
恩
蔭
に
よ
り
出
仕
し
た
の
は
家
を
支
え
る
収
入

が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
手
伝
っ
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
家
名
を
旧
観
に
復
せ
し
め
る
の
は
容
易
な

ら
ぬ
事
業
で
あ
っ
た
。

王
時
敏
の
七
世
孫
・
王
宝
仁
（
一
七
八
九
～
一
八

五
二
）
が
編
纂
し
た
『
奉
常
公
年
譜
』（
道
光
十
六
年

序
）
を
参
照
す
る
と
、「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
を
描
い
た

崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）
頃
は
家
運
が
比
較
的
安
定

し
た
時
期
で
、
こ
の
年
の
八
月
ま
で
は
郷
里
に
あ
っ

た
。
前
年
、
祖
父
が
太
倉
に
残
し
た
土
地
の
十
五
年

間
に
わ
た
る
整
備
が
終
了
し
、「
楽
郊
（
東
園
）」
を

落
成
し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
庭
園
の
美
景
は
松
江
派
の
沈
士
充
や
陳
廉
が
画
冊
に
描
い
て

お
り
（
図
２
、
３
）（

（1
（

、
呉
偉
業
（
一
六
〇
九
～
七
二
）
も
「
画
中
九
友
歌
」
に
王
時

敏
の
業
績
を
詠
み
込
む
際
に
言
及
し
て
い
る（

（1
（

。
年
末
に
は
第
六
子
王
扶
（
一
六
三
五

～
八
〇
）、
年
を
ま
た
い
だ
正
月
に
は
第
七
子
王
攄
（
一
六
三
五
～
九
九
）
が
生
ま

れ
、
三
月
に
は
長
子
王
挺
（
一
六
一
九
～
一
六
八
〇
～
？
）
が
成
婚
し
て
い
る
。

翌
崇
禎
九
年
、
政
権
を
握
る
温
体
仁
（
一
五
七
四
～
一
六
三
八
）
の
引
き
立
て
に

よ
っ
て
王
時
敏
は
太
常
寺
少
卿
に
任
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
崇
禎
八
年
九
月

か
ら
北
京
へ
発
っ
て
お
り
、
そ
の
道
中
で
書
か
れ
た
一
連
の
手
紙
が
蘇
州
博
物
館
に

現
存
す
る（

（1
（

。
こ
れ
は
第
一
・
二
・
三
子
、
挺
・
揆
・
撰
（
一
六
二
三
～
一
七
〇
九
）

に
あ
て
た
も
の
で
、
文
中
で
は
息
子
た
ち
の
科
挙
の
成
功
を
願
い
、
中
に
は
「
私
は

名
流
の
父
の
も
と
に
生
ま
れ
た
が
、
科
挙
に
合
格
し
て
い
な
い
た
め
村
の
子
供
た
ち

に
も
軽
蔑
さ
れ
、
二
十
年
以
上
も
の
間
ど
れ
ほ
ど
の
屈
辱
に
耐
え
て
き
た
か
、
人
に

は
言
え
な
い
ほ
ど
だ
」（

（1
（

な
ど
真
情
を
窺
わ
せ
る
言
葉
も
見
ら
れ
る
。
試
験
が
近
づ
い

て
も
一
向
に
勉
学
に
集
中
せ
ず
龍
舟
や
観
劇
に
興
ず
る
息
子
た
ち
に
一
喝
す
る
場
面

も
あ
る
が（

（1
（

、
息
子
た
ち
の
健
康
を
気
づ
か
い
、
流
賊
や
政
界
の
策
謀
に
関
心
を
払
っ

て
距
離
を
置
く
よ
う
勧
め
て
い
る
。

図１　王時敏「江山蕭寺図巻」全図（1635 年、国・文化庁保管）

図２　沈士充「郊園十二景図冊」のうち
「掃花菴」（1625 年、台北故宮博物院）

図３　陳廉「郊園小景図冊」のうち「掃花菴」
（1622 年、上海博物館）
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万
新
華
氏
は
大
量
の
尺
牘
の
情
報
か
ら
、
こ
の
頃
多
く
の
子
女
を
養
っ
て
い
た
王

時
敏
が
彼
ら
の
婚
儀
に
際
す
る
莫
大
な
出
費
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る（

（1
（

。
後
に
姻
戚
と
な
る
銭
増
（
一
六
〇
四
〜
五
八
）
に
あ
て
た
崇
禎
十
年
の

尺
牘
（
南
京
博
物
院
）
で
は
資
金
を
借
り
た
い
旨
を
相
談
し
、
追
っ
て
田
租
で
返
す

と
約
束
し
て
い
る
が（

（1
（

、
翌
年
の
蝗
害
に
よ
る
不
作
で
結
局
返
済
は
遅
滞
し
て
い
る（

（1
（

。

さ
ら
に
二
年
後
の
息
子
ら
へ
の
尺
牘（

（1
（

に
は
、「
我
が
家
は
極
め
て
窮
乏
し
て
お
り
、

面
子
を
保
つ
の
が
や
っ
と
だ
が
、
縮
小
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
家
人
に
は
富
名
を

得
た
者
も
お
り
人
々
の
垂
涎
の
的
と
な
っ
て
い
る
が
、
悪
事
が
起
き
れ
ば
家
長
の
責

任
と
な
る
」（

（1
（

と
あ
り
、
一
族
郎
党
の
悪
事
で
民
衆
と
対
立
す
る
の
を
恐
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
十
三
年
前
、
董
其
昌
の
身
に
実
際
に
起
き
た
こ
と
で
も
あ
り（

（2
（

、
こ
の
種
の
民

変
が
郷
紳
層
の
行
動
に
影
響
し
て
い
た
例
で
あ
る
。
同
尺
牘
に
は「
心
配
事
が
多
く
、

絵
画
の
依
頼
も
次
々
や
っ
て
来
る
が
ま
だ
手
を
つ
け
ら
れ
ず
、
買
い
手
が
無
数
に
い

る
」（

（2
（

と
の
文
言
も
あ
り
、
金
策
に
窮
し
た
王
時
敏
が
画
の
応
酬
に
追
わ
れ
る
様
子
も

伺
え
る
。

以
上
を
総
括
す
れ
ば
、
崇
禎
九
年
前
後
の
王
時
敏
は
家
名
復
興
へ
向
か
う
途
上
に

あ
り（

（2
（

、
息
子
ら
の
科
挙
の
成
功
を
祈
り
つ
つ
、
そ
の
独
立
に
あ
た
っ
て
莫
大
な
出
費

に
追
わ
れ
て
い
た
。
急
な
仕
官
は
温
体
仁
の
引
き
立
て
と
い
う
外
的
事
情
に
加
え
、

家
の
経
営
の
必
要
に
も
後
押
し
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
文
人
と
し
て
は
「
楽
郊
」
を

完
成
さ
せ
て
文
人
墨
客
の
憩
い
の
場
と
し
、
画
家
と
し
て
も
す
で
に
依
頼
を
受
け
る

立
場
に
あ
っ
た
。
戦
乱
に
身
を
投
じ
た
黄
道
周
（
一
五
八
五
～
一
六
四
六
）
や
抗
清

の
意
志
を
貫
い
た
八
大
山
人
（
一
六
二
六
～
一
七
〇
五
）
ら
同
時
代
人
と
比
較
す
れ

ば
、
王
時
敏
は
相
対
的
に
安
穏
な
人
生
を
送
っ
た
。
し
か
し
、
若
く
し
て
名
家
の
後

先
を
一
身
に
引
き
受
け
、
清
初
に
再
度
大
臣
を
輩
出
す
る
ま
で
に
家
名
を
復
興
し
た

こ
と
は
、
彼
な
り
の
苦
境
を
耐
え
抜
い
た
守
成
の
賜
物
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。

（
二
）
董
其
昌
お
よ
び
周
辺
画
家
と
の
関
係

董
其
昌
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
董
其
昌
と
王
氏
三
代
の
交
友
や
画
学
の
指
導
に

つ
い
て
基
礎
的
文
献
を
ま
と
め
た
汪
世
清
氏
の
研
究（

（2
（

、
さ
ら
に
著
録
や
現
存
作
品
の

題
跋
を
加
え
た
顔
曉
軍
氏
の
研
究
が
参
考
と
な
る（

（2
（

。
こ
こ
で
は
後
世
の
視
点
を
極
力

排
し
、
純
粋
に
董
其
昌
と
王
時
敏
の
関
係
性
が
わ
か
る
史
料
に
絞
っ
て
、
内
容
の
重

複
を
避
け
つ
つ
見
て
い
く
。

ま
ず
、
董
其
昌
か
ら
の
画
学
の
指
導
に
つ
い
て
、
王
時
敏
自
ら
順
治
九
年
（
一
六

五
二
）
の
「
倣
古
山
水
図
冊
」（
北
京
故
宮
博
物
院
）
跋
に
語
っ
て
い
る
。

董
文
敏
公
の
如
き
は
、
骨
は
煙
霞
を
帯
び
、
学
深
き
こ
と
淵
海
に
し
て
、
近
代

に
罕
二
な
り
。
憶
ふ
に
余
は
曩
時
、
毎
に
燕
閑
に
侍
し
、
其
の
揮
翰
の
餘
、
書

画
を
評
論
す
る
を
見
る
。
遇
た
ま
几
上
に
残
牋
断
柬
有
れ
ば
、
輒
ち
筆
を
弄
び

て
樹
石
を
作
り
、
紛
披
し
て
紙
に
満
ち
、
心
手
耽
習
、
老
に
至
る
ま
で
衰
へ
ず
。（

（2
（

王
時
敏
は
若
年
、
董
其
昌
の
そ
ば
に
仕
え
、
筆
を
ふ
る
い
書
画
を
論
ず
る
の
を
見
聞

き
し
た
。
董
其
昌
は
紙
の
切
れ
端
が
あ
る
と
興
の
赴
く
ま
ま
筆
を
と
っ
て
樹
石
を
描

い
た
と
い
う
。
そ
の
時
期
は
董
其
昌
の
経
歴
と
の
対
照
か
ら
王
時
敏
が
十
五
～
二
十

歳
の
間
（
一
六
〇
六
～
一
〇
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
董
其
昌
に
よ
る
こ
の
種
の
粉

本
は
北
京
故
宮
博
物
院
に
一
巻
が
現
存
し
（
図
４
）、王
時
敏
も
こ
う
し
た
も
の
か
ら

董
其
昌
の
倣
古
主
義
の
文
人
画
を
学
び
始
め
た
。
な
お
、
故
宮
本
は
冒
頭
に
模
し
た

趙
伯
驌
「
万
松
金
闕
図
巻
」（
北
京
故
宮
博
物
院
）
を
見
た
年
代
と
陳
継
儒
跋
の
内
容

か
ら
万
暦
三
十
四
〜
四
十
四
年
（
一
六
〇
六
〜
一
六
一
六
）
の
間
に
描
か
れ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
、
王
時
敏
を
指
導
し
始
め
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
や
や
遅
れ
て
惲

寿
平
（
一
六
三
三
～
九
〇
）
も
董
其
昌
が
王
時
敏
に
与
え
た
同
種
の
画
稿
を
記
録
し
、
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そ
こ
に
は
王
維
・
荆
浩
・
董
源
・
米
芾
・
范
寛
・
李
成
の
樹
法
と
皴
法
が
描
か
れ
、

そ
の
要
点
が
簡
潔
に
付
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

（2
（

。

天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）、
尚
宝
卿
と
し
て
仕
官
し
た
際
に
は
董
其
昌
も
在
京
し

て
お
り
、と
も
に
呉
廷
の
も
と
で
（
伝
）
董
源
「
夏
景
山
口
待
渡
図
巻
」（
遼
寧
省
博

物
館
）
を
見
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
年
は
他
に
も
程
夢
庚
の
も
と
で
王
維
「
江
山
雪
霽
図

巻
」（

（2
（

、
万
邦
孚
の
も
と
で
米
友
仁
（
一
〇
七
四
～
一
一
五
三
）
の
青
緑
山
水
を
見
る

な
ど（

（3
（

、
当
時
北
京
に
い
た
董
其
昌
と
も
親
交
の
あ
る
収
蔵
家
た
ち
と
交
流
し
て
い

る
。
董
其
昌
と
の
収
蔵
品
の
貸
借
も
始
ま
っ
て
お
り
、
天
啓
六
年
に
は
（
伝
）
董
源

「
瀟
湘
図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
）
を
返
却
し
た
記
録
が
あ
る（

（3
（

。
王
時
敏
は
後
に
収
蔵

品
の
六
割
を
董
其
昌
か
ら
譲
ら
れ
た
と
語

る
が（

（3
（

、
こ
の
譲
渡
は
天
啓
・
崇
禎
の
間
に
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
天
啓
五
年
に
は
董
其
昌
が

王
時
敏
へ
「
宝
華
山
荘
図
冊
」（
上
海
博
物

館
、
図
５
）
を
描
き
贈
り
、
天
啓
七
年
に
は

董
其
昌
・
陳
継
儒
（
一
五
五
八
～
一
六
三
九
）

が
王
時
敏
の
庭
園
の
一
つ
「
南
園
」
を
訪
れ

て
い
る（

（3
（

。
董
其
昌
『
容
台
別
集
』
に
は
王
時
敏
画
や

王
時
敏
の
収
蔵
品
へ
の
題
跋
が
複
数
収
録

さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
王
時
敏
を
高

く
評
価
す
る
内
容
だ
が
、
代
表
的
な
も
の
と

し
て
董
其
昌
か
ら
程
夢
庚
を
経
て
王
時
敏

の
手
に
渡
っ
た
「
唐
宋
元
宝
絵
冊
」
の
跋
を

挙
げ
た
い（

（3
（

。

図４　董其昌「集古樹石画稿卷」部分（1606 ～ 16 年、北京故宮博物院）

近
代
の
沈
石
田
、
勝
国
を
去
る
こ
と
百
年
、
名
跡
猶
ほ
富
み
、
其
の
作
る
所
の

軸
を
観
る
に
、
一
樹
一
石
、
前
規
に
尺
寸
す
。
呉
中
は
陸
叔
平
よ
り
後
、
画
道

衰
落
し
、
亦
た
好
事
家
多
く
贋
本
を
収
め
ら
れ
、
謬
種
流
伝
し
、
妄
り
に
自
ら

堂
戸
を
開
く
と
謂
ふ
。
…
（
中
略
）
…
此
の
冊
は
実
に
予
の
四
十
餘
年
、
先
後

結
集
す
る
も
の
に
し
て
、
既
に
好
事
者
に
易
へ
去
ら
れ
、
而
れ
ど
も
遺
書
は
婁

水
年
家
璽
卿
遜
之 

復
た
之
を
購
ふ
。
遜
之
の
画 

巳
に
海
内
に
独
歩
し
、
又
た

唐
宋
元
を
得
て
師
友
と
為
し
、
之
と
倶
に
化
す
。（『
容
台
別
集
』
崇
禎
八
年
閩

本
・
巻
一
）（

（3
（

董
其
昌
に
よ
る
と
、
文
人
画
の
正
し
い
伝
統
は
明
中
期
蘇
州
の
沈
周
（
一
四
二
七
～

一
五
〇
九
）
ま
で
伝
わ
っ
た
が
、
陸
治
（
一
四
九
六
～
一
五
七
六
）
の
世
代
か
ら
蘇

州
画
壇
は
贋
作
の
氾
濫
に
よ
り
衰
退
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
王
時
敏
は
董
其
昌
が
四

十
年
以
上
か
け
て
集
め
た
古
画
を
手
に
入
れ
、
正
し
い
画
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
存
在

と
な
っ
た
と
い
う
。
董
其
昌
か
ら
王
時
敏
へ
の
指
導
も
古
画
を
共
に
鑑
賞
す
る
の
が

中
心
で
あ
り
、
董
其
昌
の
影
響
を
受
け
た
数
多
く
の
画
家
の
中
で
王
時
敏
は
古
画
の

知
識
を
継
承
す
る
点
で
目
立
つ
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。図５　董其昌「宝華山荘図冊」の一図

（1625 年、上海博物館）
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董
其
昌
と
王
時
敏
が
最
後
に
会
っ
た
の
は
、
確
認
で
き
る
限

り
、「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
を
描
く
直
前
、
崇
禎
八
年
（
一
六
三

五
）
春
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
、董
其
昌
は
「
郊
園
」
の
「
掃

花
菴
」
を
訪
れ
、
王
時
敏
所
蔵
の
南
宋
院
体
画
冊
に
跋
を
書
い

て
い
る（

（3
（

。
万
新
華
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
崇
禎
九
年
、
董
其
昌

の
子
・
董
祖
和
（
一
五
八
六
～
一
六
六
二
）
に
あ
て
た
尺
牘
（
北

京
故
宮
博
物
院
）
は
北
京
に
い
る
王
時
敏
に
董
其
昌
の
訃
報
が

届
き
、
そ
の
病
没
を
弔
っ
た
も
の
で（

（3
（

、
そ
の
内
容
か
ら
も
董
其

昌
と
最
後
に
会
っ
た
の
が
一
年
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る（
（3
（

。
董
其
昌
の
喪
が
明
け
た
崇
禎
十
二
年
に
は
、
そ
の
末
子
・

董
祖
京
が
王
時
敏
の
次
女
を
妻
に
迎
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
董
其
昌
と
王
時
敏
の
関
係
は
単
な
る
画
家
の
師
弟
で
は
な

く
江
南
文
人
の
名
門
同
士
の
交
流
で
あ
り
、
収
蔵
家
と
し
て
王

時
敏
が
董
其
昌
の
継
承
者
た
り
得
た
の
も
畢
竟
す
る
に
そ
の
家

柄
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
明
末
時
点
の
王
時
敏
の
画
家
と
し
て
の
交
友
で

は
、
董
其
昌
の
影
響
を
受
け
た
周
辺
画
家
と
の
関
係
が
注
目
さ

れ
る
。
例
え
ば
同
じ
く
「
画
中
九
友
歌
」
に
詠
ま
れ
、
董
其
昌

の
影
響
を
強
く
受
け
た
蘇
州
の
文
人
画
家
、
邵
弥
（
一
五
九
二

〜
一
六
四
二
）
と
も
交
友
が
あ
っ
た
。
王
時
敏
は
彼
と
同
年
代

で
、
崇
禎
六
年
、
自
画
へ
の
題
識
を
求
め
て
い
る（

（3
（

。

ま
た
、「
楽
郊
」
を
絵
画
化
し
た
松
江
派
の
職
業
画
家（

（4
（

、
沈

士
充
や
陳
廉
と
の
交
流
も
確
認
で
き
る
。
特
に
陳
廉
は
松
江
派

を
代
表
す
る
画
家
・
趙
左
の
弟
子
で
、
崇
禎
九
年
の
没
時
に
は

王
時
敏
の
も
と
に
寄
寓
し
て
お
り（

（4
（

、
王
時
敏
が
パ
ト
ロ
ン
の
役

割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
艾
年
（
五
十
歳
）
で
没
し
た
と
の
記
述
か
ら（

（4
（

、

そ
の
生
卒
年
は
万
暦
十
五
年
～
崇
禎
九
年
（
一
五
八
七
～
一
六
三
七
）
と
推
定
さ
れ
、

王
時
敏
よ
り
五
歳
ほ
ど
年
長
で
あ
る
。
陳
廉
は
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）、「
山
水
図

巻
」（
北
京
故
宮
博
物
院
、
図
６
）
を
王
時
敏
に
贈
っ
て
お
り
、
そ
の
画
風
は
王
時
敏

「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
と
も
共
通
点
が
多
い
。
以
下
は
王
時
敏
に
よ
る
陳
廉
評
で
あ
る
。

明
卿
の
画
は
娟
秀
沖
夷
、
固
よ
り
胎
骨
中
よ
り
帯
来
す
。
初
め
趙
文
度
を
以
て

宗
と
為
す
も
、
既
に
余
の
家
に
従
ひ
て
宋
元
真
跡
を
縦
観
し
、
多
く
悟
入
す
る

有
り
、
詣
る
所
益
ま
す
深
し
。
余
の
為
に
諸
名
図
を
摸
し
、
尋
丈
の
巨
軸
を
以

て
縮
し
て
方
冊
と
為
し
、能
く
筆
墨
を
し
て
酷
肖
な
ら
し
め
、毫
髪
も
遺
さ
ず
、

真
に
画
史
の
絶
技
な
り
。（
王
時
敏
『
王
奉
常
書
画
題
跋
』
巻
上
）（

（4
（

こ
こ
に
は
陳
廉
が
は
じ
め
趙
左
を
師
と
し
、
後
に
王
時
敏
所
蔵
の
宋
元
画
を
学
ん
だ

こ
と
、
陳
廉
が
王
時
敏
収
蔵
品
を
そ
っ
く
り
に
縮
小
摸
写
し
て
大
型
の
画
冊
に
ま
と

め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、『
王
奉
常
書
画
題
跋
』
に
は
陳
廉
画
に
寄
せ

た
題
跋
が
も
う
一
つ
収
録
さ
れ
、
同
じ
縮
模
本
制
作
の
こ
と
が
言
及
さ
れ
る（

（4
（

。

こ
の
記
述
は
、
し
ば
し
ば
現
存
す
る
「
小
中
現
大
冊
」（
台
北
故
宮
博
物
院
、
図

７
）
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。「
小
中
現
大
冊
」
は
宋
元
画
二
十
二
幅

の
縮
小
模
本
で
、
当
時
と
し
て
は
最
も
精
巧
な
部
類
の
古
画
の
複
製
で
あ
り
、
正
統

派
の
古
典
意
識
を
象
徴
す
る
重
要
資
料
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
図
は
董
其
昌

の
題
を
伴
い
、
原
本
の
ほ
と
ん
ど
が
王
時
敏
旧
蔵
品
で
あ
る
。
上
海
博
物
館
に
は
こ

れ
を
さ
ら
に
模
し
た
別
本
が
あ
り
、
そ
ち
ら
は
王
翬
筆
と
な
っ
て
い
る
が
、
台
北
本

の
画
家
は
諸
説
あ
り
、
右
の
記
述
に
基
づ
く
陳
廉
説（

（4
（

の
ほ
か
、
王
時
敏
説
、
王
翬
説

な
ど
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
近
年
は
様
式
比
較
の
結
果
に
よ
る
王
時
敏
説
が
有
力

視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
二
十
二
幅
の
う
ち
六
幅
、
黄
公
望
画
縮
本
の
皴
法
が
王

図６　陳廉「山水図巻」（1624 年、北京故宮博物院）
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時
敏
に
近
い
筆
癖
を
有
す
る
と
い
う
根
拠
を
挙
げ
た
に
過
ぎ
な

い（
（4
（

。
王
翬
説
は
董
其
昌
対
題
を
真
跡
で
な
く
原
本
題
跋
の
模
写

と
み
な
し
、
こ
の
よ
う
な
精
密
な
縮
図
を
描
き
う
る
の
は
王
翬

以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
説
で
あ
る（

（4
（

。
こ
れ
ら
に
対
し
、

陳
廉
説
は
そ
も
そ
も
陳
廉
と
い
う
画
家
が
有
名
で
な
く
、
比
較

し
う
る
現
存
作
品
が
少
な
い
た
め
実
物
に
よ
る
論
証
が
困
難
だ

が
、
近
年
呂
曉
氏
が
改
め
て
指
摘
す
る
通
り
、
現
存
本
の
筆
者

か
否
か
を
一
旦
置
き
、
文
献
の
整
合
性
か
ら
考
え
る
と
最
初
の

一
本
は
陳
廉
が
制
作
し
た
可
能
性
が
高
い（

（4
（

。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
こ
の
論
争
の
背
景
に
は
陳
廉
と
王
時
敏
の
画
風
を
区
別
す

る
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
王
時
敏

へ
贈
ら
れ
た
陳
廉
の
長
巻
は
「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
と
類
似
す
る

画
風
で
あ
り
、
両
者
の
比
較
は
「
小
中
現
大
冊
」
筆
者
問
題
を

考
え
る
う
え
で
も
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
同
時
代
文
献
と
後
世
の
評
価

本
章
の
最
後
に
、
論
を
進
め
る
前
提
と
し
て
画
史
文
献
で
の
王
時
敏
の
扱
い
を
確

認
し
て
お
く
。
ま
ず
、清
初
の
比
較
的
早
い
時
期
に
書
か
れ
た
『
明
画
録
』『
無
声
詩

史
』『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
に
見
ら
れ
る
王
時
敏
の
記
述
か
ら
、彼
の
名
声
確
立
前
の
評

価
を
確
認
す
る
。
次
に
、
王
時
敏
の
七
十
寿
に
彼
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
書
か
れ
た

呉
偉
業
「
王
奉
常
煙
客
七
十
序
」、そ
し
て
約
半
世
紀
後
に
正
統
派
の
祖
と
し
て
の
王

時
敏
像
を
確
定
さ
せ
た
張
庚
（
一
六
八
五
～
一
七
六
〇
）『
国
朝
画
徴
録
』
に
目
を
通

し
、
評
価
の
変
遷
を
示
す
。

ま
ず
徐
沁
（
一
六
二
六
～
八
三
）『
明
画
録
』
の
記
述
を
見
る
。

王
時
敏
、
字
は
煙
客
、
太
倉
の
人
。
文
粛
公
錫
爵
の
孫
、
衡
の
子
、
門
廕
を
以

て
璽
丞
に
官
た
り
。
詩
に
工
み
に
し
て
、
楷
隸
を
善
く
し
、
山
水
は
古
法
に
規

摸
し
、
筆
墨
蒼
秀
、
大
雅
に
し
て
群
せ
ず
。（『
明
画
録
』
巻
五
）（

（4
（

こ
こ
に
は
彼
の
家
柄
と
官
僚
と
し
て
の
出
仕
、
詩
と
書
の
腕
前
、
山
水
画
は
古
典
に

学
び
筆
墨
が
美
し
い
こ
と
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
次
項
が
王
鑑
（
一
六
〇
九
〜

七
七
）
で
、
そ
ち
ら
に
弟
子
と
し
て
王
翬
の
名
が
付
記
さ
れ
る（

（5
（

。

一
方
、
姜
紹
書
『
無
声
詩
史
』
は
よ
り
詳
し
く
、

王
時
敏
、
字
は
遜
之
、
号
は
煙
客
、
太
倉
の
人
。
文
粛
公
の
孫
、
緱
山
先
生
の

子
。
儀
度
醞
藉
、
儒
雅
風
流
、
翩
翩
た
る
佳
公
子
な
り
。
山
水
を
写
し
て
宋
元

の
標
格
を
得
。
蓋
し
恒
に
思
白
・
眉
公
と
画
理
を
揚
搉
し
、故
に
啓
発
多
し
と
為

す
。
廕
仕
を
以
て
太
常
卿
に
至
る
。（
姜
紹
書
『
無
声
詩
史
』
巻
四
）（

（5
（

図６　陳廉「山水図巻」（1624 年、北京故宮博物院）

図７　「小中現大冊」のうち「倣范寛谿山行旅図」
（台北故宮博物院）
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と
、彼
の
山
水
画
が
宋
元
の
風
格
を
得
た
の
は
董
其
昌
・
陳
継
儒
に
学
ん
だ
か
ら
だ
と

述
べ
る
。
旧
稿
に
て
論
じ
た
と
お
り
、『
無
声
詩
史
』
は
著
者
が
董
其
昌
と
交
友
が
あ

っ
た
た
め
、
松
江
派
の
職
業
画
家
に
関
す
る
記
述
で
も
指
導
者
と
し
て
の
董
其
昌
の

功
績
を
強
調
し
て
い
た（

（5
（

。
以
上
二
書
の
成
書
年
代
は
西
暦
一
六
七
〇
年
代
頃
と
推
定

さ
れ
、
王
時
敏
の
最
晩
年
と
重
な
る
。

ま
た
、『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
は
、

王
時
敏
、
号
は
煙
客
、
太
倉
の
人
。
官
は
璽
卿
に
至
る
。
家
に
古
玩
名
絵
を
蓄

へ
、
意
を
翰
墨
に
刻
し
、
善
く
黄
大
痴
の
画
法
に
倣
ふ
。
用
筆
古
秀
、
布
置
深

遠
、兼
ね
て
一
種
の
逸
致
有
り
、人
能
く
到
る
も
の
莫
し
。（『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』

巻
二
）（

（5
（

と
、
収
蔵
家
と
し
て
の
側
面
や
黄
公
望
（
一
二
六
九
～
一
三
五
四
）
へ
の
傾
倒
に
言

及
す
る
。
以
上
三
書
に
共
通
す
る
内
容
は
名
家
出
身
で
出
仕
し
、
古
画
を
よ
く
学
ん

だ
と
い
う
点
の
み
で
あ
る
。
董
其
昌
と
の
関
係
は
『
無
声
詩
史
』、収
蔵
家
と
し
て
の

側
面
は
『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
の
み
が
言
及
す
る
。
こ
れ
ら
が
王
時
敏
の
評
価
が
固
定

化
す
る
前
の
状
況
で
あ
る
。

こ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
呉
偉
業
が
王
時
敏
の
七
十
寿
（
一
六
六
一
）
を
寿
い
だ

「
王
奉
常
煙
客
七
十
序
」の
う
ち
絵
画
に
関
す
る
部
分
も
見
て
お
く
。
王
時
敏
を
強
く

支
持
す
る
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
、
前
三
書
と
史
料
の
性
質
は
異
な
る
が
、
評

価
史
上
重
要
な
文
献
で
あ
る
。

雲
間
の
董
宗
伯
玄
宰
・
陳
徴
君
眉
公
、相
国
の
高
弟
に
し
て
、編
修
公
の
執
友
な

り
。
輩
行
を
折
り
て
与
に
游
ぶ
。
先
朝
の
画
を
論
ず
る
も
の
、
元
四
大
家
を
取

り
て
宗
と
為
す
。
石
田
山
人
よ
り
後
、
宗
伯 

其
の
成
を
集
む
る
を
為
し
、
而
し

て
奉
常 

略
ぼ
与
に
相
亜
す
。
其
の
捜
羅
鑑
別
に
当
る
に
、
一
秘
軸
を
得
れ
ば
、

閣
を
閉
じ
て
凝
思
し
、
瞪
目
し
て
語
ら
ず
、
遇
た
ま
賞
会
す
る
有
ら
ば
、
則
ち

牀
を
遶
り
て
狂
叫
し
、
拊
掌
跳
躍
す
。
黄
子
久
の
作
る
所
に
於
て
、
早
歳
遂
に

閫
奥
を
窮
め
、
晩
に
更
に
諸
家
の
長
を
薈
萃
し
、
陶
冶
し
て
之
を
出
し
、
解
衣

盤
礴
、
格
高
く
神
王
に
し
て
、
力
め
て
古
人
を
筆
墨
畦
径
の
外
に
追
ふ
。
識
者

其
の
必
ず
玄
宰
を
伝
ふ
る
を
知
る
。（
呉
偉
業
『
梅
村
家
蔵
稿
』
文
集
巻
十
五

「
王
奉
常
煙
客
七
十
序
」）（

（5
（

こ
こ
で
は
王
時
敏
が
父
祖
の
代
か
ら
の
縁
で
董
其
昌
・
陳
継
儒
と
交
遊
し
た
こ
と
、

画
で
は
董
其
昌
は
沈
周
以
降
の
第
一
人
者
で
、
王
時
敏
は
こ
れ
に
次
ぐ
存
在
で
あ
る

こ
と
、
古
画
の
捜
索
と
鑑
賞
に
熱
中
し
、
早
年
か
ら
黄
公
望
の
画
法
を
究
め
、
晩
年

に
諸
家
の
長
所
を
あ
わ
せ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
お
よ
そ
半
世
紀
後
、
正
統
派
文
人
画
が
確
立
し
た
後
の
『
国
朝

画
徴
録
』
で
は
語
調
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
は
王
翬
・
王
原
祁
が
画

壇
に
君
臨
し
、
師
の
王
時
敏
を
称
揚
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
王
時
敏
の
項
の
記

述
量
自
体
、『
明
画
録
』『
無
声
詩
史
』『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
が
そ
れ
ぞ
れ
四
十
四
字
、

六
十
六
字
、
四
十
八
字
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
国
朝
画
徴
録
』
は
五
百
四
十
三
字
と

極
端
に
増
え
て
い
る
。
全
文
引
用
は
避
け
る
が（

（5
（

、
こ
こ
で
新
た
に
加
わ
っ
た
内
容
と

し
て
、
ま
ず
「
時
に
於
て
宗
伯 

古
今
を
綜
攬
し
、
幽
奧
を
闡
発
し
、
一
に
正
に
帰

す
。
之
を
禅
室
に
方
ぶ
れ
ば
、
伝
灯
の
一
宗
を
備
ふ
可
く
、
真
源
嫡
派
、
煙
客
実
に

親
し
く
之
を
得
」
と
、
董
其
昌
に
連
な
る
唯
一
絶
対
の
嫡
流
と
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
明
画
録
』『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
が
董
其
昌
と
の
関
係
に
言
及
し
な

い
の
と
対
照
的
で
、
王
時
敏
を
称
揚
す
る
「
王
奉
常
煙
客
七
十
序
」
よ
り
も
極
端
な

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
国
朝
画
苑
の
領
袖
と
為
り
、
平
生
才
を
愛
す
る
こ
と

渴
く
が
若
く
、
世
俗
を
俛
仰
せ
ず
、
故
を
以
て
四
方
の
画
に
工
み
な
る
者
踵
を
門
に
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接
し
、
其
の
指
授
を
得
、
名
を
時
に
知
ら
れ
ざ
る
無
く
、
海
虞
の
王
翬
は
其
の
首
な

り
」
と
、
清
朝
最
大
の
画
家
と
さ
れ
、
王
翬
が
そ
の
代
表
的
な
弟
子
と
見
な
さ
れ
る
。

こ
れ
は
王
翬
の
名
声
が
天
下
に
轟
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て
王
時
敏
の
評
価
も
上
が
っ
た

と
い
う
経
過
を
反
映
し
て
お
り
、『
明
画
録
』
で
王
翬
が
王
鑑
の
弟
子
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
の
と
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、「
嘗
て
古
跡
の
法
備
は
り
気
至
る
者
二
十
四
幅

を
択
び
て
縮
本
と
為
し
、
装
し
て
巨
冊
と
成
す
」
と
、
王
時
敏
本
人
は
陳
廉
に
任
せ

た
と
述
べ
て
い
た
縮
模
本
制
作
が
、
こ
こ
で
は
王
時
敏
自
身
の
業
績
と
し
て
語
ら
れ

る
。
康
熙
四
十
九
年
（
一
七
一
〇
）、王
原
祁
も
自
画
跋
に
て
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て

い
る
が（

（5
（

、
王
鑑
は
康
熙
元
年
の
自
画
跋
に
陳
廉
作
と
い
い（

（5
（

、
王
時
敏
の
生
前
は
陳

廉
作
と
い
う
こ
と
で
証
言
が
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
縮
模
本
制
作
が
王
時
敏
の

名
に
帰
せ
ら
れ
た
の
も
没
後
に
な
さ
れ
た
理
想
化
の
一
環
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と

言
え
る
。
こ
の
『
国
朝
画
徴
録
』
に
お
け
る
評
価
は
清
代
に
一
般
化
し
、
現
在
も
王

時
敏
へ
の
語
り
口
を
規
定
し
て
い
る
が
、
す
で
に
見
た
同
時
代
史
料
か
ら
得
ら
れ
る

王
時
敏
像
と
は
乖
離
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
　「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
の
観
察
所
見

こ
こ
ま
で
、「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
を
描
く
前
後
の
王
時
敏
の
事
跡
と
、
画
業
初
期

に
お
け
る
董
其
昌
や
陳
廉
ら
周
辺
画
家
と
の
関
係
、
そ
し
て
彼
の
在
世
時
に
書
か
れ

た
文
献
と
後
世
の
評
価
の
差
異
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
次
に
、
本
作
の
画
面
を
観
察

し
、
彼
の
画
家
と
し
て
の
業
績
を
考
察
す
る
材
料
と
し
た
い
。

本
作
は
紙
本
墨
画
、
画
面
は
縦
二
八
・
五
×
横
三
〇
〇
・
七
セ
ン
チ
、
均
等
に
三

紙
を
継
い
だ
長
巻
で
あ
る
。
落
款
に
は
「
乙
亥
五
月
写
江
山
蕭
寺
図
。
王
時
敏
」
と

あ
り
、
崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）、
四
十
四
歳
時
の
初
期
作
品
と
わ
か
る
。
類
品
と
し

て
王
時
敏
が
二
年
前
に
描
い
た
「
長
白
山
図
巻
」（
北
京
故
宮
博
物
院
、図
８
）
が
現

図８　王時敏「長白山図巻」（1633 年、北京故宮博物院）

図 10　邵弥「雲山平遠図巻」部分（1640 年、大阪市立美術館）

図９　呉振「江山無尽図巻」部分（1632 年、東京国立博物館）
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存
す
る
。
ま
た
、
陳
廉
が
王
時
敏
に
贈
っ
た
長
巻
（
図
６
）
を
は
じ
め
、
呉
振
「
江

山
無
尽
図
巻
」（
一
六
三
二
年
、
東
京
国
立
博
物
館
、
図
９
）
や
邵
弥
「
雲
山
平
遠
図

巻
」（
一
六
四
〇
年
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
図
10
）（

（5
（

な
ど
董
其
昌
周
辺
の
画
家
た
ち
も

同
種
の
長
巻
を
手
が
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
適
宜
比
較
材
料
と
す
る
。

以
下
、「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
の
画
面
を
六
場
面
に
分
け
、
順
に
観
察
し
な
が
ら
関

連
作
品
と
比
較
し
、
所
見
を
述
べ
て
い
く
。
こ
の
種
の
正
統
派
文
人
画
の
詳
解
は
日

本
語
で
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め（

（5
（

、
特
に
丁
寧
な
作
品
記
述
を
心
掛
け
る
。

第
一
場
面　
蕭
散
体
（
図
11
）

本
作
は
樹
林
や
村
落
を
擁
す
る
長
江
沿
い
の
山
々
を
描
い
た
長
巻
で
、
巻
頭
は
江

水
を
挟
ん
だ
両
岸
の
景
に
始
ま
る
。
大
き
く
立
ち
上
が
る
樹
叢
は
、
ま
ば
ら
に
葉
を

残
し
た
樹
も
あ
る
が
、
多
く
は
寒
々
と
枯
れ
さ
び
た
姿
で
あ
る
。
土
坡
は
丸
み
を
帯

び
た
細
か
な
土
塊
に
分
か
れ
、
小
高
い
丘
の
奥
に
無
人
の
亭
が
隠
れ
て
い
る
。
視
点

は
低
く
、
ほ
ぼ
水
平
視
で
あ
る
。
水
景
を
隔
て
て
淡
く
見
え
る
遠
山
は
、
画
面
中
央

よ
り
も
低
い
位
置
に
描
か
れ
る
。
左
方
に
張
り
出
し
た
枯
柳
の
後
、
川
を
挟
ん
で
再

び
土
坡
と
樹
叢
が
現
れ
る
。

こ
の
場
面
は
元
末
四
大
家
の
倪
瓚
（
一
三
〇
一
～
七
四
）
の
様
式
、
い
わ
ゆ
る
蕭

散
体
に
倣
っ
て
い
る
。
細
く
湾
曲
し
た
枯
木
と
そ
れ
を
扇
形
に
束
ね
た
樹
叢
は
「
漁

荘
秋
霽
図
」（
上
海
博
物
館
、図
12
）
に
典
型
的
な
倪
瓚
様
式
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で

は
こ
う
し
た
樹
叢
を
大
小
の
変
化
を
つ
け
て
繰
り
返
し
、
奥
行
き
方
向
へ
の
空
間
の

広
が
り
を
示
し
て
い
る
。
無
人
の
亭
も
倪
瓚
画
の
典
型
的
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
本

作
は
全
巻
に
わ
た
っ
て
人
物
が
登
場
し
な
い
が
、
こ
の
場
面
で
は
そ
れ
が
倪
瓚
ら
し

さ
を
一
層
高
め
て
い
る
。

こ
の
場
面
が
一
般
的
な
倪
瓚
様
式
と
異
な
る
の
は
水
平
線
の
低
さ
で
あ
る
。
倪
瓚

の
典
型
的
様
式
は
中
央
に
大
き
な
余
白
を
挟
み
、
遠
山
を
は
る
か
上
方
に
描
く
。
こ

図 11　第一場面
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昌
の
称
賛
の
言
葉
か
ら
も
確
認
で
き（

（6
（

、
現
存
作
例
と
し
て
は
本
作
の
二
年
前
に
描
か

れ
た
「
春
林
山
影
図
」（
上
海
博
物
館
、図
14
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
は

樹
叢
の
粗
密
の
バ
ラ
ン
ス
、
家
屋
を
丘
の
背
後
に
隠
す
点
、
細
か
な
土
塊
を
連
ね
た

土
坡
な
ど
が
本
作
の
こ
の
場
面
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、「
春
林
山
影
図
」
は
遠
山
の

構
成
に
董
其
昌
の
倪
瓚
風
（
図
15
）
と
の
親
近
性
も
確
認
で
き
る
の
に
対
し
、
本
作

の
こ
の
場
面
は
董
其
昌
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ず
、
む
し
ろ
倪
瓚
の
画
を
直
接
学
ん
だ

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
対
象
に
は
「
松
林
亭
子
図
」
の
よ
う
な
典
型
的

で
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
の
倣
古
意
識
に
つ
い
て
詳
し

く
は
他
の
場
面
と
あ
わ
せ
次
章
で
論
ず
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
観
察
を
進
め
る
。

図 12　倪瓚「漁荘秋霽図」
（1355 年、上海博物館）

図 13　倪瓚「松林亭子図」
（1354 年、台北故宮博物院）

図 14　王時敏「倣倪瓚春林山影図」
（1633 年、上海博物館）

図 15　董其昌「山水高冊」のうち「倣倪瓚」
（1623 年、ネルソン・アトキンス美術館）

れ
に
対
し
、
本
作
の
こ
の
場
面
の
遠
山
は
画
面
の
低
い
位
置
に
あ
り
、
遠
近
感
は
墨

の
濃
淡
で
表
さ
れ
る
。
土
坡
の
皴
法
も
典
型
的
な
倪
瓚
風
の
折
帯
皴
と
異
な
り
、
淡

墨
・
中
墨
の
暈
染
に
よ
っ
て
丸
み
を
帯
び
た
土
塊
が
密
集
し
た
よ
う
に
描
く
。こ
れ
ら

遠
山
の
位
置
や
土
坡
の
皴
法
は
、
倪
瓚
の
様
式
確
立
前
と
さ
れ
る
「
松
林
亭
子
図
」

（
台
北
故
宮
博
物
院
、
図
13
）
な
ど
一
部
作
例
に
類
例
が
あ
る
。
な
お
、
邵
弥
の
長
巻

の
冒
頭
も
倪
瓚
風
で
（
図
10
）、は
じ
め
高
い
位
置
に
現
れ
た
遠
山
が
次
第
に
下
降
し

て
い
く
。

王
時
敏
は
黄
公
望
風
を
ひ
た
す
ら
追
求
し
た
と
さ
れ
る
が
、
初
期
に
限
っ
て
は
倪

瓚
風
の
作
品
の
方
が
多
い
。
王
時
敏
の
画
業
初
期
に
お
け
る
倪
瓚
へ
の
傾
倒
は
董
其
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図 16　第二場面

第
二
場
面　
渓
流
と
山
村
（
図
16
）

第
二
場
面
は
渓
流
を
擁
す
る
山
塊
の
景
で
あ
る
。
山
頂
は
段
差
の
あ
る
台
地
状

で
、
正
面
側
の
小
川
は
大
江
へ
注
ぐ
。
水
流
を
描
く
線
は
濃
淡
・
潤
渇
・
太
細
を
使
い

分
け
、
上
流
か
ら
濃
潤
太
―
淡
潤
太
―
淡
潤
細
―
濃
渇
細
と
変
化
を
つ
け
て
流
れ
の

緩
急
を
表
す
（
図
17
）。
山
の
左
奥
で
は
も
う
一
つ
の
渓
流
が
注
ぎ
、そ
の
両
岸
に
四

棟
ほ
ど
の
山
居
が
橋
で
結
ば
れ
た
山
村
が
あ
る
。
景
物
は
右
手
前
か
ら
左
奥
へ
展
開

し
、画
面
の
重
心
は
上
部
へ
と
移
っ
て
い
く
。
樹
木
の
比
率
も
徐
々
に
小
さ
く
な
り
、

景
物
が
視
点
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

山
体
の
描
写
か
ら
、
こ
の
場
面
で
は
古
典
と
し
て
黄
公
望
を
意
識
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
山
頂
の
台
地
は
「
小
中
現
大
冊
」
に
含
ま
れ
る
黄
公
望
画
の
縮
図
（
図

18
）
な
ど
に
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
山
の
中
腹
よ
り
上
の
縦
長
の
点
苔
や
下
か
ら

巻
き
上
げ
る
よ
う
な
皴
も
「
富
春
山
居
図
巻
」（
台
北
故
宮
博
物
院
、図
19
）
を
は
じ

め
と
す
る
黄
公
望
画
に
多
用
さ
れ
る
。
い
く
つ
か
の
石
に
見
ら
れ
る
Ｙ
字
形
の
皴
法

（
図
20
）
は
黄
公
望
画
論
の
「
三
面
石
」（

（6
（

の
画
法
と
さ
れ
、「
小
中
現
大
冊
」
の
黄
公

望
画
（
図
21
）
や
同
時
期
の
画
家
に
広
く
見
ら
れ
る
。
本
作
の
こ
の
筆
法
は
そ
れ
ほ

ど
形
式
化
し
て
お
ら
ず
、
角
度
や
潤
渇
の
変
化
に
富
み
、
Ⅴ
字
形
に
な
っ
て
い
る
箇

所
や
、
第
三
場
面
で
は
斜
め
に
角
度
を
つ
け
線
を
追
加
し
た
も
の
も
登
場
す
る
（
図

22
）。
こ
の
特
徴
は
陳
廉
の
長
巻
に
見
ら
れ
る
同
種
の
筆
法
（
図
23
）
と
似
て
い
る
。

一
方
、
同
じ
く
黄
公
望
風
を
得
意
と
し
た
松
江
派
の
呉
振
に
よ
る
同
種
の
皴
法
（
図

24
）
は
、
陳
廉
・
王
時
敏
よ
り
も
岩
の
立
体
的
表
現
と
し
て
の
意
図
が
明
白
で
あ
る
。

王
時
敏
の
画
業
初
期
は
倪
瓚
風
が
多
く
、
中
期
に
は
黄
公
望
が
主
な
手
本
と
な
っ

て
い
く
が
、
本
作
を
描
い
た
時
期
は
そ
の
過
渡
期
に
あ
た
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
王

時
敏
は
現
存
す
る
黄
公
望
の
最
高
傑
作
「
富
春
山
居
図
巻
」
を
見
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
沈
周
の
摸
本
は
所
持
し
て
お
り
、
晩
年
に
は
王
翬
の
摸
本
も
見
て
い
る
が
、

「
富
春
山
居
図
巻
」
の
真
跡
は
つ
い
に
見
る
機
会
が
な
か
っ
た（

（6
（

。
代
わ
り
に
、
王
時
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図 17　正面側の渓流

図 18　「小中現大冊」のうち「倣黄公望山
水図」（台北故宮博物院）

図 21　「小中現大冊」のうち「倣黄公望山水
図」（台北故宮博物院）

図 19　黄公望「富春山居図巻」（1350 年、台北故宮博物院）

図 22　変則的なＹ字形の皴法

図 20　Ｙ字形の皴法
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敏
が
主
な
手
本
と
し
た
黄
公
望
は
「
天
池
石
壁
図
」、「
陡
壑
密
林
図
」、「
秋
山
図
」、

「
夏
山
図
」、「
浮
巒
暖
翠
図
」
な
ど
の
軸
物
で
あ
っ
た（

（6
（

。
こ
の
場
面
の
山
塊
は
川
が

湧
き
出
す
に
し
て
は
小
さ
く
、
本
来
こ
の
上
か
奥
に
山
脈
が
連
な
っ
て
い
る
は
ず

で
、
む
し
ろ
縦
長
画
面
の
中
景
に
適
し
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
王
時
敏

の
学
ん
だ
黄
公
望
画
が
軸
物
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

な
お
、
こ
の
場
面
は
前
後
と
の
接
続
が
見
事
で
あ
る
。
第
二
場
面
の
起
点
は
第
一

場
面
に
続
く
丸
み
の
あ
る
土
塊
で
構
成
さ
れ
、
巻
き
進
む
に
つ
れ
て
徐
々
に
黄
公
望

風
の
皴
法
が
加
わ
っ
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
つ
の
倣
古
様
式
が
自
然
に
接
続
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
場
面
は
全
体
的
に
潤
っ
た
太
め
の
線
で
描
か
れ
る
が
、
第

三
場
面
と
の
接
続
部
か
ら
渇
筆
主
体
に
変
化
し
（
図
25
）、以
降
巻
末
ま
で
渇
筆
の
繊

細
な
筆
致
が
主
と
な
る
。

第
三
場
面　
山
脈
の
後
退
と
前
進
（
図
26
）

第
三
場
面
で
は
山
脈
が
一
旦
奥
へ
後
退
し
、
再
び
前
進
し
て
近
景
に
至
る
。
こ
こ

で
も
古
典
と
し
て
黄
公
望
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
場
面
前
半
の
山
塊
は
第
二
場
面
と

似
た
地
形
で
、
大
小
比
に
よ
っ
て
視
点
が
遠
の
い
た
こ
と
を
示
す
。
山
麓
に
は
曲
折

し
た
山
道
が
巡
り
、
そ
の
傍
か
ら
渓
流
が
注
ぐ
。
山
脈
の
後
退
の
極
ま
っ
た
と
こ
ろ

に
山
中
の
亭
が
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
麓
の
山
道
や
亭
に
至
る
階
段
を
示
す
線
描
を
周
囲
の

山
石
の
線
皴
や
点
苔
と
連
続
的
に
表
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
山
水
画
に
し
ば
し
ば

登
場
す
る
山
道
や
階
段
は
、
余
白
で
示
し
た
道
の
上
に
等
間
隔
の
短
線
を
引
い
て
描

か
れ
る
。
し
か
し
、
樹
石
の
描
写
が
筆
勢
に
富
む
文
人
画
で
は
、
道
路
の
謹
直
で
規

則
的
な
線
描
は
画
面
に
調
和
し
づ
ら
い
。
そ
れ
に
対
し
、
王
時
敏
は
山
道
の
線
描
を

す
ぐ
上
の
岩
の
皴
と
同
じ
弧
状
の
渇
筆
線
と
し
（
図
27
）、階
段
も
す
ぐ
右
上
の
山
の

輪
郭
に
沿
っ
た
米
点
の
延
長
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
（
図
28
）。
こ
れ
は
、山
水
の
筆

図 23　陳廉「山水図巻」部分

図 24　呉振「江山無尽図巻」部分

図 25　第二・三場面接続部
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図 26　第三場面

図 27　山道図 28　階段
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図 30　筆墨の形式美

墨
に
山
道
・
階
段
の
描
写
を
調
和
さ
せ
た
成
功
例
で
あ
る
。「
小
中
現
大
冊
」
に
縮
図

が
残
る
黄
公
望
「
陡
壑
密
林
図
」（
図
29
）
は
全
体
と
し
て
こ
の
場
面
の
も
と
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
階
段
の
描
写
も
あ
る
が
、
類
似
の
表
現
意
図
は
確
認
で
き
な
い
。

王
時
敏
「
長
白
山
図
巻
」
に
も
似
た
場
面
が
登
場
す
る
が
、
や
は
り
こ
の
表
現
は
見

ら
れ
な
い
。

第
三
場
面
の
後
半
は
、
半
円
形
の
大
振
り
の
山
塊
が
遠
・
中
・
近
と
相
似
形
を
繰

り
返
し
な
が
ら
前
方
に
迫
っ
て
く
る
。
近
景
か
ら
右
へ
岸
が
伸
び
、
稜
線
ご
し
に
茅

屋
と
枯
樹
が
覗
く
。
各
山
塊
は
右
上
に
余
白
を
と
っ
て
一
定
方
向
か
ら
の
光
の
照
射

を
示
し
、
山
頂
部
は
渇
筆
の
輪
郭
線
で
筆
勢
豊
か
に
描
く
。
皴
に
沿
っ
て
並
ぶ
小
樹

の
列
は
、
黄
公
望
画
で
は
山
体
の
一
部
の
み
に
描
か
れ
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
る
の
に
対

し
、
王
時
敏
画
で
は
均
一
に
規
則
的
に
並
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
定
型
化
と
も
言
え
る

が
、
繊
細
な
筆
致
が
高
い
密
度
で
並
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
黄
公
望
と
は
ま
た
別
種
の
形

式
美
を
達
成
し
て
い
る
（
図
30
）。

第
四
場
面　
山
中
の
煙
雨
（
図
31
）

第
四
場
面
は
山
中
煙
雨
の
景
で
あ
る
。
前
場
面
で
山
の
前
後
方
向
の
連
な
り
を
描

き
画
幅
い
っ
ぱ
い
に
景
物
を
展
開
し
た
の
を
受
け
、
こ
の
場
面
で
は
あ
ま
り
余
白
を

設
け
ず
に
山
の
高
所
を
描
く
。
近
・
中
・
遠
を
三
段
に
積
み
重
ね
、
水
面
は
見
え
ず
、

山
中
遊
歴
の
道
中
に
見
る
よ
う
な
景
観
と
な
っ
て
い
る
。

遠
山
は
中
央
部
で
皴
法
の
密
度
を
高
め
、
前
方
に
迫
る
よ
う
表
現
し
て
お
り
、
下

部
を
米
点
と
余
白
に
よ
る
雲
で
遮
る
。
中
景
は
谷
間
の
鬱
蒼
と
し
た
林
と
二
軒
の
家

屋
を
描
く
。
家
屋
は
渇
筆
の
小
樹
に
隠
れ
、
屋
根
の
一
部
だ
け
が
見
え
て
お
り
、
こ

こ
で
も
建
築
描
写
を
際
立
た
せ
ず
渇
筆
山
水
に
溶
け
込
ま
せ
て
い
る（
図
32
）。
谷
間

の
右
で
は
数
本
の
高
松
が
姿
を
見
せ
、
左
に
は
相
似
形
の
峰
が
二
つ
聳
え
る
。
視
点

は
画
面
の
お
よ
そ
中
央
、
家
屋
の
右
の
枯
樹
あ
た
り
に
設
定
さ
れ
、
地
形
か
ら
考
え

図 29　「小中現大冊」のうち「倣黄公望陡
壑密林図」（台北故宮博物院）
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図 31　第四場面

図 34　王時敏「倣古山水図冊」のうち「倣米
友仁」(1652 年、北京故宮博物院 )

図 33　黄公望「渓山雨意図巻」(1344 年、北京故宮博物院 )

図 32　小樹に隠れた家屋
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れ
ば
前
後
の
場
面
と
比
べ
か
な
り
高
い
標
高
と
な
っ
て
い
る
。
近
景
で
は
煙
雨
を
受

け
た
滝
が
画
面
外
へ
落
ち
て
い
く
。

こ
の
場
面
に
は
本
作
中
初
め
て
雲
煙
が
登
場
す
る
。
前
半
の
第
一
・
二
・
三
場
面

は
水
天
と
も
に
余
白
で
、
雲
気
の
漂
う
描
写
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
第
四
場
面
で

は
一
斉
に
雲
霧
が
立
ち
込
め
、
こ
れ
以
降
、
後
半
の
全
場
面
に
わ
た
っ
て
雲
気
が
遠

山
の
麓
を
隠
し
て
い
る
。
横
に
長
く
伸
び
る
白
雲
は
「
渓
山
雨
意
図
巻
」（
北
京
故
宮

博
物
院
、
図
33
）
な
ど
一
部
の
黄
公
望
画
に
見
ら
れ
、
黄
公
望
様
式
の
範
疇
と
も
言

え
る
が
、
董
其
昌
や
王
時
敏
の
米
法
山
水
（
図
34
）
で
も
用
い
ら
れ
、
根
本
を
辿
れ

ば
米
芾
（
一
〇
五
一
～
一
一
〇
七
）・
米
友
仁
父
子
に
由
来
す
る
技
法
と
し
て
採
り
入

れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
場
面　
水
村
と
汀
（
図
35
）

第
五
場
面
は
山
中
を
抜
け
出
し
、
退
い
た
視
点
か
ら
水
村
と
山
々
を
望
む
。
近
景

は
前
場
面
を
受
け
て
左
に
岸
が
伸
び
、
視
点
も
下
が
り
、
雑
樹
と
土
坡
か
ら
家
屋
の

一
部
が
覗
い
て
水
際
に
至
る（
図
36
）。
家
屋
は
ほ
と
ん
ど
が
土
坡
の
奥
に
隠
れ
て
い

る
。
平
地
に
は
鬱
蒼
と
林
が
茂
り
、
そ
の
奥
に
四
軒
の
家
屋
が
集
ま
っ
た
水
村
が
あ

り
、
脇
に
数
本
の
枯
柳
が
生
え
て
い
る
。
こ
の
平
地
で
は
渇
筆
の
汀
を
引
き
重
ね
て

水
陸
の
入
り
組
ん
だ
地
形
を
反
復
し
、
水
平
方
向
の
奥
行
き
を
表
現
す
る
。
水
村
の

奥
に
は
指
を
突
き
立
て
た
よ
う
な
奇
妙
な
形
状
の
山
が
聳
え
、
淡
墨
の
遠
山
の
連
な

り
か
ら
皴
法
を
加
え
る
こ
と
で
や
や
前
面
に
浮
き
立
た
せ
て
い
る
。
山
頂
は
第
三
場

面
と
同
じ
く
輪
郭
線
が
二
重
に
な
り
、
筆
の
動
き
が
よ
く
見
え
る
。
こ
の
技
法
は
黄

公
望
「
陡
壑
密
林
図
」
や
董
其
昌
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。

本
作
の
こ
こ
ま
で
の
視
点
移
動
を
振
り
返
る
と
、
第
一
場
面
は
水
平
視
に
よ
っ
て

ご
く
近
く
の
土
坡
と
樹
叢
を
描
き
、
観
者
は
画
中
の
土
坡
と
連
続
す
る
地
平
に
立
っ

て
い
た
。
続
く
第
二
・
三
場
面
は
、
俯
瞰
視
に
よ
っ
て
川
ひ
と
つ
挟
ん
だ
山
々
の
連

図 35　第五場面



65

図 36　土坡から覗く家屋

な
り
を
見
渡
し
、
視
点
は
徐
々
に
高
く
遠
く
な
っ
て
い
く
。
第
四
場
面
は
一
転
し
て

山
中
の
高
所
に
視
点
が
移
り
、
観
者
も
山
中
を
遊
歴
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し

て
、
第
五
場
面
以
降
は
水
景
を
隔
て
た
対
岸
の
風
景
を
眺
め
、
画
中
景
物
と
の
距
離

は
遠
く
、
水
平
視
に
戻
る
。
こ
の
よ
う
に
、
視
点
移
動
と
い
う
点
に
お
い
て
本
作
は

明
確
な
起
承
転
結
の
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

そ
の
全
体
構
成
の
中
で
、
第
五
場
面
は
冒
頭
以
来
よ
う
や
く
低
い
目
線
に
戻
り
、

「
起
」
に
対
す
る
「
結
」
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
水
村
の
左
の
枯
柳
は
第
一

場
面
の
枯
柳
（
図
37
・
38
）
と
呼
応
し
、
大
き
さ
が
五
分
の
二
程
度
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
視
点
が
遠
く
退
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
水
村
も
第
二
場
面
の
山
村
よ
り

は
る
か
に
小
さ
く
、
繊
細
な
渇
筆
線
で
描
か
れ
、
奥
行
き
方
向
へ
の
空
間
の
広
が
り

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

汀
を
描
く
線
は
や
や
左
下
に
傾
き
、
さ
ら
に
先
へ
と
視
線
を
誘
導
す
る
。
画
中
景

物
は
汀
を
示
す
渇
筆
線
と
木
々
や
小
石
を
示
す
濃
墨
点
だ
け
に
な
り
、
抽
象
的
な
筆

墨
の
中
で
次
の
場
面
へ
の
接
続
が
行
わ
れ
る
（
図
39
）。
こ
の
簡
潔
な
描
写
の
中
で

も
、
微
妙
な
余
白
の
取
り
方
に
よ
り
、
蛇
行
し
な
が
ら
こ
ち
ら
へ
流
れ
て
く
る
小
川

の
存
在
が
示
さ
れ
る
。
同
種
の
表
現
は
陳
廉
・
邵
弥
の
長
巻
や
「
長
白
山
図
巻
」
に

も
見
ら
れ
る
。

第
六
場
面　
橋
か
ら
楼
閣
へ
（
図
40
）

第
六
場
面
は
前
場
面
に
続
き
、
水
景
ご
し
に
遠
方
の
山
々
を
望
む
。
中
景
の
山
丘

に
は
楼
閣
が
立
ち
、
そ
の
傍
に
松
が
茂
っ
て
い
る
。
山
丘
の
下
部
に
は
小
ぶ
り
の
丸

い
土
塊
が
密
集
し
、
第
一
・
二
場
面
と
似
た
地
質
を
示
す
。
視
点
は
前
場
面
と
変
わ

ら
な
い
が
、
主
要
モ
チ
ー
フ
が
画
面
中
央
に
集
ま
り
、
上
下
の
余
白
が
広
が
る
。

図 37　第一場面の柳

図 39　抽象的な筆墨と小川

図 38　第五場面の柳
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図 40　第六場面

楼
閣
は
や
や
右
上
り
に
傾
き
、
下
層
を
前
方
の
林
に
隠
す
。
自
題
に
い
う
「
江
山

蕭
寺
」
の
「
蕭
寺
」
と
は
仏
寺
の
こ
と
で
、
恐
ら
く
こ
の
楼
閣
を
指
す
の
だ
ろ
う
。

遠
山
は
前
場
面
と
同
じ
く
朦
朧
と
続
く
淡
墨
の
遠
山
か
ら
一
部
の
み
皴
と
濃
墨
の
米

点
に
よ
っ
て
前
に
迫
る
よ
う
描
か
れ
る
。
こ
の
山
（
図
41
）
は
一
点
か
ら
放
射
状
に

広
が
る
皴
法
や
輪
郭
の
形
状
か
ら
見
て
、趙
孟
頫
（
一
二
五
四
～
一
三
二
二
）
の
「
鵲

華
秋
色
図
巻
」（
台
北
故
宮
博
物
院
、図
42
）
や
「
水
村
図
巻
」（
北
京
故
宮
博
物
院
、

図
43
）
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
前
場
面
と
あ
わ
せ
、
汀
の
重
な
る
景

を
挟
ん
で
二
山
が
対
峙
す
る
構
想
自
体
が
「
鵲
華
秋
色
図
巻
」
に
基
づ
く
と
も
考
え

ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
前
場
面
と
の
接
続
を
担
う
橋
の
表
現
で
あ
る
（
図

44
）。
こ
の
橋
は
下
部
の
橋
桁
と
上
部
の
反
っ
た
床
板
で
構
成
さ
れ
、床
板
の
ほ
と
ん

ど
の
部
分
は
手
前
の
輪
郭
を
示
す
一
本
の
渇
筆
線
で
描
か
れ
る
。
右
方
の
み
奥
の
輪

郭
が
引
か
れ
床
板
の
上
面
を
少
し
覗
か
せ
て
お
り
、
こ
れ
は
橋
を
右
手
前
か
ら
眺
め

た
立
体
的
把
握
と
矛
盾
し
な
い
。
と
同
時
に
、
床
板
の
線
は
周
囲
の
汀
の
淡
墨
渇
筆

線
と
同
じ
調
子
で
引
か
れ
、
周
囲
の
抽
象
的
な
筆
墨
に
同
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第

三
場
面
で
見
た
山
道
や
階
段
と
同
様
の
表
現
上
の
工
夫
で
あ
る
。
趙
孟
頫
「
水
村
図

巻
」
に
も
汀
と
汀
を
結
ぶ
橋
が
登
場
す
る
が
、
橋
は
上
方
か
ら
捉
え
た
並
行
線
で
描

か
れ
、
本
作
の
表
現
と
は
異
な
る
。
陳
廉
や
呉
振
の
長
巻
の
橋
（
図
45
、
46
）
も
周

囲
の
汀
と
馴
染
ん
で
い
る
が
、
一
本
の
渇
筆
線
に
ま
で
単
純
化
す
る
点
で
王
時
敏
は

最
も
徹
底
し
て
い
る
。

巻
末
は
、
遠
山
は
淡
墨
の
暈
染
、
樹
木
は
点
、
山
石
は
几
字
形
、
汀
は
渇
筆
線
と

な
り
、
再
び
抽
象
的
な
筆
墨
の
痕
跡
と
な
っ
て
画
面
を
閉
じ
る
。



67

図 41　山

図 42　趙孟頫「鵲華秋色図巻」(1295 年、台北故宮博物院 )

図 43　趙孟頫「水村図巻」(1302 年、北京故宮博物院 )

図 44　橋
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三
　「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
か
ら
み
る
王
時
敏
の
初
期
画
業

以
下
、
前
章
の
観
察
所
見
を
も
と
に
、
画
巻
全
体
を
踏
ま
え
、
本
作
の
倣
古
意
識

と
表
現
の
特
質
を
検
討
し
、
王
時
敏
の
初
期
画
業
に
お
け
る
達
成
を
考
察
す
る
。

（
一
）
倣
古
意
識

「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
は
第
一
場
面
が
倪
瓚
、
第
二
場
面
以
降
は
一
貫
し
て
黄
公
望

を
主
な
倣
古
対
象
と
し
、
第
四
場
面
に
米
芾
・
米
友
仁
に
由
来
す
る
技
法
、
第
六
場

面
に
趙
孟
頫
の
造
形
と
構
図
を
採
り
入
れ
て
い
た
。
明
末
に
は
趙
左
や
呉
彬
の
作
例

を
嚆
矢
と
し
て
多
種
多
様
な
倣
古
様
式
を
連
ね
た
画
巻
が
よ
く
描
か
れ
て
お
り（

（6
（

、
陳

廉
や
邵
弥
の
長
巻
も
こ
の
類
で
あ
る
。
米
法
や
蕭
散
体
な
ど
様
式
が
急
激
に
変
化
す

る
さ
ま
は
人
目
を
驚
か
せ
る
が
、
ペ
ダ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
様
式
の
羅
列
に
陥
り
や
す
い

と
い
う
難
点
も
あ
る
。
そ
の
中
で
、
王
時
敏
「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
で
は
全
体
を
統
括

す
る
様
式
と
し
て
黄
公
望
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
他
の
古
典
か
ら
は
黄
公
望
風
に
馴
染

む
要
素
の
み
を
採
り
入
れ
て
い
る
。

第
一
場
面
は
、
樹
叢
の
描
法
な
ど
明
ら
か
に
倪
瓚
を
意
識
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
極
端
に
遠
い
対
岸
や
折
帯
皴
な
ど
倪
瓚
様
式
の
際
立
っ
た
特
徴
は
採
用
せ
ず
、

後
続
の
黄
公
望
風
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、
遠
山
の
位
置
を
抑
え
、
丸
み
を
帯
び
た

土
塊
で
土
坡
を
構
成
す
る
。
こ
こ
で
は
視
点
の
移
動
や
筆
墨
の
統
一
感
が
倪
瓚
へ
の

個
別
の
倣
古
意
識
よ
り
も
優
先
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
遠
山
や

土
坡
は
「
漁
荘
秋
霽
図
」（
図
12
）
の
よ
う
な
倪
瓚
の
典
型
作
で
は
な
く
「
松
林
亭
子

図
」（
図
13
）
に
近
い
。
董
其
昌
は
「
松
林
亭
子
図
」
跋
で
は
董
源
風
の
中
年
作
と
い

い（
（6
（

、「
漁
荘
秋
霽
図
」
跋
で
は
晩
年
に
董
源
・
巨
然
を
一
変
さ
せ
独
自
の
様
式
を
打
ち

立
て
た
も
の
と
述
べ
る
よ
う
に（

（6
（

、
董
其
昌
の
画
論
に
お
い
て
倪
瓚
「
松
林
亭
子
図
」

は
董
源
風
を
色
濃
く
留
め
る
初
期
作
品
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
王
時
敏
も
こ
の

図 45　陳廉「山水図巻」部分

図 46　呉振「江山無尽図巻」部分



69

認
識
に
基
づ
い
て
、
董
源
か
ら
黄
公
望
へ
の
系
譜
に
近
縁
な
も
の
と
し
て
こ
の
様
式

を
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
一
・
二
場
面
の
接
続
部
は
第
一
場
面
と
同

じ
よ
う
な
小
土
塊
で
構
成
さ
れ
、徐
々
に
黄
公
望
風
の
皴
法
が
加
わ
っ
て
い
く
が
、こ

れ
は
異
な
る
倣
古
様
式
を
自
然
と
接
続
す
る
工
夫
で
あ
る
。

黄
公
望
に
対
す
る
王
時
敏
の
基
本
的
な
見
方
と
し
て
、
順
治
五
年
（
一
六
四
八
）

の
「
倣
黄
公
望
山
水
図
」（
上
海
博
物
館
、
図
47
）
自
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

近
世
の
山
水
を
画
く
者
、
惟
だ
磊
砢
の
石
、
瘦
直
の
樹
、
用
筆
簡
率
な
る
を
作

れ
ば
、
輒
ち
大
痴
を
模
倣
す
と
曰
ひ
、
而
れ
ど
も
皴
法
気
韻
に
于
て
復
た
と
意

を
措
か
ず
。
蓋
し
眼
中
真
本
を
見
る
こ
と
希
に
し
て
、
謬
習
相
伝
は
り
、
遂
に

謂
へ
ら
く
能
事
な
り
と
。
是
を
以
て
学
ぶ
者
愈
い
よ
多
く
、
之
を
去
る
こ
と
愈

い
よ
遠
く
、
大
痴
の
画
法
全
く
董
巨
の
中
よ
り
来
る
を
知
ら
ず
。
張
伯
雨 

評
し

て
峰
巒
渾
厚
、
草
木
華
滋
と
為
す
。
即
ち
此
の
二
語
、
夙
に
霊
根
を
具
へ
、
深

く
妙
理
を
研
す
る
者
に
非
ざ
れ
ば
、
企
及
す
る
能
は
ず
、
夫
れ
豈
に
易
易
た
ら

ん
や
。
余 

大
痴
の
画
に
于
て
素
よ
り
僻
嗜
有
り
、
生
平
見
る
所
の
巻
軸
二
十
餘

本
、
往 

董
文
敏
公
よ
り
購
ひ
得
る
所
の
幾
幀
、
極
致
に
非
ず
と
雖
も
、
要
ず
皆

図 47　王時敏「倣黄公望山水図」
(1648 年、上海博物館 )

な
真
跡
な
り
。
顧
っ
て
壮
歳
に
馳
逐
風
応
し
、未
だ
之
と
血
戦
す
る
を
得
ず
、今

則
ち
衰
病
幽
憂
し
、
復
た
と
学
ぶ
能
は
ず
、
其
の
風
格
神
韻
略
ぼ
一
二
を
会
す

と
雖
も
、
而
れ
ど
も
精
年
玄
に
随
ひ
、
筆
と
意
と
違
ひ
、
徒
に
浩
歎
有
る
の
み
。（

（6
（

世
の
多
く
の
画
家
は
簡
潔
な
樹
石
を
描
け
ば
す
ぐ
に
黄
公
望
風
と
称
し
、
皴
法
や
気

韻
に
は
無
頓
着
で
あ
る
。
こ
れ
は
黄
公
望
の
真
跡
を
見
て
お
ら
ず
、
そ
の
画
法
が
董

源
・
巨
然
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
。
張
雨
は
黄
公
望
画
を「
峰
巒

渾
厚
、
草
木
華
滋
」
と
評
し
た
が
、
智
慧
を
備
え
深
く
求
め
な
れ
ば
こ
の
境
地
に
至

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
は
黄
公
望
画
を
二
十
幅
ほ
ど
見
て
お
り
、
そ
の
い
く
つ
か

は
董
其
昌
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
、
傑
作
で
は
な
い
に
し
て
も
真
跡
で
あ
る
。
わ
が

壮
年
は
多
忙
で
黄
公
望
を
本
格
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
今
と
な
っ
て
は
老
い
て

大
ま
か
に
そ
の
風
格
神
韻
を
得
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
、
と
い
う
。
こ
こ
に
は
黄
公

望
の
真
跡
を
見
て
董
源
・
巨
然
に
遡
り
、簡
潔
で
な
く
力
強
い
画
風
を
目
指
す
べ
き
こ

と
、
自
分
は
董
其
昌
か
ら
継
承
し
た
信
頼
で
き
る
作
品
に
学
ん
で
い
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
自
題
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
王
時
敏
は
元
末
四
大
家
風
で
も
筆
数
の
少
な
い

画
風
に
批
判
的
で
、精
密
に
描
き
込
む
の
を
よ
し
と
し
た
。「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
で
も

山
石
全
体
に
皴
染
が
入
り
、
筆
致
の
密
度
は
非
常
に
高
い
。
た
だ
し
、
田
芸
珉
氏
が

指
摘
し
た
よ
う
に
、
王
時
敏
の
黄
公
望
論
は
客
観
的
な
黄
公
望
画
の
分
析
と
い
う
よ

り
自
ら
の
画
の
理
想
を
投
影
し
た
側
面
が
強
く
、
彼
の
批
評
は
黄
公
望
画
よ
り
も
む

し
ろ
自
身
の
作
品
に
当
て
は
ま
る（

（6
（

。
実
際
、
本
作
を
見
て
か
ら
黄
公
望
画
（
図
19
、

29
）
を
見
る
と
、
山
体
に
も
余
白
が
多
く
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
こ
に

は
黄
公
望
と
い
う
古
典
が
、
個
別
具
体
的
な
作
品
を
超
え
て
正
統
派
文
人
画
の
理
想

を
仮
託
す
る
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四
場
面
で
は
米
法
が
用
い
ら
れ
る
が
、こ
れ
は
黄
公
望
「
渓
山
雨
意
図
巻
」（
図

33
）
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
黄
公
望
様
式
の
範
疇
と
も
言
え
る
。
呉
彬
や
邵
弥
の
長

巻
に
お
い
て
は
、米
法
山
水
は
前
後
か
ら
隔
絶
し
た
一
場
面
を
成
し
て
い
る
（
図
48
、

49
）。
こ
れ
に
対
し
、
本
作
で
は
第
三
場
面
ま
で
が
乾
燥
し
、
第
四
場
面
か
ら
湿
潤
な

雲
気
が
漂
う
と
い
う
全
体
構
成
に
鑑
み
て
、
基
調
を
な
す
黄
公
望
様
式
か
ら
遊
離
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
効
果
的
に
米
法
を
採
り
入
れ
て
い
る
。
当
然
、
米
法
が
古
く
は
董

源
に
由
来
す
る
こ
と
も
、
董
其
昌
や
王
時
敏
に
と
っ
て
は
常
識
で
あ
っ
た（

（6
（

。

第
五
・
六
場
面
の
山
の
形
や
汀
を
挟
ん
で
二
山
が
対
峙
す
る
構
図
は
趙
孟
頫
を
意

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
山
石
の
皴
法
は
わ
ず
か
に
趙
孟
頫
と
似
る
箇
所
が
あ
る
ほ

か
は
、
や
は
り
黄
公
望
風
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
倣
古
意
識
は
王
時
敏
の

画
論
に
も
確
認
で
き
る
。

勝
国
の
名
家
、
承
旨
・
一
峰
の
如
き
は
、
同
じ
く
北
苑
を
師
と
し
、
径
轍
各
お
の

別
な
り
と
雖
も
、仍
ほ
是
れ
一
家
眷
属
な
り
。
遂
に
意
を
以
て
此
の
図
を
作
り
、

樹
石
は
全
く
大
痴
に
倣
ふ
も
、
而
れ
ど
も
山
頭
は
則
ち
趙
呉
興
鵲
華
巻
の
法
を

以
て
之
を
為
る
。（
王
時
敏
『
王
奉
常
書
画
題
跋
』
巻
上
）（

（7
（

元
の
趙
孟
頫
と
黄
公
望
は
と
も
に
董
源
を
学
ん
で
異
な
る
道
に
進
ん
だ
が
、
や
は
り

一
家
眷
属
で
あ
る
。
こ
の
図
の
樹
石
は
す
べ
て
黄
公
望
に
倣
っ
た
が
、
山
頂
の
形
の

み
趙
孟
頫
「
鵲
華
秋
色
図
巻
」（
図
42
）
風
に
描
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
王
時
敏
が
趙

孟
頫
の
描
く
特
徴
的
な
山
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
董
其
昌

に
も
趙
孟
頫
の
山
の
造
形
の
み
を
採
り
入
れ
筆
法
を
黄
公
望
風
や
米
法
に
改
め
た
例

が
あ
る
（
図
50
、
51
）（

（7
（

。
趙
孟
頫
は
幅
広
い
画
風
を
よ
く
し
、
そ
の
内
に
は
「
鵲
華

秋
色
図
巻
」
な
ど
南
宗
画
の
典
型
的
画
風
と
異
な
る
青
緑
山
水
も
含
ま
れ
る
た
め
、

董
其
昌
や
王
時
敏
が
こ
の
種
の
趙
孟
頫
画
を
倣
う
と
き
は
造
形
の
み
を
採
用
す
る
場

合
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
王
時
敏
は
渇
筆
の
汀
が
重
な
る
描
写
も

趙
孟
頫
か
ら
採
り
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
古
く
は
董
源
に
由
来
す
る
。

本
作
に
お
い
て
王
時
敏
は
多
様
な
倣
古
様
式
を
羅
列
す
る
の
で
は
な
く
、
黄
公
望

を
全
体
の
基
調
と
し
、
近
縁
な
古
典
の
一
部
の
み
を
採
用
し
て
い
た
。
各
古
典
は
董

源
を
共
通
祖
先
と
し
て
理
論
的
に
結
び
つ
き
、
黄
公
望
の
画
法
は
そ
れ
ら
を
統
合
し

ど
ん
な
景
観
も
描
く
こ
と
の
で
き
る
普
遍
的
原
理
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
年

前
の
「
長
白
山
図
巻
」（
図
８
）
は
画
巻
の
全
体
構
成
や
筆
墨
法
が
本
作
と
酷
似
す
る

図 48　呉彬「山陰道上図巻」部分 (1608 年、上海博物館 )

図 49　邵弥「雲山平遠図巻」部分
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も
の
の
、
黄
公
望
以
外
へ
の
明
確
な
倣
古
意
識
は
見
ら
れ
な
い
。「
江
山
蕭
寺
図
巻
」

は
こ
こ
に
複
数
の
古
典
の
要
素
を
盛
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
本
作
に
見
ら

れ
た
正
統
派
の
各
古
典
を
結
び
付
け
る
中
核
と
し
て
の
黄
公
望
の
位
置
づ
け
は
、
彼

が
こ
れ
以
降
、
黄
公
望
を
一
生
の
模
倣
対
象
と
し
た
動
機
と
も
関
わ
る
だ
ろ
う（

（7
（

。

（
二
）
表
現
の
特
質

本
作
の
注
目
す
べ
き
特
徴
と
し
て
、
視
点
設
定
が
明
快
で
、
か
つ
激
し
く
移
動
す

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
場
面
は
水
平
視
で
近
景
を
描
き
、
第
二
・
三
場
面
は

徐
々
に
退
い
て
高
所
か
ら
俯
瞰
す
る
。
第
四
場
面
は
一
転
し
て
山
中
の
高
所
に
移

り
、第
五
・
六
場
面
は
再
び
水
平
視
で
遥
か
対
岸
を
見
渡
す
。
構
図
も
視
点
の
進
退
浮

沈
と
連
動
し
て
お
り
、
第
一
場
面
が
倪
瓚
様
式
と
し
て
は
低
い
位
置
に
遠
山
を
描
く

の
も
、
眼
前
の
樹
木
を
低
い
視
点
か
ら
見
上
げ
た
場
合
、
対
岸
が
視
界
の
低
い
位
置

に
映
る
の
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、第
二
場
面
ま
で
は
太
め
の
潤
っ
た
筆
致
、

第
三
場
面
か
ら
は
繊
細
な
渇
筆
を
主
と
す
る
の
も
、
次
第
に
退
い
て
い
く
視
点
移
動

と
対
応
す
る
。「
長
白
山
図
巻
」
も
基
本
的
な
動
き
は
同
じ
で
、近
景
の
水
平
視
か
ら

始
ま
っ
て
徐
々
に
退
き
、
後
半
は
対
岸
を
眺
め
渡
す
が
、
視
点
移
動
は
本
作
ほ
ど
激

し
く
は
な
い
。

ま
た
、
本
作
に
は
人
物
が
全
く
登
場
し
な
い
が
、
建
築
物
の
描
写
は
緻
密
で
、
互

い
に
道
が
通
じ
、
そ
こ
に
息
づ
く
人
々
の
生
活
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
第
二

場
面
で
は
四
棟
ほ
ど
の
山
居
が
橋
で
結
ば
れ
、
人
々
が
川
沿
い
に
寄
り
集
ま
っ
て
暮

ら
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
余
輝
氏
は
王
時
敏
画
の
建
築
描
写
の
精
度
を
指
摘

し
、
彼
が
「
楽
郊
」「
南
園
」
な
ど
の
庭
園
を
造
営
し
た
こ
と
と
結
び
つ
け
る
が（

（7
（

、

本
作
の
観
察
か
ら
も
こ
の
特
徴
は
首
肯
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
よ
り
注
目
に
値
す
る
の
は
そ
れ
ら
建
築
描
写
が
周
囲
の
山
水
と
よ
く
調

和
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
場
面
の
山
道
や
階
段
は
周
囲
の
皴
法
や
点
苔
と
連

続
的
に
表
さ
れ
（
図
27
、
28
）、
第
四
場
面
の
谷
間
で
は
渇
筆
の
樹
林
か
ら
屋
根
の
一

部
だ
け
が
覗
き
（
図
32
）、
第
五
・
六
場
面
を
接
続
す
る
橋
も
周
囲
の
汀
の
渇
筆
線
と

同
じ
調
子
で
引
か
れ
（
図
44
）、
い
ず
れ
も
渇
筆
の
筆
墨
に
同
化
し
て
い
る
。
そ
の

他
、
第
一
場
面
の
亭
や
第
五
場
面
の
近
景
の
家
屋
は
建
築
物
の
全
形
を
見
せ
ず
丘
の

背
後
に
隠
す
よ
う
配
置
し
て
お
り
、
建
築
描
写
が
際
立
つ
の
を
避
け
る
工
夫
と
な
っ

図 50　董其昌「秋興八景図冊」
(1620 年、上海博物館 )

図 51　「小中現大冊」のうち「倣趙孟頫夏山
幽居図」( 台北故宮博物院 )
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て
い
る
。
中
国
絵
画
史
に
お
い
て
建
築
描
写
と
周
囲
の
山
水
の
関
係
は
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
例
え
ば
元
の
「
明
皇
避
暑
宮
図
」（
大
阪
市
立
美
術
館
、
図
52
）
は
水
墨

山
水
と
定
規
で
精
密
に
描
き
込
ん
だ
界
画
を
組
み
合
わ
せ
、
自
然
物
と
人
工
物
を
異

質
な
描
写
と
し
て
対
比
し
際
立
た
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
、南
宋
の
「
瀟
湘
臥
遊
図
巻
」

（
東
京
国
立
博
物
館
、図
53
）
は
極
度
に
淡
い
墨
の
色
合
い
に
寺
塔
の
描
写
を
溶
け
込

ま
せ
、
山
水
と
建
築
物
を
同
じ
筆
墨
で
描
い
て
い
る
。
本
作
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
階

段
や
橋
の
描
写
は
、
渇
筆
主
体
の
文
人
画
に
お
い
て
「
瀟
湘
臥
遊
図
巻
」
的
傾
向
を

追
求
し
た
例
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
視
点
や
建
築
描
写
の
特
徴
は
、
董
其
昌
が
地
平
を
歪
ま
せ
、
傾
斜

し
た
大
地
の
隅
に
家
屋
を
押
し
や
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
本
作
が
意
外
に
も
再

現
性
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
両
者
と
も
無
人
の
筆
墨
主
義
の
倣
古
山
水
で

あ
り
な
が
ら
、
王
時
敏
画
に
は
山
景
の
再
現
と
し
て
の
説
得
力
が
あ
り
、
画
中
を
遊

歴
す
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
同
年
、
董
其
昌
が
描

い
た
「
関
山
雪
霽
図
巻
」（
北
京
故
宮
博
物
院
、
図
54
）
と
比
較
す
る
と
、
樹
木
や
家

屋
の
比
例
、
土
坡
の
陰
影
な
ど
い
ず
れ
も
王
時
敏
の
方
が
自
然
ら
し
く
、
景
物
も
整

理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
王
時
敏
は
董
其
昌
の
よ
う
な
強
烈
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
避

け
、
全
て
を
繊
細
な
グ
レ
ー
の
階
調
に
仕
上
げ
て
い
る
。
一
方
、
速
度
感
の
あ
る
用

筆
、
余
白
を
利
用
し
た
造
形
、
画
面
全
体
を
貫
く
斜
め
の
動
勢
な
ど
は
董
其
昌
の
み

に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

す
で
に
見
た
通
り
、
董
其
昌
か
ら
王
時
敏
へ
の
指
導
は
樹
石
粉
本
や
自
ら
の
画
を

与
え
、
共
に
古
画
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
内
容
で
、
特
に
後
者
の
比
重
が
高
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
本
作
と
陳
廉
や
呉
振
の
画
巻
（
図
６
、
９
）
の
類
似
性
か
ら
は
、
王

時
敏
が
実
際
に
画
面
を
構
成
し
筆
を
執
る
に
あ
た
っ
て
は
む
し
ろ
董
其
昌
周
辺
の
松

江
派
画
家
か
ら
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
同
じ
く
董
其
昌
の
影
響
を

受
け
た
蘇
州
の
文
人
画
家
・
邵
弥
も
松
江
派
と
の
関
係
が
窺
わ
れ
、
画
巻
中
ほ
ど
の

図 53　「瀟湘臥遊図巻」部分 ( 東京国立博物館 ) 図 52　「明皇避暑宮図」( 大阪市立美術館 )
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図 54　董其昌「関山雪霽図巻」(1635 年、北京故宮博物院 )

図 55　邵弥「雲山平遠図巻」部分

図 56　沈士充「郊園十二景図冊」のうち「穠閣」
(1625 年、台北故宮博物院 )

煙
樹
に
覆
わ
れ
た
楼
閣
は
明
ら
か
に
沈
士
充
の
影
響
を
受
け
て
お

り
（
図
55
、
56
）、
米
法
の
場
面
（
図
49
）
も
趙
左
風
の
米
法
で
あ

る
。
王
時
敏
も
ま
た
若
年
か
ら
沈
士
充
や
陳
廉
に
画
を
依
頼
し
、

陳
廉
に
は
収
蔵
品
の
縮
模
本
を
作
ら
せ
パ
ト
ロ
ン
の
役
割
も
果
た

し
て
い
た
。
松
江
画
壇
に
お
い
て
董
其
昌
は
知
識
と
言
論
の
中
枢

で
あ
っ
た
が
、
後
進
の
指
導
は
知
識
の
伝
授
が
中
心
で
、
画
風
の

点
で
は
必
ず
し
も
絶
対
的
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
、
松
江
派
の
画
風
を
代
表
す
る
の
は
む
し
ろ
趙
左

と
そ
の
弟
子
た
ち
で
あ
り
、
本
作
の
画
風
も
直
接
に
は
陳
廉
・
呉

振
と
の
共
通
点
の
方
が
多
い
。
そ
れ
な
ら
ば
陳
廉
に
よ
る
代
筆
の

可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
が（

（7
（

、
本
作
は
松
江
派
の
長
巻
そ
の

も
の
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
採
用
す
る
倣
古
様
式
を
絞
り
黄
公

望
を
基
調
と
す
る
点
、
相
似
系
の
山
塊
を
反
復
す
る
画
法
、
人
々

の
生
活
を
暗
示
し
な
が
ら
も
頑
な
に
人
物
を
描
か
な
い
こ
と
、
樹

根
と
土
坡
の
立
体
的
関
係
が
示
さ
れ
な
い
な
ど
の
特
徴
は
陳
廉
の
長
巻
と
は
異
な

り
、
他
の
王
時
敏
作
品
と
は
通
じ
、
董
其
昌
に
も
近
縁
な
要
素
で
あ
る
。
や
は
り
本

作
は
董
其
昌
と
松
江
派
の
双
方
か
ら
啓
発
を
受
け
た
王
時
敏
の
画
で
あ
る
蓋
然
性
が

高
い
だ
ろ
う
。

張
子
寧
氏
は
「
小
中
現
大
冊
」
筆
者
論
争
の
中
で
、「
陳
廉
の
画
技
が
王
時
敏
よ

り
も
上
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
い
」
と
し
、
さ
ら
に
陳
廉
は
王
時
敏
よ
り
後
輩
で
あ
っ

た
と
い
う
前
提
で
論
を
進
め
て
い
る
が（

（7
（

、
こ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
王
宝
仁

『
奉
常
公
年
譜
』
に
載
る
没
年
と
彼
が
五
十
歳
で
没
し
た
と
い
う
記
述
か
ら
計
算
す

る
と
誤
り
で
あ
り
、
実
際
に
は
陳
廉
は
王
時
敏
よ
り
五
歳
年
長
で
画
業
も
先
に
大
成

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陳
廉
が
王
時
敏
に
長
巻
を
贈
っ
た
の
は
天
啓
四
年
（
一
六
二

四
）
で
、
こ
れ
は
知
ら
れ
て
い
る
王
時
敏
の
最
初
期
の
現
存
作
品
よ
り
も
早
く
、「
江

山
蕭
寺
図
巻
」
の
十
一
年
前
で
あ
る
。
陳
廉
が
王
時
敏
の
収
蔵
品
を
学
ん
だ
の
は
事

実
で
あ
る
と
し
て
も
、
年
齢
と
作
品
の
年
紀
か
ら
考
え
れ
ば
、
王
時
敏
自
身
は
む
し

ろ
実
作
に
お
い
て
陳
廉
か
ら
影
響
を
受
け
る
側
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
可
能
性
は
従
来
の
「
小
中
現
大
冊
」
筆
者
論
争
に
お
い
て
見
過
ご
さ
れ
て
き

た
視
点
で
あ
る
。
現
在
の
主
流
説
で
あ
る
王
時
敏
説
を
詳
し
く
検
証
し
た
王
静
霊
氏

は
、
検
討
対
象
を
「
小
中
現
大
冊
」
中
の
黄
公
望
画
の
縮
図
に
絞
り
、
さ
ら
に
そ
の

Ｙ
字
形
の
皴
の
形
式
に
注
目
し
、
王
時
敏
の
筆
癖
と
の
共
通
性
を
見
出
し
た（

（7
（

。
し
か

し
、
前
章
の
第
二
場
面
の
所
見
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
作
の
こ
の
皴
法
は
呉
振
ほ
ど

立
体
的
で
は
な
い
が
、陳
廉
の
長
巻
と
似
て
変
化
に
富
む
（
図
22
〜
24
）。
王
時
敏
が

陳
廉
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
小
中
現
大
冊
」
を
王
時
敏
筆

と
す
る
説
に
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
第
一
章
で
検
証
し
た
よ
う
に
、
縮
本
制

作
が
王
時
敏
の
名
に
帰
せ
ら
れ
た
の
は
正
統
派
の
祖
と
し
て
の
理
想
化
の
一
環
で
あ

る
可
能
性
が
高
く
、
呂
暁
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
王
時
敏
の
倣
古
作
に

こ
の
種
の
正
確
な
模
本
の
例
は
な
い（

（7
（

。「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
に
見
ら
れ
た
精
密
さ
と



74

は
あ
く
ま
で
場
面
設
定
や
筆
墨
本
意
の
画
風
で
の
話
で
あ
り
、范
寛
「
谿
山
行
旅
図
」

を
正
確
に
縮
小
摸
写
す
る
（
図
７
）
と
い
う
類
の
も
の
で
は
な
く
、
田
芸
珉
氏
も
正

確
な
模
本
制
作
は
「
四
王
」
の
中
で
は
王
翬
し
か
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る（

（7
（

。
陳
廉
の
縮
模
本
が
現
存
本
と
無
関
係
の
別
本
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
や
は
り
模
本
の
筆
者
と
し
て
は
王
時
敏
よ
り
も
陳
廉

や
王
翬
が
相
応
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
陳
廉
と
王
翬
は
同
じ
く
文
人
の
指
導
を

受
け
た
職
業
画
家
で
あ
り
、
彼
ら
に
対
し
て
王
時
敏
は
あ
く
ま
で
知
識
人
・
収
蔵
家
・

図 58　王原祁「富春山図」
(1693 年、北京故宮博物院 )

パ
ト
ロ
ン
の
立
場
を
貫
い
て
い
る
。
こ
れ
は
松
江
派
に
お
け
る
董
其
昌
の
立
場
と
も

近
く
、
趙
左
と
董
其
昌
の
互
恵
関
係
は
王
時
敏
と
陳
廉
、
そ
し
て
王
時
敏
と
王
翬
に

引
き
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

王
時
敏
が
本
作
で
見
せ
た
い
く
つ
か
の
要
素
は
、
晩
年
の
代
表
作
ま
で
通
じ
て
い

く
。
第
三
場
面
の
同
心
円
状
に
線
皴
と
小
樹
を
並
べ
た
山
塊
、
お
よ
び
半
円
形
の
山

塊
を
斜
め
に
反
復
す
る
山
脈
の
構
成
は
「
答
贈
菊
山
水
図
」（
南
京
博
物
院
、
図
57
）

な
ど
王
時
敏
の
晩
年
作
で
も
好
ん
で
用
い
ら
れ
、
第
四
場
面
の
横
に
広
が
る
白
雲
で

山
の
高
さ
を
表
現
す
る
技
法
や
第
五
場
面
の
松
に
囲
ま
れ
た
楼
閣
も
王
時
敏
が
遠
景

に
繰
り
返
し
描
き
続
け
た
。
こ
れ
ら
王
時
敏
の
様
式
は
孫
の
王
原
祁
へ
と
引
き
継
が

れ
、
さ
ら
に
王
原
祁
は
黄
公
望
「
富
春
山
居
図
巻
」
の
真
跡
と
対
面
を
果
た
し
、
初

期
の
傑
作
「
富
春
山
図
」（
北
京
故
宮
博
物
院
、図
58
）
で
は
王
時
敏
の
典
型
を
基
礎

と
し
て
改
め
て
黄
公
望
の
筆
意
を
採
り
入
れ
て
い
る
。
王
原
祁
に
連
な
る
婁
東
派
で

盛
ん
に
描
き
継
が
れ
た
の
は
、
王
時
敏
晩
期
・
王
原
祁
初
期
の
こ
の
典
型
で
あ
る
。

董
其
昌
と
王
原
祁
の
間
に
あ
っ
て
、
王
時
敏
は
過
渡
的
存
在
の
よ
う
に
解
さ
れ
る

が
、「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
の
視
点
設
定
や
建
築
描
写
を
見
る
限
り
、
そ
の
再
現
性
へ
の

志
向
は
董
其
昌
・
王
原
祁
に
勝
り
、
よ
く
目
に
す
る
「
古
画
に
学
ぶ
ば
か
り
で
自
然

の
実
感
に
乏
し
い
」
と
い
う
評
価
は
少
な
く
と
も
本
作
に
は
当
た
ら
な
い
。
松
江
派

に
も
近
い
再
現
性
を
見
せ
る
王
時
敏
は
、
自
ら
語
る
よ
う
に
董
其
昌
よ
り
も
形
似
に

傾
い
て
い
た（

（7
（

。
そ
し
て
、
倣
古
主
義
の
権
化
と
も
言
わ
れ
る
王
時
敏
だ
が
、
前
節
で

考
察
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
倣
古
様
式
の
羅
列
を
避
け
、
黄
公
望
を
主
軸
に
据
え

て
全
体
の
統
一
性
を
重
視
し
て
い
た
。
本
作
は
王
時
敏
が
画
業
初
期
に
董
其
昌
の
知

識
と
松
江
派
の
技
法
を
身
に
つ
け
、
当
時
の
画
壇
に
お
け
る
再
現
性
と
筆
墨
の
相

克
、
倣
古
主
義
の
弊
害
と
い
っ
た
問
題
を
認
識
し
、
新
た
な
統
一
感
あ
る
画
面
を
構

築
す
る
規
範
と
し
て
黄
公
望
を
選
ん
だ
作
品
で
あ
り
、
そ
の
試
み
は
王
時
敏
晩
年
そ

し
て
王
原
祁
へ
と
受
け
継
が
れ
る
典
型
の
原
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

図 57　王時敏「答贈菊山水図」
(1664 年、南京博物院 )
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四
　「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
の
伝
来
と
跋
文
か
ら
み
る
評
価
史

本
作
の
末
尾
に
は
清
の
陳
観
酉
と
日
本
の
長
尾
雨
山
・
内
藤
湖
南
が
跋
を
寄
せ
る

（
図
59
）。
清
人
の
鑑
蔵
印
に
は
「
孫
春
父
氏
珍
蔵
」「
麓
雲
楼
」「
寂
盦
鑑
定
」「
蓮
樵

成
勲
鑑
賞
書
画
之
章
」「
鄰
煙
清
玩
（
秦
祖
永
）」「
秦
祖
永
宝
蔵
印
（
秦
祖
永
）」「
向

叔
心
賞
」「
張
子
秋
審
定
」「
麓
雲
楼
蔵
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
鄰
煙
清
玩
」「
秦
祖

永
宝
蔵
印
」
は
清
代
後
期
の
収
蔵
家
・
秦
祖
永
、「
麓
雲
楼
」「
向
叔
心
賞
」「
麓
雲
楼

蔵
」
は
清
末
民
国
の
収
蔵
家
・
汪
士
元
（
一
八
七
七
〜
一
九
三
五
〜
？
）（

（8
（

の
印
で
あ

る
。
秦
祖
永
に
は
『
画
学
心
印
』『
桐
陰
論
画
』
の
著
が
あ
り
、『
画
学
心
印
』
巻
三

は
王
時
敏
『
西
盧
画
跋
』
を
編
し
て
収
め
て
い
る
。
彼
の
著
作
は
「
四
王
呉
惲
」
や

「
芸
林
百
世
の
祖
」（
董
其
昌
の
称
号
）
等
の
用
語
の
初
出
あ
る
い
は
早
期
用
例
と
さ

れ
、
正
統
派
文
人
画
の
概
念
の
定
着
と
流
布
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
王

時
敏
礼
賛
に
は
本
作
へ
の
評
価
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、『
桐
陰
論
画
』
の

王
時
敏
評
に
も
黄
公
望
・
倪
瓚
と
の
関
係
が
特
筆
さ
れ
て
い
る（

（8
（

。
ま
た
、
汪
士
元
に

は
著
録
『
麓
雲
楼
書
画
記
略
』
が
あ
り
、王
時
敏
「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
も
収
録
さ
れ（

（8
（

、

そ
の
寸
法
や
印
記
は
確
か
に
本
作
と
一
致
す
る
。

第
一
跋
を
記
す
陳
観
酉
は
詩
書
画
に
秀
で
た
杭
州
の
文
人
で
、
琉
球
使
も
務
め

た
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
紺
野
達
也
氏
の
論
考
に
詳
し
い（

（8
（

。
そ
の
考
証
に
よ
る

と
、
陳
観
酉
の
生
卒
年
は
嘉
慶
四
年
〜
道
光
二
十
九
年
（
一
七
九
九
〜
一
八
四
九
）

頃
、
琉
球
冊
封
使
に
随
行
し
た
の
は
道
光
十
八
年
（
一
八
三
八
）
で
あ
る
。
本
作
跋

は
道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）
に
中
国
で
書
か
れ
た
。
陳
観
酉
は
詩
文
書
画
を
得

意
と
し
て
画
は
黄
公
望
を
学
び（

（8
（

、
子
の
陳
福
慶
も
書
画
を
よ
く
し
倪
瓚
に
倣
う
作
品

が
あ
っ
た
と
い
う（

（8
（

。
つ
ま
り
、
父
子
と
も
に
正
統
派
文
人
画
の
価
値
観
を
受
け
入

図 59　陳観酉・長尾雨山・内藤湖南跋

図 60　陳継儒（款）「江南秋図」( 広東省博物館 )
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近
代
、
本
作
は
日
本
へ
伝
わ
り
、
奈
良
の
実
業
家
・
林
平
造
（
一
八
八
六
〜
一
九

四
四
）
の
収
蔵
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
長
尾
雨
山
、

翌
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
内
藤
湖
南
が
跋
を
寄
せ
て
い
る
。
雨
山
の
跋
か
ら
見

て
い
く
。

呉
地
は
古
よ
り
人
文
の
淵
藪
為
り
。
即
ち
画
を
以
て
之
を
言
は
ば
、
名
の
明
清

に
著
る
る
者
皆
な
呉
に
出
づ
。
沈
唐
文
董
は
明
に
于
て
、
四
王
呉
惲
は
清
に
于

て
、五
百
年
来
鬱
と
し
て
藝
苑
の
冠
冕
と
為
る
。
猗
乎
何
ぞ
其
れ
盛
ん
な
る
や
。

煙
客
と
玄
照
と
は
並
び
に
名
門
を
以
て
太
倉
の
二
老
と
称
せ
ら
れ
、
明
季
よ
り

清
初
迄
、
六
法
を
討
窮
す
る
者
、
多
く
は
二
王
の
門
に
出
づ
。
前
を
継
ぎ
後
を

開
き
、
其
の
薪
火
を
伝
へ
、
清
代
画
家
の
祖
禰
と
謂
ふ
可
し
。
煙
客 

董
巨
に
力

を
得
、
痴
翁
に
私
淑
し
、
神
化
独
運
し
、
妙
な
る
こ
と
自
然
に
造
る
。
特
だ
に

入
室
す
る
の
み
な
ら
ず
、
殆
ん
ど
出
藍
と
為
り
、
其
の
淵
穆
沈
厚
の
処
、
玄
照

す
ら
且
つ
一
筹
を
輸
す
。
此
の
巻
は
崇
禎
八
年
乙
亥
に
作
る
、
乃
ち
其
の
四
十

四
歲
の
時
な
り
。
功
力
既
に
湛
へ
、
精
神
尤
も
旺
に
し
て
、
是
を
以
て
盤
礴
と

し
て
管
を
搦
り
、
思
致
其
の
工
密
を
極
め
、
気
味
殊
に
隽
永
に
臻
り
、
寔
に
一

代
の
大
宗
為
る
に
負
は
ず
。
凡
そ
画
は
晚
年
に
及
び
、
雅
詣
渾
熟
す
。
然
れ
ど

も
局
宇
峻
爽
な
る
は
、
則
ち
蚤
歳
に
若
か
ず
。
予
見
る
所
の
煙
客
の
画
、
多
く

は
六
七
十
後
の
作
に
係
る
、其
れ
五
十
以
前
の
者
、世
に
希
に
伝
ふ
る
所
な
り
。

蔚
堂 

何
処
よ
り
此
の
劇
蹟
を
獲
る
や
を
知
ら
ず
、
宜
し
く
十
襲
珍
秘
し
、
寒
具

を
し
て
手
涴
せ
し
む
る
勿
る
べ
し
。
借
覧
す
る
こ
と
旬
日
、遂
に
巻
尾
に
跋
し
、

以
て
眼
福
を
志
す
。
大
正
十
五
年
夏
正
丙
寅
十
月
の
望
、
焚
香
し
て
東
坡
遺
像

に
酒
を
薦
め
、
三
た
び
後
赤
壁
賦
を
誦
ひ
、
終
は
り
て
硯
を
洗
ひ
此
を
書
す
。

雨
山
学
人
長
尾
甲
。（

（8
（

れ
、「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
の
よ
う
な
画
風
を
宗
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、

陳
観
酉
跋
を
訓
読
し
て
お
く
。

昔
人
以
へ
ら
く
煙
客 

親
し
く
思
翁
の
嫡
派
を
得
と
。余
謂
へ
ら
く
先
生
又
た
頗

る
眉
公
に
近
し
と
。
嘗
て
眉
公
の
画
巻
を
見
る
に
、
筆
意
幽
邃
に
し
て
、
石
斎 

其
の
巻
首
に
題
し
て
曰
く
、
殊
に
倪
黄
に
勝
る
と
。
此
の
巻
を
観
る
に
、
先
生

二
公
に
於
て
皆
な
多
く
は
譲
ら
ざ
る
を
知
る
、幼
甫 

以
て
何
如
と
為
さ
ん
。
道

光
甲
辰
天
祺
節
、
陳
観
酉
琴
言
室
に
於
て
跋
す
。（

（8
（

王
時
敏
の
画
は
一
般
的
に
董
其
昌
嫡
流
と
言
わ
れ
る
が
、
自
分
は
本
作
と
よ
く
似
た

陳
継
儒
の
画
巻
を
見
た
。
そ
の
陳
継
儒
画
を
黄
道
周
は
「
倪
瓚
・
黄
公
望
に
も
勝
る
」

と
評
し
て
い
た
が
、
本
作
を
見
れ
ば
王
時
敏
の
画
技
も
董
其
昌
・
陳
継
儒
に
劣
ら
な

い
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。
こ
こ
に
登
場
す
る
陳
継
儒
の
類
品
と
は
、
恐
ら
く
「
江

南
秋
図
」（
広
東
省
博
物
館
、図
60
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
江

南
秋
図
」
は
早
く
徐
邦
達
氏
が
趙
左
の
代
筆
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
作
品
で（

（8
（

、
確

か
に
こ
の
画
風
は
陳
継
儒
で
は
な
く
松
江
派
の
職
業
画
家
に
帰
せ
ら
れ
る
。
す
で
に

指
摘
し
た
よ
う
に
王
時
敏
の
画
に
は
松
江
派
の
影
響
も
入
っ
て
い
る
が
、
陳
観
酉
は

そ
う
し
た
松
江
派
的
要
素
を
董
其
昌
・
陳
継
儒
の
名
に
帰
属
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
松
江
派
と
董
其
昌
の
業
績
は
後
世
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
、
董
其
昌
・
陳
継
儒

の
作
品
に
も
松
江
派
の
代
筆
・
贋
作
が
多
く
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
正
統
な
絵
画
の

伝
統
が
文
人
の
手
で
一
系
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
と
い
う
正
統
派
文
人
画
の
史
観
に

お
い
て
は
、
王
時
敏
は
董
其
昌
・
陳
継
儒
に
連
な
る
存
在
で
、
そ
の
間
に
松
江
派
の

職
業
画
家
が
入
り
込
む
隙
は
な
く
、
陳
観
酉
跋
も
こ
の
前
提
の
も
と
に
書
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
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以
下
に
大
意
を
記
す
。「
江
蘇
省
一
帯
は
古
来
、
文
化
の
集
ま
る
地
で
あ
り
、
絵
画
に

お
い
て
は
明
の
沈
周
・
唐
寅
・
文
徴
明
・
董
其
昌
、
清
の
四
王
呉
惲
を
輩
出
し
、
五
百
年

間
も
芸
苑
の
頂
点
で
あ
り
続
け
た
。
中
で
も
王
時
敏
・
王
鑑
は
名
家
の
出
身
で「
太
倉

の
二
老
」
と
呼
ば
れ
、
明
末
清
初
の
画
家
の
多
く
が
彼
ら
の
門
下
か
ら
出
て
い
る
。

前
輩
を
継
ぎ
後
学
を
開
き
、
ま
さ
に
清
代
画
家
の
祖
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
王
時

敏
は
董
源
・
巨
然
・
黄
公
望
を
学
び
、
深
み
が
あ
っ
て
落
ち
着
い
た
趣
は
王
鑑
に
も
勝

る
。
本
作
は
崇
禎
八
年
、
四
十
四
歲
時
の
作
で
、
技
巧
・
精
神
と
も
に
充
実
し
、
自
在

に
筆
を
運
び
な
が
ら
精
密
で
、
一
代
の
大
画
家
の
名
に
恥
じ
な
い
。
お
よ
そ
画
と
は

晩
年
に
成
熟
す
る
も
の
だ
が
、
颯
爽
と
し
た
味
わ
い
は
早
年
の
方
が
よ
い
。
私
が
見

た
王
時
敏
画
は
多
く
が
六
十
代
以
降
の
も
の
で
、
五
十
歳
以
下
の
作
は
珍
し
い
。
林

平
造
は
い
か
に
し
て
こ
の
作
品
を
得
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
し
っ
か
り
装
丁
し
珍

重
す
る
の
が
よ
い
。
十
日
ほ
ど
借
り
て
眺
め
、
十
月
望
日
に
蘇
軾
像
に
酒
を
献
じ
、

後
赤
壁
賦
を
三
度
唱
え
て
硯
を
清
め
て
書
い
た
。」こ
こ
で
は
王
時
敏
の
通
史
上
の
役

割
、
特
に
王
鑑
と
並
ん
で
「
清
代
画
家
の
祖
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
画

は
董
源
・
巨
然
・
黄
公
望
を
学
び
、
前
輩
を
継
ぎ
後
学
を
開
い
た
と
評
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
は
後
世
か
ら
見
た
王
時
敏
の
一
般
的
評
価
で
あ
る
。
ま
た
、
雨
山
は
年
紀
か
ら
本

作
が
珍
し
い
初
期
作
品
で
あ
る
と
し
、「
盤
礴
と
し
て
管
を
搦
り
、
思
致
其
の
工
密
を

極
む
」
の
一
節
は
本
作
の
特
徴
で
あ
る
自
在
な
筆
墨
表
現
と
精
緻
な
再
現
性
の
両
立

を
指
摘
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
雨
山
は
本
作
の
箱
の
蓋
表
に
「
王
煙

客
江
山
蕭
寺
図
巻
。
蔚
堂
清
賞
。
長
尾
甲
署
検
」
と
記
し
て
い
る
。

湖
南
跋
は
雨
山
跋
を
踏
ま
え（

（8
（

、
さ
ら
に
論
を
深
め
る
。

王
煙
客
奉
常
の
江
山
蕭
寺
図
巻
、秦
逸
芬
（
即
ち
桐
陰
論
画
を
撰
す
る
者
な
り
）

の
旧
蔵
に
し
て
、
今
は
大
和
の
林
君
蔚
堂
に
帰
す
。
款
に
乙
亥
と
曰
ふ
、
吾
が

友
長
尾
子
生 

以
為
へ
ら
く
明
の
崇
禎
八
年
、
奉
常
卌
四
歳
時
の
作
に
し
て
、
乃

ち
其
の
壮
年
の
画
、
世
に
罕
に
有
る
所
な
り
と
。
山
容
樹
色
、
近
遠
掩
映
し
、

沙
汀
煙
寺
、
媚
景
目
を
娯
し
ま
せ
、
瀏
覽
の
頃
、
歩
歩
人
を
引
き
て
勝
に
入
ら

し
む
。
晚
年
の
風
骨
莽
蒼
、
気
味
蕭
森
な
る
者
と
は
、
別
に
是
れ
一
種
の
筆
墨

な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
静
穆
に
し
て
翛
遠
、
鬆
疏
に
し
て
沈
厚
を
兼
ね
、
大
家

の
規
度
を
具
ふ
る
に
至
り
て
は
則
ち
一
な
り
。
夫
れ
辞
人
文
士
は
往
往
窮
し
て

而
れ
ど
も
益
ま
す
工
な
り
。
老
杜
の
乱
に
遭
ひ
、
流
離
顚
沛
し
、
而
れ
ど
も
其

の
詩
に
発
す
る
者
、
沈
鬱
頓
挫
、
千
古
の
絶
唱
と
成
る
が
若
き
は
是
れ
な
り
。

又
た
一
等
の
人
有
り
、
天
稟
恬
淡
、
世
利
に
羈
は
れ
ず
、
心
を
術
藝
に
游
ば
し

め
、
沈
潜
浸
淫
、
以
て
神
化
に
臻
り
、
是
れ
其
の
妙
悟
、
固
よ
り
境
遇
に
由
ら

ざ
る
者
有
り
。
陶
淵
明
の
品
高
く
詞
妙
に
し
て
、
逸
韻
天
成
す
る
が
若
き
は
、

晋
宋
鼎
革
の
運
無
し
と
雖
も
、
豈
に
竟
に
表
見
す
る
所
無
か
る
の
み
な
ら
ん

や
。
奉
常
は
有
明
相
門
の
佳
公
子
な
る
を
以
て
、
風
雅
を
愛
好
し
、
其
の
仕
途

に
入
る
は
亦
た
恩
蔭
に
由
り
、
又
た
早
歳
に
し
て
挂
冠
し
、
躁
競
の
習
に
染
ま

ら
ず
、
中
ご
ろ
国
変
に
値
る
と
雖
も
、
里
居
晏
然
、
幸
に
し
て
世
の
箕
穎
の
節

を
逼
変
す
る
所
と
為
る
に
至
ら
ず
、
益
ま
す
人
事
を
屏
棄
し
、
翰
墨
に
専
心
す

る
を
得
。
加
以 

家
は
収
蔵
に
富
み
、
寿
は
耄
耋
に
躋
り
、
名
宿
と
投
交
し
、
林

下
に
優
游
し
、
琴
書
を
撫
翫
し
、
至
藝
に
精
研
し
、
其
の
逸
趣
境
遇
、
淵
明
と

類
し
、
而
れ
ど
も
清
福
之
を
過
ぐ
。
宜
な
る
か
な
其
の
画
の
奇
闢
を
以
て
勝
を

取
ら
ず
、
而
し
て
自
然
超
妙
、
遠
く
大
年
・
晋
卿
の
蹤
を
追
ひ
、
三
百
年
正
派
の

祖
禰
と
為
る
や
。
徒
だ
に
以
て
玄
宰
の
衣
鉢
を
伝
へ
、
太
痴
の
閫
奥
を
窮
む
る

の
み
な
ら
ず
。
斯
の
図
を
観
る
者
、
亦
た
以
て
術
藝
の
成
、
各
お
の
天
分
有
り

て
、
一
塗
に
出
で
ざ
る
を
知
る
可
し
。
昭
和
二
年
九
月
、
内
藤
虎
恭
仁
山
莊
の

漢
学
居
に
于
て
書
す
。（

（9
（
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以
下
に
大
意
を
記
す
。「
王
時
敏
の
江
山
蕭
寺
図
巻
は
秦
祖
永
の
旧
蔵
で
、今
は
林
平

造
が
所
持
し
て
い
る
。
落
款
に
い
う
「
乙
亥
」
と
は
、
長
尾
雨
山
に
よ
る
と
明
の
崇

禎
八
年
、
王
時
敏
の
四
十
四
歳
時
で
、
珍
し
い
壮
年
の
作
だ
と
い
う
。
山
々
と
木
々

が
遠
近
に
見
え
隠
れ
し
、
汀
や
寺
な
ど
の
美
し
い
風
景
が
目
を
楽
し
ま
せ
、
眺
め
て

い
る
と
一
歩
一
歩
画
中
に
引
き
込
ま
れ
る
。
こ
れ
は
晩
年
の
力
強
く
物
寂
し
い
画
境

と
は
別
物
だ
が
、
静
か
で
厳
粛
で
遥
か
遠
く
、
荒
さ
と
落
ち
着
き
を
兼
ね
備
え
、
大

家
の
風
格
を
見
せ
る
点
で
は
、
初
期
か
ら
晩
期
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
文

士
と
い
う
も
の
は
、
困
窮
す
れ
ば
ま
す
ま
す
作
品
が
よ
く
な
る
も
の
で
、
詩
人
の
杜

甫
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
来
恬
淡
と
し
て
世
俗
に
関
心
が
な
く
、
心
を

芸
術
に
遊
ば
せ
て
そ
の
世
界
に
浸
り
、
現
世
の
境
遇
と
関
わ
り
な
く
大
成
す
る
も
の

も
い
る
。
詩
で
い
う
と
陶
淵
明
が
そ
の
例
で
、彼
は
東
晋
・
劉
宋
の
王
朝
交
替
が
な
か

っ
た
と
し
て
も
優
れ
た
作
品
を
生
み
出
し
た
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
王
時
敏
は
明
の
宰

相
の
家
に
生
ま
れ
、
風
雅
を
愛
し
、
官
途
に
就
く
の
も
恩
蔭
に
よ
り
、
政
界
の
勢
力

争
い
に
染
ま
ら
ず
、
早
々
に
辞
し
た
。
清
に
入
っ
て
も
動
じ
ず
、
安
ら
か
に
郷
里
に

隠
居
し
、
ま
す
ま
す
世
俗
を
遠
ざ
か
り
、
書
画
に
専
念
し
た
。
そ
の
上
、
家
は
収
蔵

が
豊
か
で
、
長
寿
を
全
う
し
、
名
流
た
ち
と
交
友
し
て
芸
術
を
極
め
、
そ
の
世
俗
を

離
れ
た
境
遇
は
陶
淵
明
の
類
型
に
属
し
、
清
閑
に
恵
ま
れ
た
度
合
い
は
陶
淵
明
以
上

で
あ
る
。
彼
の
画
が
奇
抜
に
流
れ
る
こ
と
な
く
、
自
然
に
超
越
し
、
趙
令
穣
・
王
詵
の

後
に
従
い
、
三
百
年
の
正
統
派
の
祖
と
な
っ
た
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
、
そ
の
画

は
た
だ
董
其
昌
風
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
黄
公
望
の
奥
義
を
極
め
て
い
る
。
本
作
を

見
た
も
の
は
、
芸
術
家
の
大
成
す
る
道
筋
が
一
つ
で
な
く
、
才
能
に
よ
っ
て
異
な
る

こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
昭
和
二
年
九
月
、
内
藤
湖
南
が
恭
仁
山
莊
の
漢
学
居
で
書

い
た
。」
こ
の
跋
は
『
湖
南
文
存
』
巻
八
に
収
録
さ
れ
て
お
り（

（9
（

、
同
巻
収
録
画
跋
の

う
ち
元
以
降
の
絵
画
に
付
し
た
も
の
で
は
沈
周
「
九
段
錦
図
冊
」
跋
に
次
ぐ
長
文
で

あ
る
。
な
お
、
本
跋
を
書
い
た
後
、
本
作
を
返
却
す
る
手
は
ず
を
林
平
造
と
相
談
し

た
手
紙
が
二
通
知
ら
れ
て
い
る（

（9
（

。

こ
こ
で
湖
南
は
文
士
の
二
類
型
と
し
て
、
苦
境
に
遭
う
こ
と
で
作
品
が
良
く
な
っ

た
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
）
と
、
恬
淡
と
し
て
世
事
に
関
わ
ら
ず
才
能
を
発
揮
し

た
陶
淵
明
（
三
六
五
～
四
二
七
）
を
対
比
し
、王
時
敏
は
後
者
の
型
に
属
す
と
い
う
。

こ
こ
で
言
外
に
対
立
軸
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
清
朝
に
抵
抗
を
示
し
た
遺
民
画
家
た

ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
湖
南
の
二
類
型
で
は
杜
甫
型
に
属
し
、
そ
の
個
性
的
画
風
に
よ

り
当
時
の
日
本
で
も
評
価
が
高
ま
っ
て
い
た（

（9
（

。
湖
南
が
王
時
敏
の
略
歴
の
後
に
「
宜

な
る
か
な
其
の
画
の
奇
闢
を
以
て
勝
を
取
ら
ず
」
と
総
括
す
る
の
は
、
王
時
敏
の
平

穏
な
人
生
と
正
統
派
の
画
風
を
結
び
つ
け
、
奇
抜
に
流
れ
た
個
性
的
画
家
群
よ
り
も

高
く
評
価
す
る
た
め
で
あ
る
。
湖
南
は
同
じ
く
林
平
造
所
蔵
の
八
大
山
人「
書
画
冊
」

跋
に
、
八
大
山
人
は
壮
絶
な
人
生
を
奇
怪
な
書
画
に
託
し
た
と
言
い
つ
つ
、「
こ
の
作

品
は
平
生
の
奇
抜
な
作
風
と
異
な
る
」
と
し
、
奇
怪
な
も
の
は
「
翫
世
の
作
」
で
あ

っ
た
と
結
論
す
る（

（9
（

。
ま
た
、「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
跋
の
三
ヶ
月
前
に
書
か
れ
た
石
濤

（
一
六
四
二
～
一
七
〇
七
）・
石
溪
（
一
六
一
二
～
七
三
）
の
画
冊
の
跋
で
は
、
清
初

の
画
は
王
時
敏
・
王
鑑
が
正
統
と
さ
れ
る
と
い
い
、
石
濤
・
石
溪
も
同
じ
く
黄
公
望

か
ら
出
て
、
形
似
を
捨
て
て
「
奇
闢
」
を
取
っ
た
と
指
摘
す
る（

（9
（

。
八
大
山
人
「
画
山

水
冊
」
跋
に
も
、
八
大
山
人
が
王
時
敏
・
王
鑑
と
同
じ
く
黄
公
望
に
学
ん
だ
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る（

（9
（

。
こ
れ
ら
跋
文
を
読
み
合
わ
せ
る
と
、
湖
南
は
遺
民
画
家
の
作
品
へ

の
跋
で
は
当
然
遺
民
画
家
を
高
く
評
価
す
る
も
の
の
、そ
の
評
価
基
準
に
お
い
て「
奇

抜
で
は
な
い
」「
実
は
黄
公
望
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
い
っ
た
正
統
派
の
論
法
を
用
い

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
は
湖
南
が
本
質
的
に
は
正
統
派
の
価
値
観
を
内
面
化

し
、
遺
民
画
家
よ
り
も
「
四
王
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
和
文
に
お

い
て
も
、
湖
南
は
「
四
王
呉
惲
」
に
つ
い
て
、「
清
朝
の
画
家
の
中
で
、
そ
の
力
か
ら

言
へ
ば
、
他
の
時
代
に
対
し
て
大
家
と
称
す
る
こ
と
の
出
来
る
人
は
此
の
六
人
に
止
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ま
る
」（

（9
（

と
述
べ
て
お
り
、
清
代
画
家
と
し
て
は
彼
ら
を
最
も
高
く
評
価
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

こ
の
話
題
に
続
け
て
湖
南
は
王
時
敏
が
趙
令
穣
・
王
詵
の
後
を
継
い
だ
と
述
べ
る

が
、
こ
れ
は
王
時
敏
の
画
が
趙
令
穣
・
王
詵
を
学
ん
だ
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
境

遇
の
先
達
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
宋
朝
宗
室
の

趙
令
穣
や
、
宋
朝
宗
室
の
姻
戚
で
あ
る
王
詵
を
苦
境
を
経
ず
恵
ま
れ
た
人
生
の
中
で

画
技
を
極
め
た
「
陶
淵
明
型
」
の
画
家
と
捉
え
、
王
時
敏
の
先
達
と
見
な
し
た
の
で

あ
る
。
画
風
上
の
師
系
に
つ
い
て
は
湖
南
も
黄
公
望
・
董
其
昌
と
い
う
通
常
の
見
方

を
し
て
い
る
。
ま
た
、「
山
容
樹
色
、
近
遠
掩
映
し
、
沙
汀
煙
寺
、
媚
景
目
を
娯
し
ま

せ
、
瀏
覽
の
頃
、
歩
歩
人
を
引
き
て
勝
に
入
ら
し
む
」
と
い
う
本
作
の
観
察
は
、
視

点
移
動
や
画
中
に
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
再
現
性
な
ど
の
特
徴
を
言
い
当
て
て
い
る
。

こ
う
し
て
雨
山
も
湖
南
も
口
を
揃
え
て
「
清
代
画
家
の
祖
禰
」「
三
百
年
正
派
の

祖
禰
」
と
し
て
の
王
時
敏
の
地
位
を
承
認
す
る
。
湖
南
跋
の
二
ヶ
月
後
に
刊
行
さ
れ

た
考
槃
社
『
支
那
名
画
選　
第
二
集
』
に
は
本
作
が
「
王
時
敏
蚤
歳
工
密
山
水
長
巻

紙
本
」
の
名
で
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
題
名
に
は
本
作
が
世
に
稀
な
初
期
作
（
蚤

歳
）
で
、
精
密
な
画
風
（
工
密
）
で
あ
る
と
い
う
雨
山
・
湖
南
の
見
解
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
目
次
に
は
『
国
朝
画
徴
録
』
の
「
綜
攬
古
今
、
闡
発
幽
奧
」「
伝
燈
一
宗
、

真
源
嫡
派
」
を
引
用
し
、
董
其
昌
の
正
系
を
継
ぐ
「
四
王
」
筆
頭
と
し
て
の
小
伝
が

付
さ
れ
て
い
る（

（9
（

。
本
作
は
画
面
の
優
れ
た
表
現
力
に
よ
り
、
秦
祖
永
や
内
藤
湖
南
と

い
っ
た
評
価
史
上
の
重
要
人
物
を
含
む
歴
代
鑑
賞
者
に
、
清
代
絵
画
の
祖
に
ふ
さ
わ

し
い
王
時
敏
の
実
力
を
納
得
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
制
作
当

時
の
王
時
敏
の
苦
境
、
評
価
の
不
確
定
性
、
倣
古
意
識
の
特
徴
、
松
江
派
と
の
関
係

な
ど
の
要
素
は
捨
象
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
本
作
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
三
月
二
十
日
に
重
要
美
術
品
に
指
定

さ
れ
る
。
昭
和
二
十
二
年
に
は
「
京
阪
神
諸
名
家
蒐
蔵
古
美
術
展
覧
会
」
に
上
野
理

一
（
一
八
四
八
～
一
九
一
九
）
旧
蔵
の
惲
寿
平
「
花
隖
夕
陽
図
巻
」（
京
都
国
立
博
物

館
）（

（9
（

と
と
も
に
出
品
さ
れ
、
福
井
利
吉
郎
（
一
八
八
六
～
一
九
七
二
）
は
こ
れ
ら
を

「
真
の
文
人
画
家
は
又
客
観
を
重
視
し
た
」
と
総
括
す
る（

（10
（

。
平
成
十
一
年
（
一
九
九

九
）
発
刊
『
中
国
絵
画
総
合
図
録　
続
編
３
』
に
は
林
良
昭
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

掲
載
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
に
国
（
文
化
庁
）
が
購
入
し
、
そ
の
後
も
日
本
所
蔵
の

明
末
清
初
絵
画
の
一
方
の
極
と
し
て
紹
介
さ
れ
続
け（

（10
（

、
現
在
に
至
る
。

結
び
　
王
時
敏
の
初
期
画
業
と
後
世
の
評
価

清
代
画
家
の
祖
と
ま
で
言
わ
れ
る
王
時
敏
は
、
そ
の
通
史
上
の
名
声
に
比
し
て
具

体
的
な
作
品
批
評
が
少
な
く
、
画
家
と
し
て
の
業
績
に
は
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が
多

い
。
本
稿
で
は
彼
の
絵
画
史
上
の
名
声
を
一
旦
保
留
と
し
、
日
本
所
蔵
の
優
品
「
江

山
蕭
寺
図
巻
」
の
観
察
と
分
析
に
基
づ
い
て
、そ
の
初
期
画
業
の
実
態
を
考
察
し
た
。

ま
ず
、
本
作
が
描
か
れ
た
崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）
前
後
の
事
跡
を
文
献
か
ら
検

討
し
た
。
こ
の
頃
、
王
時
敏
は
家
名
復
興
に
努
め
、
多
く
の
子
女
を
養
い
、「
楽
郊
」

造
営
や
太
常
寺
少
卿
と
し
て
の
出
仕
に
奔
走
し
て
い
た
。
董
其
昌
と
は
単
な
る
画
家

の
師
弟
で
は
な
く
江
南
文
人
の
名
家
同
士
の
交
流
と
し
て
、
天
啓
年
間
か
ら
多
く
の

古
画
を
と
も
に
鑑
賞
し
、
収
蔵
品
を
譲
り
受
け
、
崇
禎
八
年
春
に
最
後
の
対
面
を
果

た
し
た
。
松
江
派
画
家
と
の
交
流
も
あ
り
、
特
に
陳
廉
は
崇
禎
九
年
の
没
時
、
王
時

敏
の
も
と
に
寄
寓
し
て
い
た
。
ま
た
、
画
史
書
の
記
述
を
比
較
す
る
と
、
王
時
敏
の

評
価
は
在
世
中
に
確
立
し
な
か
っ
た
が
、
半
世
紀
後
の
『
国
朝
画
徴
録
』
で
は
董
其

昌
の
唯
一
の
嫡
流
、
清
朝
最
大
の
画
家
と
さ
れ
、
通
史
上
の
存
在
と
し
て
理
想
化
さ

れ
て
い
く
経
過
が
わ
か
る
。

次
に
、「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
の
画
面
を
六
場
面
に
分
け
て
観
察
し
、
関
連
作
品
と

比
較
し
な
が
ら
視
点
・
構
図
・
技
法
・
表
現
意
図
な
ど
の
所
見
を
述
べ
た
。
続
け
て
、
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こ
の
観
察
を
も
と
に
倣
古
意
識
と
表
現
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
。
本
作
に

は
倪
瓚
・
黄
公
望
・
米
家
父
子
・
趙
孟
頫
へ
の
倣
古
意
識
が
見
ら
れ
る
が
、
黄
公
望

様
式
が
全
体
の
基
調
を
な
し
、
他
の
古
典
は
こ
れ
に
馴
染
む
要
素
の
み
部
分
的
に
採

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
様
式
の
羅
列
に
陥
り
が
ち
な
明
末
の
倣
古
山
水
長
巻

の
弊
を
避
け
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
本
作
は
視
点
の
遠
近
浮
沈
の

移
動
が
明
快
で
、
建
築
描
写
は
実
感
に
富
み
、
か
つ
山
水
を
描
く
筆
墨
と
同
化
し
て

い
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
董
其
昌
と
異
な
る
再
現
性
へ
の
志
向
を
示

し
、
周
辺
の
松
江
派
画
家
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
陳
廉
は
年
齢
も
画
業
の
大

成
も
王
時
敏
よ
り
早
く
、
画
作
に
お
い
て
は
む
し
ろ
王
時
敏
へ
影
響
を
与
え
る
側
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
よ
り
、
本
作
は
董
其
昌
の
知
識
と
松
江
派
の
技
法
を

継
承
し
、
再
現
性
と
筆
墨
の
相
克
、
倣
古
主
義
の
弊
害
と
い
っ
た
問
題
を
乗
り
越
え
、

「
四
王
」
の
典
型
を
作
っ
て
い
く
出
発
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
本
作
の
評
価
史
を
辿
っ
た
。
鑑
蔵
印
で
は
、
正
統
派
文
人
画
の

言
説
の
定
着
に
貢
献
し
た
秦
祖
永
の
印
が
注
目
さ
れ
る
。
陳
観
酉
の
跋
は
本
作
を
陳

継
儒
に
似
る
と
評
す
る
が
、
こ
れ
は
実
際
に
は
松
江
派
と
の
類
似
を
指
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
長
尾
雨
山
は
王
時
敏
の
通
史
上
の
役
割
を
強
調
し
、
初
期
作

品
と
し
て
注
目
し
た
。
内
藤
湖
南
は
王
時
敏
を
遺
民
画
家
に
対
す
る
「
陶
淵
明
型
」

の
文
人
と
捉
え
、
視
点
移
動
や
再
現
性
に
注
目
し
つ
つ
高
く
評
価
し
た
。
こ
れ
ら
評

価
は
当
時
の
図
録
で
の
題
名
「
蚤
歳
工
密
山
水
長
巻
」
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
本

作
は
そ
の
優
れ
た
表
現
力
に
よ
り
、「
清
代
画
家
の
祖
」
に
ふ
さ
わ
し
い
王
時
敏
の
実

力
を
鑑
賞
者
に
示
し
て
き
た
が
、
そ
の
過
程
で
本
論
に
述
べ
た
よ
う
な
王
時
敏
若
年

の
苦
境
、
生
前
の
評
価
の
不
確
定
性
、
黄
公
望
以
外
へ
の
倣
古
意
識
、
董
其
昌
と
の

相
違
、
松
江
派
の
影
響
な
ど
の
要
素
は
捨
象
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
後
世
の
極
端
な
正
負
の
評
価
と
は
別
に
、
作
品
に
基
づ
い
て
董
其
昌
や
松

江
派
の
間
で
活
躍
し
た
一
人
の
文
人
画
家
と
し
て
の
王
時
敏
像
を
描
き
出
し
、
あ
わ

せ
て
そ
の
評
価
史
を
考
察
し
て
き
た
。
当
然
、
本
作
を
も
っ
て
全
て
の
王
時
敏
画
を

代
表
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
初
期
の
特
異
な
長
巻
で
あ
る
点
に
留
意
す
べ

き
で
あ
る
。
王
時
敏
の
画
冊
に
は
多
種
多
様
な
様
式
を
描
き
並
べ
る
例
も
あ
り
、
晩

年
に
は
精
密
と
は
程
遠
い
画
風
も
現
れ
る
。
楊
文
驄
（
一
五
九
七
～
一
六
四
六
）
や

程
正
揆
（
一
六
〇
四
〜
七
六
）
な
ど
董
其
昌
周
辺
の
松
江
派
以
外
の
文
人
画
家
と
の

比
較
も
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。
筆
者
も
関
連
作
品
を
す
べ
て
実
見
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
晩
期
ま
で
を
見
通
し
た
王
時
敏
画
業
の
全
体
像
や
明
末
の
倣
古
長
巻
自
体
の
位

置
づ
け
に
は
深
く
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）　�

王
時
敏
の
尺
牘
は
王
喆
編
『
故
宮
蔵
四
王
尺
牘
』（
故
宮
博
物
院
、
二
〇
二
〇
年
）
に
多
く

が
紹
介
さ
れ
る
ほ
か
、
近
年
は
万
新
華
氏
の
一
連
の
論
考
が
注
目
さ
れ
る
。
万
新
華
「
画

家
之
外　
新
見
王
時
敏
散
佚
家
書
七
通
考
釈
」（『
美
術
学
報
』
二
〇
二
一
年
六
期
）、同
「
新

見
王
時
敏
致
王
翬
信
札
十
通
考
釈
」（『
美
術
観
察
』
二
〇
二
一
年
十
二
期
）、
同
「
王
時
敏

早
年
信
札
三
通
考
釈
」（『
中
国
書
法
』
二
〇
二
二
年
一
期
）、
同
「
南
京
博
物
院
蔵
王
時
敏

信
札
十
一
通
考
釈
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
二
二
年
三
期
）、
同
「
近
年
所
見
王
時
敏

信
札
九
通
初
考
」（『
芸
術
探
索
』
二
〇
二
二
年
三
期
）、
同
「
蘇
州
博
物
館
蔵
王
時
敏
付
子

家
書
経
眼
録
（
上
・
下
）」（『
新
美
術
』
二
〇
二
四
年
三・四
期
）
な
ど
。

（
２
）　� 

凌
利
中
「
閥
閲
江
南
第
一
家　
“
婁
東
画
派
”
研
究
三
則
」（
上
海
博
物
館
編
『
南
宗
正
脈　

画
壇
地
理
学
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）。

（
３
）　� 

単
国
霖
「“
二
王
”
絵
画
芸
術
与
王
時
敏
代
筆
問
題
例
証
」（『
南
宗
正
脈　
画
壇
地
理
学
』

前
掲
註
２
）、
肖
燕
翼
「
王
時
敏
及
其
絵
画
」（『
美
術
大
観
』
二
〇
一
六
年
二
期
）。

（
４
）　� 
拙
稿
「
董
其
昌
か
ら
清
朝
盛
世
へ
」（『
文
雅
の
典
範　
清
朝
盛
世
の
書
画
』
黒
川
古
文
化

研
究
所
、
二
〇
二
四
年
）。

（
５
）　� 

太
倉
の
太
原
王
氏
に
つ
い
て
は
陳
永
福
氏
の
一
連
の
論
考
に
詳
し
い
。
陳
永
福
「
明
末
清

初
に
お
け
る
党
争
と
文
社　

江
南
太
倉
州
太
原
王
氏
を
中
心
に
」（
東
京
大
学
博
士
論
文
、
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（
12
）　�

万
新
華
「
蘇
州
博
物
館
蔵
王
時
敏
付
子
家
書
経
眼
録
（
上
・
下
）」（
前
掲
註
１
）。

（
13
）　�「
我
名
父
之
子
、
亦
非
不
辨
菽
麦
者
、
祇
以
不
登
科
目
為
郷
里
小
児
所
軽
侮
、
二
十
餘
年
来

不
知
受
人
多
少
腌
臢
気
悩
、
不
可
告
人
之
苦
。」（
王
時
敏
「
付
子
挺
、
揆
、
撰
家
書
」
崇

禎
九
年
二
月
二
十
日
、
蘇
州
博
物
館
）。
尺
牘
史
料
は
万
新
華
氏
の
翻
刻
を
も
と
に
、
画
像

を
参
照
し
て
一
部
を
改
め
た
。

（
14
）　�「
場
期
逼
近
、
方
謂
汝
等
在
家
必
肆
力
用
工
、
寝
波
無
暇
。
乃
屢
接
家
信
、
知
四
五
月
間
毎

借
端
出
游
、強
半
道
路
、今
日
看
龍
舟
、明
日
看
戯
、絶
不
以
大
事
経
懐
、即
三
篇
五
篇
之
作
、

至
今
未
嘗
一
試
、不
知
汝
等
是
何
肺
肝
。
縦
無
大
志
、独
不
欲
遮
世
人
眼
目
耶
。」（
王
時
敏「
付

子
挺
、
揆
家
書
」
崇
禎
九
年
六
月
十
日
、
蘇
州
博
物
館
）。

（
15
）　�

万
新
華
「
南
京
博
物
院
蔵
王
時
敏
信
札
十
一
通
考
釈
」（
前
掲
註
１
）。

（
16
）　�「
寒
舍
目
前
有
崑
娄
北
運
三
批
、
又
各
邑
預
摘
練
餉
、
催
索
甚
迫
、
而
年
来
婚
嫁
併
畳
、
多

費
囊
空
、
無
従
措
辦
。
聞
令
岳
徐
老
太
翁
処
、
可
以
緩
急
相
告
、
持
在
戚
誼
、
敢
懇
老
親

台
鼎
呂
吹
嘘
、
暫
移
三
千
金
以
済
燃
眉
、
秋
成
即
当
如
数
加
息
奉
還
、
不
敢
稽
也
。」（
王

時
敏
「
致
銭
増
尺
牘
・
第
二
通
」
南
京
博
物
院
）。

（
17
）　�「
春
仲
仰
承
緩
急
、銘
勒
高
誼
、時
時
在
心
。
本
擬
即
図
帰
趙
、而
以
多
費
囊
空
、遂
至
稽
延
。

今
括
田
租
所
入
、先
完
其
半
、餘
尚
有
待
。
私
衷
悚
仄
、殆
非
可
以
言
喩
也
。」（
王
時
敏
「
致

銭
増
尺
牘
・
第
三
通
」
南
京
博
物
院
）。

（
18
）　�

万
新
華
「
画
家
之
外　
新
見
王
時
敏
散
佚
家
書
七
通
考
釈
」（
前
掲
註
１
）。

（
19
）　�「
我
家
窘
乏
已
極
、
而
門
面
張
大
、
不
能
驟
斂
、
且
家
人
中
復
有
浪
得
富
名
者
、
頗
為
人
所

垂
涎
、其
間
花
詭
之
弊
、恐
不
盡
無
、亦
足
為
家
長
之
累
。」（
王
時
敏
「
付
挺
、揆
、撰
家
書
」

崇
禎
十
二
年
三
月
二
十
二
日
）。

（
20
）　�

福
本
雅
一
「
ま
ず
董
其
昌
を
殺
せ
」（
同
『
明
末
清
初
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
）。

（
21
）　�「
我
愁
苦
万
千
、又
有
画
画
一
事
冤
債
相
尋
、尚
未
見
朝
、物
色
者
遂
無
数
在
此
、如
何
応
付
。」

（
王
時
敏
「
付
挺
、
揆
、
撰
家
書
」
崇
禎
十
二
年
三
月
二
十
二
日
）。

（
22
）　�

程
国
賦
・
呉
肖
丹
論
文
（
前
掲
註
７
）
は
家
の
継
続
を
担
っ
た
こ
と
が
王
時
敏
の
画
の
保

守
性
、
倣
古
主
義
の
背
景
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
23
）　�

汪
世
清
「
略
論
王
時
敏
与
董
其
昌
的
関
係
」（『
清
初
四
王
画
派
研
究
論
文
集
』
上
海
書
画

出
版
社
、
一
九
九
三
年
）。

（
24
）　�
顔
暁
軍
「
為
文
敏
伝
衣
鉢　

談
王
時
敏
与
董
其
昌
的
書
画
交
遊
」（『
紫
禁
城
』
二
〇
一
八

年
八
期
）。

（
25
）　�「
如
董
文
敏
公
、
骨
帯
煙
霞
、
学
深
淵
海
、
近
代
罕
二
。
憶
余
曩
時
、
毎
侍
燕
閑
、
見
其
揮

翰
之
餘
、
評
論
書
画
。
遇
几
上
有
残
牋
断
柬
、
輒
弄
筆
作
樹
石
、
紛
披
満
紙
、
心
手
耽
習
、

二
〇
一
一
年
）、
同
「
万
暦
年
間
の
言
路
問
題
に
関
す
る
一
考
察　
万
暦
十
六
（
一
五
八
八
）

年
順
天
郷
試
事
件
を
中
心
に
」（『
東
洋
学
報
』
九
二
巻
四
号
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
万
暦

党
争
に
お
け
る
密
揭
制
度
と
情
報
格
差　

王
錫
爵
内
閣
と
東
林
党
と
の
対
立
を
中
心
に
」

（『
中
国
史
学
』
二
二
号
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「《
復
社
紀
略
》
記
事
考
実
及
其
作
者
問
題

芻
議　
以
王
時
敏
相
関
記
述
為
中
心
」（『
文
史
』
二
〇
一
二
年
一
期
）
な
ど
。

（
６
）　�

こ
の
時
の
太
倉
士
人
の
動
向
に
つ
い
て
は
李
安
源
『
王
鑑
《
夢
境
図
》
研
究
』（
中
国
美
術

学
院
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
７
）　� 

程
国
賦
・
呉
肖
丹
「
論
王
時
敏
人
生
和
芸
術
中
的
“
延
続
”
命
題　
兼
考
其
家
族
与
生
平
」

（『
文
芸
研
究
』
二
〇
一
六
年
三
期
）。

（
８
）　� 「
奉
常
以
有
明
相
門
佳
公
子
、
愛
好
風
雅
、
其
入
仕
途
、
亦
由
恩
蔭
、
又
早
歳
挂
冠
、
不
染

躁
競
之
習
、雖
中
値
国
変
、里
居
晏
然
、幸
不
至
為
世
所
逼
変
、箕
穎
之
節
、益
得
屏
棄
人
事
、

専
心
翰
墨
。」（
内
藤
湖
南
「
王
時
敏
江
山
蕭
寺
図
巻
跋
」
国
・
文
化
庁
保
管
）。
同
文
が
内

藤
湖
南
『
湖
南
文
存
』
巻
八
に
収
録
さ
れ
る
。

（
９
）　�「
是
年
経
始
東
園
。
園
本
文
粛
公
薬
圃
、
在
東
門
外
半
里
、
向
止
老
屋
数
間
。
公
先
以
己
意

構
造
亭
台
、
累
山
植
木
、
名
曰
楽
郊
。
以
張
南
垣
為
累
石
妙
手
、
延
之
過
婁
、
遂
尽
廃
昔
構
、

別
出
新
栽
。」（
王
宝
仁
『
奉
常
公
年
譜
』
巻
一・万
暦
四
十
八
年
、道
光
十
八
年
刻
本
）、「
東

園
落
成
。
園
自
庚
申
経
始
、
中
間
改
作
者
再
四
。
磴
道
盤
紆
、
広
池
澹
灔
、
周
遭
竹
樹
蓊
鬱
、

渾
若
天
成
、
而
凉
堂
邃
閣
、
位
置
随
宜
、
卉
木
窓
軒
、
参
差
掩
映
、
頗
極
林
壑
台
榭
之
美
。

……
（
中
略
）……

十
餘
年
中
費
以
累
万
、楽
郊
之
名
著
海
内
矣
。」（
王
宝
仁『
奉
常
公
年
譜
』

巻
二
・
崇
禎
七
年
）、「
楽
郊
園
者
、
文
粛
公
芍
薬
圃
也
。
地
遠
囂
塵
、
境
処
清
曠
、
為
吾

性
之
所
適
。
旧
有
老
屋
数
間
、
敞
陋
不
堪
容
膝
。
己
未
之
夏
、
稍
拓
花
畦
隙
地
、
鋤
棘
誅
茅
、

於
以
暫
息
塵
鞅
。
適
雲
間
張
南
垣
至
、其
巧
藝
直
奪
天
工
、慫
惥
為
山
甚
力
。
吾
時
正
年
少
、

腸
肥
脳
満
、
未
遑
長
慮
、
遂
不
惜
傾
囊
聴
之
。
因
而
穿
池
種
樹
、
標
峰
置
嶺
、
庚
申
経
始
、

中
間
改
作
者
再
四
、凡
数
年
而
後
成
。
磴
道
盤
紆
、広
池
澹
灔
、周
遮
竹
樹
蓊
鬱
、渾
若
天
成
、

而
涼
堂
邃
閣
、位
置
随
宜
、卉
木
軒
窓
、参
錯
掩
映
、頗
極
林
壑
台
榭
之
美
。
不
惟
大
減
資
産
、

心
力
亦
為
殫
瘁
、
然
而
雞
肋
未
断
、
馬
首
頻
征
、
所
謂
婆
娑
偃
息
於
其
間
者
、
二
三
十
年
中
、

曽
未
得
居
其
半
。」（
王
時
敏
『
王
煙
客
集
』、
民
国
五
年
排
印
本
）。

（
10
）　�「
郊
園
」
を
描
い
た
二
つ
の
画
冊
に
つ
い
て
は
、
侯
米
玲
「
沈
士
充
〈
郊
園
十
二
景
図
〉　

兼
論
陳
廉
〈
郊
園
十
二
景
図
〉
冊
」（『
故
宮
文
物
月
刊
』
三
四
八
期
）。

（
11
）　�「
太
常
妙
跡
兼
銀
鈎
、
楽
郊
擁
巻
高
堂
秋
。
真
宰
欲
訴
窮
雕
鏤
、
解
衣
盤
礴
堪
忘
憂
。」（
呉

偉
業「
画
中
九
友
歌
」）。「
画
中
九
友
歌
」に
つ
い
て
は
福
本
雅
一「
呉
梅
村
と
画
中
九
友
歌
」

（『
学
叢
』
二
六
号
、
二
〇
〇
四
年
）。
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至
老
不
衰
。」（
王
時
敏
「
倣
古
山
水
図
冊
跋
」、
北
京
故
宮
博
物
院
）。
同
文
が
王
時
敏
『
王

奉
常
書
画
題
跋
』
巻
上
に
収
録
さ
れ
る
。

（
26
）　�
張
子
寧
「《
小
中
現
大
》
析
疑
」（『
清
初
四
王
画
派
研
究
論
文
集
』
前
掲
註
23
）。

（
27
）　�「
婁
東
王
奉
常
煙
客
、
自
髫
時
便
游
娛
絵
事
、
乃
祖
文
粛
公
、
属
董
文
敏
隨
意
作
樹
石
、
以

為
臨
模
粉
本
。
凡
輞
川
、
洪
谷
、
北
苑
、
南
宮
、
華
原
、
営
邱
、
樹
法
石
骨
、
皴
擦
勾
染
、

皆
有
一
二
語
拈
提
、根
極
理
要
。」（
惲
壽
平
『
甌
香
館
集
』
巻
十
二
、道
光
二
十
六
年
刻
本
）。

（
28
）　�「
甲
子
仲
夏
、
在
長
安
呉
太
学
寓
、
同
雲
間
董
宗
伯
、
観
北
苑
夏
口
待
渡
図
。
丁
卯
雪
牕
漫

興
呵
凍
写
此
、未
能
得
其
万
一
、正
米
老
所
謂
慙
惶
殺
人
也
。」（
陸
時
化『
呉
越
所
見
書
画
録
』

巻
六
、
風
雨
楼
叢
書
本
）。
呉
廷
と
董
其
昌
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
汪
世
清
「
董
其
昌
和
餘

清
齋
」（『
朶
雲
』
一
九
九
三
年
三
期
）。

（
29
）　�「
右
丞
江
山
雪
霽
図
為
馮
開
之
大
司
成
所
蔵
、
後
帰
新
安
程
季
白
。
余
甲
子
京
邸
与
程
隣
舎
、

幸
得
借
観
、其
運
筆
用
思
、所
謂
迥
出
天
機
、参
乎
造
化
、非
後
人
所
能
企
及
。」（
王
時
敏
『
王

奉
常
書
画
題
跋
』
巻
上
、
甌
鉢
羅
室
刻
本
）。
程
夢
庚
に
つ
い
て
は
、
井
上
充
幸
「
汪
砢
玉

の
生
涯　
『
珊
瑚
網
』
か
ら
見
る
明
末
の
嘉
興
に
お
け
る
文
雅
に
つ
い
て
」（『
立
命
館
東
洋

史
学
』
四
十
号
、
二
〇
一
七
年
）。

（
30
）　�「
往
在
都
下
、于
万
金
吾
所
見
小
米
尋
丈
大
軸
青
緑
設
色
者
。」（
王
時
敏『
王
奉
常
書
画
題
跋
』

巻
下
）。
万
邦
孚
に
つ
い
て
は
顔
暁
軍
『
宇
宙
在
乎
手　
董
其
昌
画
禅
室
里
的
芸
術
鑑
賞
活

動
』（
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）。

（
31
）　�「
北
苑
瀟
湘
図
、
余
昔
従
宗
伯
借
観
、
留
斎
頭
者
年
餘
。
丙
寅
以
北
行
帰
之
、
二
十
余
年
時

落
夢
寐
、
以
為
求
其
形
似
、
如
中
郎
虎
賁
者
已
不
可
得
。」（
王
時
敏
『
王
奉
常
書
画
題
跋
』

巻
上
）。

（
32
）　�「
余
家
所
蔵
宋
元
名
蹟
、
得
之
京
師
者
十
之
四
、
得
之
董
其
昌
者
十
之
六
。」（
王
時
敏
「
伝

范
寛
行
旅
図
跋
」
台
北
故
宮
博
物
院
）。

（
33
）　�「
華
亭
董
思
翁
其
昌
、
陳
眉
公
継
儒
過
南
園
繍
雪
堂
、
話
雨
留
宿
、
思
翁
題
話
雨
二
字
於
壁
。」

（
王
宝
仁
『
奉
常
公
年
譜
』
巻
二
・
天
啓
七
年
）。

（
34
）　�「
唐
宋
元
宝
絵
冊
」
に
つ
い
て
は
、
張
子
寧
「
董
其
昌
与
《
唐
宋
元
画
冊
》」（『
董
其
昌
研

究
文
集
』
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。

（
35
）　�

前
後
文
脈
と
と
も
に
引
い
て
お
く
。「
学
書
与
学
画
不
同
、
学
書
有
古
帖
、
易
於
臨
倣
、
即

不
必
宋
唐
石
刻
、
随
世
所
伝
形
模
。
輒
似
趙
集
賢
云
、
昔
人
得
古
帖
数
行
、
専
心
学
之
、

遂
以
名
世
。
或
有
妙
指
霊
心
、
不
在
此
論
矣
。
画
則
不
然
、
要
須
醖
醸
古
法
、
落
筆
之
頃
、

各
有
師
承
、
略
渉
杜
撰
、
即
成
下
劣
、
不
入
具
品
、
況
於
能
妙
、
乃
断
素
残
幀
、
珍
等
連

城
、
殊
不
易
致
。
元
時
顧
阿
暎
、
曹
雲
西
、
倪
元
鎮
、
皆
江
以
南
収
蔵
之
家
、
物
聚
所
好
。

故
黄
子
久
、
王
叔
明
、
陳
仲
美
、
馬
文
璧
輩
、
䃑
礴
風
流
、
為
一
時
之
盛
。
近
代
沈
石
田
、

去
勝
国
百
年
、
名
跡
猶
富
、
観
其
所
作
軸
、
一
樹
一
石
、
尺
寸
前
規
。
呉
中
自
陸
叔
平
後
、

画
道
衰
落
、
亦
為
好
事
家
多
収
贋
本
、
謬
種
流
伝
、
妄
謂
自
開
堂
戸
。
不
知
趙
文
敏
所
云
、

時
流
易
趨
、
古
意
難
復
、
速
朽
之
技
、
何
足
盤
旋
。
此
冊
実
予
四
十
餘
年
、
先
後
結
集
、

既
為
好
事
者
易
去
、
而
遺
書
婁
水
年
家
璽
卿
遜
之
復
購
之
。
遜
之
画
巳
独
歩
海
内
、
又
得

唐
宋
元
為
師
友
、
与
之
倶
化
矣
。」（
董
其
昌
『
容
台
別
集
』
崇
禎
八
年
閩
本
・
巻
一
）。『
容

台
集
』
崇
禎
八
年
閩
本
は
、
崇
禎
三
年
の
初
版
刊
行
後
、
五
年
分
の
新
た
な
題
跋
を
増
補
し

て
福
建
建
寧
か
ら
出
版
し
た
も
の
。
こ
の
文
章
を
収
め
る
巻
一
は
そ
の
増
補
分
に
あ
た
る
。

（
36
）　�「
宋
人
画
冊
、
収
採
甚
艱
。
此
十
九
頁
、
如
集
翠
裘
、
無
非
驚
眩
奪
目
者
、
宜
宝
蔵
之
、
見

画
苑
当
時
典
型
具
在
。
煙
客
親
家
辛
未
長
安
購
帰
、
余
乙
亥
春
過
掃
花
庵
観
因
題
。
其
昌
。」

（
孔
広
陶
『
岳
雪
楼
書
画
記
』
巻
二
、
光
緒
十
五
年
刻
本
）。

（
37
）　�

万
新
華
「
王
時
敏
早
年
信
札
三
通
考
釈
」（
前
掲
註
１
）。

（
38
）　�「
歳
前
一
侍
尊
公
先
生
函
丈
、
見
視
聴
少
衰
、
而
神
観
如
故
。」（
王
時
敏
「
致
董
祖
和
札
」

北
京
故
宮
博
物
院
）。

（
39
）　�「
往
于
京
口
張
修
羽
太
学
家
見
子
久
秋
山
図
。
細
玩
之
、
真
銘
心
絶
品
也
。
癸
酉
九
月
、
大

鶴
表
兄
謁
選
得
南
都
司
馬
郎
、
将
行
、
以
此
絹
属
画
。
遂
用
子
久
筆
意
、
得
秣
陵
秋
色
図
、

画
成
頗
自
喜
、
以
為
去
古
人
不
遠
。
大
鶴
至
南
都
、
以
此
図
張
之
壁
間
、
退
食
之
暇
、
拄

頰
看
西
山
雲
気
、
此
図
能
得
其
彷
彿
否
。
請
並
質
之
僧
弥
社
兄
、
為
索
一
語
評
之
。」（
王

時
敏
『
王
奉
常
書
画
題
跋
』
巻
上
）。

（
40
）　�

松
江
派
の
定
義
と
明
末
清
初
画
壇
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
明
末
清
初
の

松
江
派
の
消
長
と
蔣
藹
「
倣
董
源
山
水
図
」」（『
古
文
化
研
究
』
二
二
号
、
二
〇
二
三
年
）。

（
41
）　�「
有
清
客
陳
明
卿
者
、名
廉
、係
松
江
人
。
善
画
、為
人
坦
易
恆
良
、与
物
無
忤
、而
賦
性
狷
潔
、

淡
於
財
利
、与
公
交
十
六
年
如
一
日
。
凡
事
無
鉅
細
、必
尽
心
相
為
、不
辞
労
苦
、不
避
艱
難
、

為
士
人
中
所
難
得
。
以
是
冬
十
二
月
病
故
於
公
寓
館
、
公
手
写
哀
詞
哭
之
。」（
王
宝
仁
『
奉

常
公
年
譜
』
巻
二
・
崇
禎
九
年
）。
近
年
、
万
新
華
氏
は
こ
の
記
述
を
発
見
し
小
記
事
を
書

い
て
い
る
。
万
新
華
「
明
末
画
家
陳
廉
卒
年
之
発
現
」（『
栄
宝
斎
』
二
〇
二
一
年
十
期
）。

（
42
）　�「
惜
乎
艾
年
溘
逝
、未
獲
標
赤
幟
于
呉
中
、為
後
輩
指
南
也
。」（
王
時
敏
『
王
奉
常
書
画
題
跋
』

巻
上
）。

（
43
）　�「
明
卿
画
娟
秀
沖
夷
、
固
従
胎
骨
中
帯
来
、
初
以
趙
文
度
為
宗
、
既
従
余
家
縦
観
宋
元
真
跡
、

多
有
悟
入
、
所
詣
益
深
。
為
余
模
諸
名
図
、
以
尋
丈
巨
軸
縮
為
方
冊
、
能
使
筆
墨
酷
肖
、

毫
髪
不
遺
、
真
画
史
之
絶
技
。」（
王
時
敏
『
王
奉
常
書
画
題
跋
』
巻
上
）。

（
44
）　�「
明
卿
為
趙
文
度
高
足
弟
子
、
初
至
婁
時
、
尚
守
其
師
法
、
既
為
余
臨
宋
元
諸
名
跡
、
縮
成
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小
本
、
因
此
大
有
悟
入
、
画
格
遂
為
一
変
。
此
巻
倣
大
痴
富
春
山
図
、
筆
墨
気
韻
、
妙
得

子
久
神
髄
、
允
称
智
過
于
師
。」（
王
時
敏
『
王
奉
常
書
画
題
跋
』
巻
上
）。

（
45
）　�
啓
功
「
董
其
昌
書
画
代
筆
人
考
」（『
北
京
師
範
大
学
学
報 

社
会
科
学
版
』
三
号
、

一
九
六
二
年
）
な
ど
。

（
46
）　�

王
静
霊「《
小
中
現
大
冊
》作
者
問
題
芻
議
」（『
故
宮
文
物
月
刊
』二
九
一
期
、二
〇
〇
七
年
）、

同
「
建
立
典
範 

王
時
敏
与
《
小
中
現
大
冊
》」（『
美
術
史
研
究
集
刊
』
二
四
号
、二
〇
〇
八
年
）

な
ど
。

（
47
）　�

張
子
寧
論
文
（
前
掲
註
26
）。

（
48
）　�

呂
曉
「《
小
中
現
大
》
再
研
究
」（『
美
術
観
察
』
二
〇
一
九
年
六
期
）。

（
49
）　�「
王
時
敏
、
字
煙
客
、
太
倉
人
。
文
粛
公
錫
爵
之
孫
、
衡
之
子
、
以
門
廕
官
璽
丞
。
工
詩
、

善
楷
隷
、
山
水
規
模
古
法
、
筆
墨
蒼
秀
、
大
雅
不
群
。」（
徐
沁
『
明
画
録
』
巻
五
、
画
史

叢
書
本
）。

（
50
）　�「
王
鑑
、
字
元
照
、
太
倉
人
。
……

（
中
略
）
……

歿
後
有
常
熟
王
翬
字
石
谷
者
、
伝
其
法
。」

（
徐
沁
『
明
画
録
』
巻
五
）。

（
51
）　�「
王
時
敏
、
字
遜
之
、
号
煙
客
、
太
倉
人
。
文
粛
公
孫
、
緱
山
先
生
子
。
儀
度
醞
藉
、
儒
雅

風
流
、
翩
翩
佳
公
子
也
。
写
山
水
得
宋
元
標
格
。
蓋
恒
与
思
白
眉
公
揚
搉
画
理
、
故
啓
発

為
多
。
以
廕
仕
至
太
常
卿
。」（
姜
紹
書
『
無
声
詩
史
』
巻
四
、
画
史
叢
書
本
）。

（
52
）　�

拙
稿
「
明
末
清
初
の
松
江
派
の
消
長
と
蔣
藹
「
倣
董
源
山
水
図
」」（
前
掲
註
40
）。

（
53
）　�「
王
時
敏
、
号
煙
客
、
太
倉
人
。
官
至
璽
卿
。
家
蓄
古
玩
名
絵
、
刻
意
翰
墨
、
善
倣
黄
大
痴

画
法
。
用
筆
古
秀
、布
置
深
遠
、兼
有
一
種
逸
致
、人
莫
能
到
。」（『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
巻
二
、

画
史
叢
書
本
）。

（
54
）　�「
雲
間
董
宗
伯
玄
宰
、
陳
徴
君
眉
公
、
相
国
之
高
弟
、
而
編
修
公
執
友
也
。
折
輩
行
与
游
。

先
朝
論
画
、
取
元
四
大
家
為
宗
。
繇
石
田
山
人
後
、
宗
伯
為
集
其
成
、
而
奉
常
略
与
相
亜
。

当
其
捜
羅
鑑
別
、
得
一
秘
軸
、
閉
閣
凝
思
、
瞪
目
不
語
、
遇
有
賞
会
、
則
遶
牀
狂
叫
、
拊

掌
跳
躍
。
於
黄
子
久
所
作
、早
歳
遂
窮
閫
奥
、晩
更
薈
萃
諸
家
之
長
、陶
冶
出
之
、解
衣
盤
礴
、

格
高
神
王
、力
追
古
人
於
筆
墨
畦
径
之
外
。
識
者
知
其
必
伝
玄
宰
。」（
呉
偉
業『
梅
村
家
蔵
稿
』

文
集
巻
十
五
、
誦
芬
室
叢
刊
本
）。

（
55
）　�『
国
朝
画
徴
録
』
巻
上
・
王
時
敏
の
全
文
は
以
下
の
通
り
。「
太
原
王
時
敏
、字
遜
之
、号
煙
客
、

太
倉
人
。
相
国
文
粛
公
鍚
爵
孫
、
翰
林
衡
子
也
。
姿
性
穎
異
、
淹
雅
博
物
、
工
詩
文
、
善
書
、

尤
長
八
分
、
而
於
画
有
特
慧
、
少
時
即
為
董
宗
伯
（
其
昌
）、
陳
徴
君
（
継
儒
）
所
深
賞
。

於
時
宗
伯
綜
攬
古
今
、
闡
発
幽
奧
、
一
帰
於
正
。
方
之
禅
室
、
可
備
伝
灯
一
宗
、
真
源
嫡
派
、

煙
客
実
親
得
之
。
先
是
文
粛
公
以
暮
年
抱
孫
、鍾
愛
弥
甚
、居
之
別
業
、以
優
裕
其
好
古
之
心
、

故
所
得
有
深
焉
者
。
家
本
富
於
収
蔵
、
及
遇
名
跡
、
不
惜
多
金
購
之
、
如
李
営
邱
山
陰
泛

雪
図
、
費
至
二
十
鎰
。
毎
得
一
秘
軸
、
閉
閣
沈
思
、
瞪
目
不
語
、
遇
有
賞
会
、
則
繞
牀
大
叫
、

拊
掌
跳
躍
、不
自
知
其
酣
狂
也
。
嘗
択
古
跡
之
法
備
気
至
者
二
十
四
幅
為
縮
本
、裝
成
巨
冊
、

載
在
行
笥
、
出
入
与
俱
、
以
時
模
楷
。
故
凡
布
置
設
施
、
鉤
勒
斫
払
、
水
暈
墨
彰
、
悉
有

根
柢
。
於
大
痴
墨
妙
、早
歲
即
窮
閫
奧
、晚
年
益
臻
神
化
。
世
之
論
一
峰
老
人
正
法
眼
蔵
者
、

必
帰
於
公
。
以
蔭
官
至
奉
常
、
然
淡
於
仕
進
。
優
游
筆
墨
、
嘯
詠
煙
霞
、
為
国
朝
画
苑
領
袖
。

平
生
愛
才
若
渴
、不
俛
仰
世
俗
、以
故
四
方
工
画
者
踵
接
於
門
、得
其
指
授
、無
不
知
名
於
時
、

海
虞
王
翬
其
首
也
。
卒
年
八
十
有
九
。
子
撰
、
伝
其
大
痴
法
、
亦
古
秀
。
孫
原
祁
、
世
其

業
而
精
之
、
推
重
於
時
、
自
有
伝
。
白
苧
村
桑
者
曰
、
余
聞
公
家
居
時
、
廉
州
大
守
、
挈

王
翬
來
謁
、
翬
方
少
、
公
与
之
論
究
、
歎
為
古
人
復
出
、
為
揄
揚
名
公
卿
間
、
至
詘
己
右
之
。

翬
家
故
貧
、周
恤
亦
備
至
、故
翬
得
成
絶
藝
、声
称
後
世
。
吾
郷
倦
圃
曹
公
、拭
拔
竹
垞
（
朱

彝
尊
）、
秋
錦
（
李
良
年
）
於
童
年
、
遂
成
一
代
名
人
、
美
有
所
先
、
於
此
益
信
。
嚮
使
王

翬
不
遇
二
王
、
朱
李
不
遭
倦
圃
、
安
知
不
悒
鬱
風
塵
而
終
老
也
。
或
謂
塩
車
之
驥
、
豊
獄

之
剣
、
其
声
光
激
射
、
終
有
不
可
得
而
掩
者
。
惟
其
然
、
而
伯
楽
、
張
華
尤
令
人
慨
想
已
。」

（
張
庚
『
国
朝
画
徴
録
』
巻
上
、
画
史
叢
書
本
）。

（
56
）　�「
余
先
奉
常
贈
公
彙
宋
元
諸
家
、
定
其
体
裁
、
模
其
骨
髄
、
縮
成
二
十
餘
幅
、
名
曰
縮
本
。

行
間
墨
裏
、
精
神
三
昧
出
焉
、
此
大
父
一
生
得
力
処
。
華
亭
董
宗
伯
題
冊
首
云
、
小
中
現
大
、

毎
幅
重
題
賞
鑑
跋
語
、
以
見
淵
源
授
受
之
意
。
先
奉
常
于
丁
巳
夏
初
忽
以
授
余
、
其
属
望

也
深
矣
。
余
是
年
卅
有
五
、
拝
蔵
之
後
、
将
四
十
年
、
手
模
心
追
、
庚
寅
冬
間
、
方
悟
小

中
見
大
之
故
、亦
可
以
大
中
見
小
也
。」（
王
原
祁
『
王
司
農
題
画
録
』
巻
上
、甲
戌
叢
編
本
）。

（
57
）　�「
惟
吾
婁
太
原
煙
客
先
生
、
魯
霊
光
巍
然
独
存
、
其
清
秘
閣
中
尚
存
墨
宝
、
然
不
遇
知
者
、

亦
不
軽
示
。
曽
将
所
蔵
宋
元
大
家
真
跡
、
属
華
亭
故
友
陳
明
卿
縮
成
一
冊
、
出
入
携
帯
、

以
当
臥
遊
。
予
今
歳
偶
来
南
翔
、
諦
交
文
庶
社
長
、
見
其
丰
神
超
邁
、
雅
善
丹
青
、
深
得

古
人
三
昧
、
余
因
復
臨
陳
本
贈
之
。
……

（
中
略
）
……

壬
寅
嘉
平
月
望
前
三
日
、
婁
東

社
弟
王
鑑
画
並
識
。」（
王
鑑
「
倣
宋
元
山
水
冊
跋
」
上
海
博
物
館
）。

（
58
）　�

植
松
瑞
希
「
董
其
昌
と
蘇
州
画
壇
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書　

蘇
州
を
め
ぐ
る
諸
問
題　
中
国
と
日
本
の
観
点
か
ら
』
大
和
文
華
館
、
二
〇
一
六
年
）。

（
59
）　�

日
本
語
で
王
時
敏
の
絵
画
を
様
式
論
的
に
分
析
し
た
も
の
と
し
て
他
に
小
林
宏
光
「
正
統

派
文
人
画
の
模
倣
の
論
理
と
実
践　
王
時
敏
「
倣
黄
公
望
山
水
図
」(

一
六
五
一
年
作)

と

王
鑑
「
倣
倪
高
士
漁
庄
秋
色
図
」(

一
六
六
七
年
作)

を
め
ぐ
っ
て
」（『
古
美
術
』
九
八
号
、

一
九
九
一
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
60
）　�「
沈
石
田
毎
作
迂
翁
画
。
其
師
趙
同
魯
、
見
輒
呼
之
曰
、
又
過
矣
、
又
過
矣
。
蓋
迂
翁
妙
処
、
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実
不
可
学
、啓
南
力
勝
于
韻
、故
相
去
猶
隔
一
塵
也
。
遜
之
為
迂
翁
、蕭
踈
簡
貴
、如
此
図
者
、

仮
令
啓
南
見
之
、
当
咄
咄
歎
賞
。」（
董
其
昌
『
容
台
別
集
』
巻
四
、四
庫
全
書
存
目
本
）。

（
61
）　�「
画
石
之
法
、
最
要
形
象
不
悪
。
石
有
三
面
、
或
在
上
、
在
左
右
側
、
皆
可
為
面
、
臨
筆
之
際
、

殆
要
取
用
。」（
黄
公
望
『
写
山
水
訣
』
画
論
叢
刊
本
）。
こ
の
画
法
の
日
本
に
お
け
る
受
容

に
つ
い
て
は
宗
像
晋
作
「
江
戸
後
期
日
本
文
人
画
に
お
け
る
明
清
画
受
容
の
一
側
面　

三

面
石
に
つ
い
て
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
十
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
62
）　�「
子
久
真
跡
、
余
生
平
所
見
幾
及
二
十
余
幀
、
家
蔵
亦
有
三
四
、
今
皆
散
佚
無
存
。
猶
憶
董

文
敏
公
云
、
黄
画
図
片
紙
尺
璧
、
畢
竟
以
富
春
長
巻
為
第
一
、
恨
未
之
見
。
数
年
前
聞
石

谷
為
晋
陵
唐
氏
臨
写
一
巻
、亦
未
得
寓
目
、但
懸
擬
神
韻
、題
数
語
于
別
幅
、聊
志
羨
慕
之
意
。

旧
冬
石
谷
偶
遊
潤
州
、
復
為
在
翁
侍
御
対
臨
真
本
、
今
将
赴
焦
山
度
夏
之
約
、
過
婁
話
別
、

因
携
此
巻
見
示
、
始
見
其
筆
墨
縦
横
、
超
逸
入
神
、
有
運
斤
成
風
之
妙
、
而
総
帰
于
平
淡
。

大
痴
二
百
年
来
翻
身
出
世
作
怪
、
白
石
翁
所
以
自
況
者
、
徴
之
今
日
、
端
不
多
譲
。」「
子

久
画
全
従
北
苑
陶
鋳
得
来
、
風
格
高
秀
、
思
致
幽
深
、
為
元
四
家
之
冠
。
嘗
聞
董
文
敏
公

論
其
生
平
傑
作
、
必
以
富
春
図
為
第
一
。
惜
余
未
得
寓
目
、
惟
見
白
石
翁
臨
巻
、
蒼
老
有
余
、

神
韻
差
減
、
益
以
未
睹
真
跡
為
恨
。」（
と
も
に
王
時
敏
『
王
奉
常
書
画
題
跋
』
巻
下
）。

（
63
）　�

王
時
敏
が
重
視
し
た
黄
公
望
画
に
つ
い
て
は
傅
申
「
宗
師　
“
二
王
”
与
黄
公
望
」（『
南
宗

正
脈　
画
壇
地
理
学
』
前
掲
註
２
）。

（
64
）　�

塚
本
麿
充
「
中
国
絵
画
史
に
お
け
る
「
人
格
」
と
「
か
た
ち
」　

呉
彬
「
山
陰
道
上
図
巻
」

と
価
値
評
価
の
構
造
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
編
『「
か
た
ち
」
再
考　

開
か
れ
た
語
り
の

た
め
に
』
平
凡
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（
65
）　�「
雲
林
松
林
亭
子
、
猶
是
董
源
的
派
、
為
中
年
用
筆
意
。」（
董
其
昌
「
倪
瓚
松
林
亭
子
図
跋
」

台
北
故
宮
博
物
院
）。

（
66
）　�「
倪
迂
蚤
年
、書
勝
于
画
。
晩
年
書
法
、頺
然
自
放
、不
類
欧
柳
、而
画
学
特
深
詣
、一
変
董
巨
、

自
立
門
庭
。
真
所
謂
逸
品
在
神
妙
之
上
者
。
此
漁
荘
秋
霽
図
、
尤
其
晩
年
合
作
者
也
。」（
董

其
昌
「
倪
瓚
漁
荘
秋
霽
図
跋
」
上
海
博
物
館
）。

（
67
）　�「
近
世
画
山
水
者
、
惟
作
磊
砢
之
石
、
瘦
直
之
樹
、
用
筆
簡
率
、
輒
曰
模
倣
大
痴
、
而
于
皴

法
気
韻
不
復
措
意
。
蓋
眼
中
希
見
真
本
、
謬
習
相
伝
、
遂
謂
能
事
。
是
以
学
者
愈
多
、
去

之
愈
遠
、不
知
大
痴
画
法
全
従
董
巨
中
来
。張
伯
雨
評
為
峰
巒
渾
厚
、草
木
華
滋
。即
此
二
語
、

非
夙
具
霊
根
、
深
研
妙
理
者
、
不
能
企
及
、
夫
豈
易
易
。
余
于
大
痴
画
素
有
僻
嗜
、
生
平

所
見
巻
軸
二
十
餘
本
、
往
従
董
文
敏
公
所
購
得
幾
幀
、
雖
非
極
致
、
要
皆
真
跡
。
顧
壮
歳

馳
逐
風
応
、
未
得
与
之
血
戦
、
今
則
衰
病
幽
憂
、
不
能
復
学
、
雖
其
風
格
神
韻
略
会
一
二
、

而
精
随
年
玄
、
筆
与
意
違
、
徒
有
浩
歎
而
已
。」（
王
時
敏
「
倣
黄
公
望
山
水
図
題
」
上
海

博
物
館
）。
同
文
が
王
時
敏
『
王
奉
常
書
画
題
跋
』
巻
上
に
収
録
さ
れ
る
。

（
68
）　�

田
芸
珉
『
清
初
『
四
王
』
摹
古
研
究
』（
故
宮
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）。

（
69
）　�「
北
苑
画
縦
横
変
化
、
余
平
生
所
見
数
幅
、
無
一
相
同
、
而
于
雲
気
点
染
、
尤
極
工
妙
、
米

家
父
子
皆
従
此
出
。」（
王
時
敏
『
王
奉
常
書
画
題
跋
』
巻
上
）。

（
70
）　�「
勝
国
名
家
如
承
旨
、一
峰
、同
師
北
苑
、雖
径
轍
各
別
、仍
是
一
家
眷
属
。
遂
以
意
作
此
図
、

樹
石
全
倣
大
痴
、
而
山
頭
則
以
趙
呉
興
鵲
華
巻
法
為
之
。」（
王
時
敏
『
王
奉
常
書
画
題
跋
』

巻
上
）。

（
71
）　�

拙
稿「
董
其
昌
筆「
秋
興
八
景
図
冊
」の
倣
古
意
識
と
南
北
二
宗
論
」（『
美
術
史
』一
九
一
号
、

二
〇
二
一
年
）。

（
72
）　�

田
芸
珉
氏
は
王
時
敏
の
現
存
作
品
の
八
割
が
黄
公
望
を
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
田
芸
珉
著
書
（
前
掲
註
68
）。

（
73
）　�

余
輝
「
王
時
敏
的
生
活
経
歴
」（『
南
宗
正
脈　
画
壇
地
理
学
』
前
掲
註
２
）。

（
74
）　�

王
時
敏
の
晩
期
に
つ
い
て
は
王
翬
を
は
じ
め
多
く
の
代
筆
者
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

単
国
霖
・
肖
燕
翼
論
文
（
い
ず
れ
も
前
掲
註
２
）。

（
75
）　�

張
子
寧
論
文
（
前
掲
註
26
）。

（
76
）　�

王
静
霊
論
文
（
前
掲
註
46
）。

（
77
）　�

呂
曉
論
文
（
前
掲
註
48
）。

（
78
）　�

田
芸
珉
著
書
（
前
掲
註
68
）。

（
79
）　�「
奉
常
曰
、
元
季
四
家
、
首
推
子
久
、
得
其
神
者
、
惟
董
宗
伯
、
得
其
形
者
、
予
不
敢
譲
、

若
形
神
倶
得
、
吾
孫
其
庶
乎
。」（
張
庚
『
国
朝
画
徴
録
』
巻
上
）。

（
80
）　�

王
沢
強
『
清
末
民
国
収
蔵
家
汪
士
元
研
究
』（
上
海
三
聯
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
81
）　�「
痴
翁
画
、
僅
見
一
幀
。
細
秀
沈
古
、
満
紙
霊
光
、
始
知
奉
常
翁
来
路
。
雲
林
画
見
有
両
幀
、

一
幀
上
題
断
橋
無
覆
板
、
卧
柳
自
生
枝
者
、
尤
極
超
逸
。
煙
客
麓
臺
於
倪
黃
両
家
、
均
煞

費
苦
心
、
各
得
其
妙
。」（
秦
祖
永
『
桐
陰
論
画
』「
桐
陰
画
訣
」
巻
上
、
同
治
光
緒
刻
朱
墨

套
印
本
）。

（
82
）　�「
王
煙
客
江
山
蕭
寺
図
巻
。
紙
本
水
墨
、
高
九
寸
、
長
九
尺
六
寸
餘
。
款
在
画
右
上
方
。
蒼

秀
清
潤
、
中
年
経
意
之
作
。
後
紙
陳
観
酉
題
、
有
成
蓮
樵
、
秦
祖
永
、
孫
春
甫
、
張
子
秋

諸
家
収
蔵
印
。」（
汪
士
元
『
麓
雲
楼
書
画
記
略
』）。
王
燕
来
編
『
歴
代
書
画
録
続
編
19
』

国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
83
）　�
紺
野
達
也「
陳
観
酉
・
陳
福
慶
と
琉
球
漢
詩
人
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』三
三
号
、二
〇
一
四
年
）。

（
84
）　�「
銭
塘
陳
二
山
、……

（
中
略
）
……

能
詩
、工
楷
法
、兼
画
山
水
。
詩
清
微
澹
遠
、尤
長
五
古
、

画
宗
大
痴
。」（
蔣
宝
齢
『
墨
林
今
話
』
巻
十
六
、
埽
葉
山
房
叢
鈔
本
）。
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（
85
）　�「
豈
唯
画
似
倪
高
士
、
詩
亦
清
如
李
杜
才
。」（
蔡
大
鼎
「
恭
謝
陳
小
寿
老
夫
子
大
人
恵
佳
藻

法
画
」）。

（
86
）　�「
昔
人
以
煙
客
親
得
思
翁
嫡
派
。
余
謂
先
生
又
頗
与
眉
公
近
。
嘗
見
眉
公
画
巻
、
筆
意
幽
邃
、

石
斎
題
其
巻
首
曰
、
殊
勝
乎
倪
黄
。
観
此
巻
、
知
先
生
於
二
公
皆
不
多
譲
、
幼
甫
以
為
何
如
。

道
光
甲
辰
天
祺
節
、
陳
観
酉
跋
於
琴
言
室
。」（
陳
観
酉
「
王
時
敏
江
山
蕭
寺
図
巻
跋
」
国
・

文
化
庁
保
管
）。

（
87
）　�

徐
邦
達
「
五
談
古
書
画
鑑
別　

対
作
偽
的
方
式
、
方
法
的
鑑
定
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』

一
九
八
一
年
二
期
）。

（
88
）　�「
呉
地
古
為
人
文
淵
藪
。
即
以
画
言
之
、
名
著
明
清
者
皆
出
於
呉
。
沈
唐
文
董
于
明
、
四
王

呉
惲
于
清
、
五
百
年
来
鬱
為
藝
苑
冠
冕
。
猗
乎
何
其
盛
矣
。
煙
客
与
玄
照
並
以
名
門
称
太

倉
二
老
、
自
明
季
迄
清
初
、
討
窮
六
法
者
、
多
出
於
二
王
之
門
、
継
前
開
後
、
伝
其
薪
火
、

可
謂
清
代
画
家
祖
禰
矣
。
煙
客
得
力
董
巨
、私
淑
痴
翁
、神
化
独
運
、妙
造
自
然
。
不
特
入
室
、

殆
為
出
藍
、
其
淵
穆
沈
厚
処
、
玄
照
且
輸
一
筹
矣
。
此
卷
作
於
崇
禎
八
年
乙
亥
、
乃
其

四
十
四
歲
時
也
。
功
力
既
湛
、
精
神
尤
旺
、
是
以
盤
礴
搦
管
、
思
致
極
其
工
密
、
気
味
殊

臻
隽
永
、
寔
不
負
為
一
代
大
宗
也
。
凡
画
及
晚
年
、
雅
詣
渾
熟
。
然
局
宇
峻
爽
、
則
不
若

蚤
歳
。
予
所
見
煙
客
画
、
多
係
六
七
十
後
作
、
其
五
十
以
前
者
、
世
希
所
伝
。
不
知
蔚
堂

従
何
処
獲
此
劇
蹟
、宜
十
襲
珍
秘
、勿
使
寒
具
手
涴
也
。
借
覧
旬
日
、遂
跋
巻
尾
、以
志
眼
福
。

大
正
十
五
年
夏
正
丙
寅
十
月
之
望
、
焚
香
薦
酒
東
坡
遺
像
、
三
誦
後
赤
壁
賦
、
終
而
洗
硯

書
此
。
雨
山
学
人
長
尾
甲
。」（
長
尾
雨
山
「
王
時
敏
江
山
蕭
寺
図
巻
跋
」
国
・
文
化
庁
保
管
）。

（
89
）　�

こ
の
跋
を
め
ぐ
る
湖
南
と
雨
山
の
交
流
に
つ
い
て
は
呉
孟
晋
「
長
尾
雨
山
と
内
藤
湖
南
の

中
国
書
画
観　

林
平
造
（
号
蔚
堂
）
の
収
蔵
品
を
め
ぐ
っ
て
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
第

四
八
号　
特
集
東
ア
ジ
ア
文
人
画
の
「
近
代
」』
醍
醐
書
房
、
二
〇
二
三
年
）。

（
90
）　�「
王
煙
客
奉
常
江
山
蕭
寺
図
巻
、
秦
逸
芬
（
即
撰
桐
陰
論
画
者
）
旧
蔵
、
今
帰
大
和
林
君
蔚

堂
。
款
曰
乙
亥
、
吾
友
長
尾
子
生
以
為
明
崇
禎
八
年
、
奉
常
卌
四
歳
時
作
、
乃
其
壮
年
之
画
、

世
所
罕
有
。
山
容
樹
色
、近
遠
掩
映
、沙
汀
煙
寺
、媚
景
娯
目
、瀏
覽
之
頃
、歩
歩
引
人
入
勝
、

与
晚
年
風
骨
莽
蒼
、
気
味
蕭
森
者
、
別
是
一
種
筆
墨
、
然
至
其
静
穆
而
翛
遠
、
鬆
疏
兼
沈
厚
、

具
大
家
之
規
度
則
一
也
。
夫
辞
人
文
士
往
往
窮
而
益
工
、
若
老
杜
遭
乱
、
流
離
顚
沛
、
而

其
発
於
詩
者
、
沈
鬱
頓
挫
、
成
千
古
之
絶
唱
是
也
。
又
有
一
等
人
、
天
稟
恬
淡
、
不
為
世

利
羈
、
游
心
術
藝
、
沈
潜
浸
淫
、
以
臻
神
化
、
是
其
妙
悟
、
固
有
不
由
境
遇
者
、
若
陶
淵

明
之
品
高
詞
妙
、
逸
韻
天
成
、
雖
無
晋
宋
鼎
革
之
運
、
豈
竟
無
所
表
見
而
已
乎
哉
。
奉
常

以
有
明
相
門
佳
公
子
、
愛
好
風
雅
、
其
入
仕
途
亦
由
恩
蔭
、
又
早
歳
挂
冠
、
不
染
躁
競
之
習
、

雖
中
値
国
変
、
里
居
晏
然
、
幸
不
至
為
世
所
逼
変
箕
穎
之
節
、
益
得
屏
棄
人
事
、
専
心
翰
墨
、

加
以
家
富
収
蔵
、
寿
躋
耄
耋
、
投
交
名
宿
、
優
游
林
下
、
撫
翫
琴
書
、
精
研
至
藝
、
其
逸

趣
境
遇
、
与
淵
明
類
、
而
清
福
過
之
。
宜
其
画
不
以
奇
闢
取
勝
、
而
自
然
超
妙
、
遠
追
大

年
、
晋
卿
之
蹤
、
為
三
百
年
正
派
之
祖
禰
。
不
徒
以
伝
玄
宰
之
衣
鉢
、
窮
太
痴
之
閫
奥
已
也
。

観
斯
図
者
、
亦
可
以
知
術
藝
之
成
、
各
有
天
分
、
不
出
一
塗
矣
。
昭
和
二
年
九
月
、
内
藤

虎
書
于
恭
仁
山
莊
之
漢
学
居
。」（
内
藤
湖
南
「
王
時
敏
江
山
蕭
寺
図
巻
跋
」
国
・
文
化
庁

保
管
）。

（
91
）　
関
西
の
研
究
者
有
志
が
集
ま
っ
て
京
都
大
学
に
て
開
催
し
て
い
る
題
跋
読
書
会
で
『
湖
南
文

存
』
に
収
録
さ
れ
る
こ
の
跋
も
扱
い
、
多
く
の
貴
重
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
中

で
も
「
掩
映
」
が
見
え
た
り
遮
っ
た
り
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
映
」
は
背
景
か
ら
浮
き
出
る
、

「
掩
」
は
遮
蔽
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
空
間
の
起
伏
の
多
い
本
作
に
適
し
た
評
で
あ
る
と

の
ご
教
示
は
、
本
論
を
構
想
す
る
上
で
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。
以
下
、『
湖
南
文
存
』
の

他
の
箇
所
も
参
照
す
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
読
書
会
に
て
多
く
の
知
見
を
得
た
う
え
で
用

い
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

（
92
）　�「
さ
て
御
預
り
申
候
王
煙
客
画
巻
跋
語
、
延
引
を
重
ね
居
候
処
、
や
う
や
う
昨
日
出
来
候
間
、

此
地
に
て
差
上
可
申
哉
。」（
湖
南
書
簡
五
六
六　

昭
和
二
年
九
月
十
一
日
付
）、「
王
煙
客

巻
は
そ
の
節
京
都
へ
持
参
致
候
、
留
守
宅
へ
申
付
置
候
間
、
御
入
洛
の
折
御
持
帰
願
上
度

候
。」（
湖
南
書
簡
五
六
七　
昭
和
二
年
九
月
二
十
六
日
付
）。
い
ず
れ
も
『
内
藤
湖
南
全
集　

第
十
四
巻
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
）
に
収
録
。

（
93
）　�

呉
孟
晋
「
石
濤
へ
の
憧
れ
と
そ
の
実
際　
大
正
後
期
の
「
解
衣
社
」
の
画
家
た
ち
を
め
ぐ
っ

て
」（『
日
本
美
術
全
集
六　
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
美
術
』
小
学
館
、
二
〇
一
五
年
）。

（
94
）　�「
山
人
之
遭
逢
与
其
為
人
誠
如
此
、
則
其
発
於
書
画
者
之
怪
奇
非
常
、
無
可
端
倪
、
豈
非
其

所
耶
。
及
乎
観
此
冊
而
独
異
、
其
画
一
味
幽
渋
、
不
似
平
生
之
詭
僻
、
其
書
法
古
淡
蕭
逸
、

亦
如
晋
人
。
蓋
此
冊
所
見
、
実
其
性
情
之
真
、
而
世
間
所
常
有
怪
奇
非
常
者
、
則
其
翫
世

之
作
已
。」（
内
藤
湖
南
『
湖
南
文
存
』
巻
八
）。

（
95
）　�「
清
初
之
画
、
論
者
毎
称
奉
常
廉
州
為
正
派
、
皆
出
于
黄
太
痴
、
其
神
其
貌
、
一
一
逼
肖
。

其
同
祖
禰
太
痴
、而
全
略
形
似
、興
境
奇
闢
、別
開
塗
径
、則
有
石
濤
石
渓
二
道
人
焉
。」（
内

藤
湖
南
『
湖
南
文
存
』
巻
八
）。

（
96
）　�「
王
奉
常
、
王
廉
州
、
皆
学
大
痴
筆
意
、
鬱
為
虞
山
正
宗
、
二
君
於
大
痴
画
、
得
其
沈
穏
冲
和
。

及
観
此
画
、
乃
知
八
大
山
人
亦
於
大
痴
所
得
独
深
、
其
明
秀
蕭
散
、
形
神
均
具
処
、
雖
二

王
終
不
到
此
。」（
内
藤
湖
南
『
湖
南
文
存
』
巻
八
）。

（
97
）　�

内
藤
湖
南
「
清
朝
の
絵
画
」（
大
正
五
年
八
月
八
日
―
十
九
日
「
大
阪
朝
日
新
聞
」）。

（
98
）　�

王
時
敏
、
字
は
遜
之
号
煙
客
、
名
家
の
故
を
以
て
官
は
奉
常
、
書
は
少
壮
よ
り
董
其
昌
の
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指
授
を
得
て
、
綜
攬
古
今
、
闡
発
幽
奥
、
遂
に
伝
灯
一
宗
、
真
源
嫡
派
た
る
こ
と
、
孰
か

間
然
す
る
も
の
あ
ら
ん
。
世
に
四
王
の
目
あ
り
。
清
朝
一
代
画
系
の
津
梁
と
成
る
も
の
、

即
ち
王
時
敏
・
王
鑑
・
王
原
祁
・
王
翬
・
是
れ
な
り
。」（
考
槃
社
編
『
支
那
名
画
選　

第

二
集
』
文
華
堂
書
店
、
一
九
二
七
年
）。

（
99
）　�

拙
稿
「
清
初
に
お
け
る
南
宗
画
の
変
容
と
拡
張　
惲
寿
平
「
花
隖
夕
陽
図
巻
」(

京
都
国
立

博
物
館)
に
つ
い
て
」（『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
四
十
号
、
二
〇
二
三
年
）。

（
100
）　�

福
井
利
吉
郎
「
京
阪
神
諸
名
家
蒐
蔵
古
美
術
展
覧
会
概
説
」（『
日
本
美
術
工
芸
』
四
七
号
、

一
九
四
七
年
）。

（
101
）　�

京
都
国
立
博
物
館
編
『
筆
墨
精
神　
中
国
書
画
の
世
界
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
一
年
）、

板
倉
聖
哲
・
実
方
葉
子
・
野
地
耕
一
郎
編
『
典
雅
と
奇
想　
明
末
清
初
の
中
国
名
画
』（
東

京
美
術
、
二
〇
一
七
年
）。

図
版
出
典

口
絵
１
～
６
、
図
１
、
11
、
16
、
26
、
31
、
35
、
40
、
59　
京
都
国
立
博
物
館
よ
り
提
供

図
２
︑
７
、
13
、
18
、
19
、
21
、
29
、
51
、
56　

故
宮
典
蔵
資
料
検
索
（https://digitalarchive.

npm
.gov.tw/Integrate/Index

）

図
３　
『
中
国
古
代
書
画
図
目　
四
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）

図
４
︑
５
、
15
、
50
、
54　
『
丹
青
宝
筏　
董
其
昌
書
画
芸
術
特
集
』（
上
海
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）

図
６
、
23
、
45　
『
松
江
絵
画 

故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系
』（
上
海
科
学
技
術
出
版
公
司
、

二
〇
〇
七
年
）

図
８
、
58　
『
四
王
呉
惲
絵
画 

故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系
』（
上
海
科
学
技
術
出
版
公
司
、

二
〇
〇
五
年
）

図
９
、
24
、
46
、
53　

ColBase 

国
立
博
物
館
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
（https://colbase.

nich.go.jp/?locale=ja

）

図
10
、
49
、
52
、
55　
『
遺
殊　
大
阪
市
立
美
術
館
珍
蔵
書
画
』（
台
北
故
宮
博
物
院
、
二
〇
二
一
年
）

図
12
、
48　
『
上
海
博
物
館　
中
国
絵
画
の
至
宝
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）

図
14
、
34
、
47
、
57　
『
中
国
絵
画
全
集　
清
１
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

図
17
、
20
、
22
、
25
、
27
、
28
、
30
、
32
、
36
、
37
、
38
、
39
、
41
、
44　
筆
者
撮
影

図
33
、
42
、
43　
『
世
界
美
術
大
全
集 

元
』（
小
学
館
、
一
九
九
九
年
）

図
60　
『
中
国
古
代
書
画
図
目　
十
三
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）

付
記

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
文
化
庁
の
大
原
由
佳
子
様
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
、
お
よ
び
京
都
国

立
博
物
館
の
森
橋
な
つ
み
様
に
は
、
作
品
調
査
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。「
江
山
蕭
寺
図
巻
」
の
全
図
画
像
は
京
都
国
立
博
物
館
よ
り
ご
提
供
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、『
湖
南
文
存
』
の
読
解
に
関
し
て
は
、
関
西
の
研
究
者
有
志
が
京
都
大
学
に
て

開
催
し
て
い
る
題
跋
読
書
会
に
て
学
ん
だ
知
見
を
も
と
に
考
察
を
深
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
黒
川

古
文
化
研
究
所
の
展
観
に
て
多
く
の
方
々
と
作
品
を
前
に
議
論
し
た
こ
と
が
本
論
の
執
筆
に
お
い

て
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。


